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　少女が走っていた。

　年のころは十歳ぐらいだろうか。鮮やかな長い桃髪が、まるで人形のように愛らしい顔の周りを泳いでいる。

　とととと、と少女の駆ける先には、二つほど年長の少女の姿が見える。

「待って！　姉さま！　待って！」

「早くおいでカリーヌ！　こっちよ！」

　しばらく走ると、草原が途切れ、切り立った崖がけが現れた。そこは、この地方で有名な、“〝竜の足跡”〟と呼ばれる、巨大な陥没した穴だった。大昔、空から落ちてきた隕いん石せきが作ったとも、原始の竜が生まれた跡だとも言われている。どうしてこのような綺き麗れいな穴ができたのか、誰だれも知らない。ただ、草原のど真ん中に、まるで巨大な竜が踏みしめたように、その穴は存在した。

　穴の直径はおおよそ三百メイル。深さは二百メイルほどもある。穴の壁面はほぼ垂直に、底まで続いていた。崖から身を乗り出して下を覗のぞき込むと、数十メイルで光が途切れ、深い闇やみが続いている。こうして見ると、この地の底の底まで、穴は続いているように感じられた。

　この場所に来ることは、固く両親に禁じられていたが、好奇心旺おう盛せいな姉妹は、どうにも見たい気持ちを抑えられずに、こっそりやってきたのだった。

「ねえカリーヌ。あれを見て」

　姉が指差す先、穴の壁面、光が差し込むギリギリのところに、青く光る綺き麗れいな花が咲いている。

「きれいなお花！」

　カリーヌが叫ぶと、姉はにやっと笑みを浮かべた。

「でしょ？　で、カリーヌ、お願いがあるの」

「なぁに？」

「あのお花を取ってきてほしいの」

「えええええ！　無理よ！　あんなに遠くにあるのに！」

　花は、優に二十メイルは離れている。ほぼ垂直に切り立った崖がけを下りて、あの花を取るなんてことは不可能だ。

　カリーヌがそう抗議しても、姉は涼しい顔。

「だいじょうぶだよ。カリーヌ、あなたこないだ“〝レビテーション浮遊”〟を覚えたじゃない」

　そう。

　カリーヌはメイジ貴族の家に生まれた少女。神が与えし奇跡の力、“〝魔法”〟を使うことができる。メイジの使う魔法は主に四つの系統に分かれる。

　火、水、風、土、の四系統だ。

　その“〝風”〟の系統に、カリーヌは早くから目覚めていた。

　つい先日は、姉も覚えていない“〝レビテーション”〟を覚えて、両親を喜ばせたばかりだった。

“〝レビテーション”〟は、唱えた者を重力のくびきから解放する呪じゆ文もんである。詠唱者は、空中に浮かぶことが可能になる。

　でも……、と尻しり込ごみするカリーヌを、姉は叱しつ咤たした。

「もう！　カリーヌは臆おく病びようだね！　なんでそんなに怖がりなの！」

　そう。

　カリーヌは人一倍怖がりな少女だった。わずか十歳で“〝レビテーション”〟を覚えるほど魔法の才能があるのに、とにかく臆病だった。この年になっても、夜はわずかに窓が開いているだけで怯おびえたし、壁と家具の隙すき間まを見ると、そこに何か潜ひそんでいるんじゃないかと、近づくことさえできなかった。

「あんなに器用にふわふわ浮かべるんだから、ちょっと花をとってくるのなんか簡単じゃない！　もう、ほんとに怖がりさんね！」

　何度も“〝怖がり”〟と言われて、カリーヌはむっとした。カリーヌの性格をもう一つ付け加えるなら……、負けず嫌い、ということになるだろう。

　臆病で負けず嫌いな少女。

　それが、カリーヌだった。

「こ、怖がりじゃないもん！」

「ほんと？　じゃあ、取ってきて」

　少女の無邪気さで、姉が言う。このままではバカにされる。カリーヌは意を決すると、小ぶりな杖つえを握り呪じゆ文もんを唱えた。

「フル・ソル・ウインデ……」

　すると、ふわっと身体からだが浮き上がる。杖を振りながら、浮き具合を調節する。深い穴が、目の前に広がっている。

　足がすくむ。

　穴は、まるで地獄につながっているように見えた。闇やみへの原始的な恐怖と、落ちたら死ぬ、という現実がカリーヌの心を揺さぶる。

「どうしたの？　怖くなっちゃったの？」

　姉にそう言われて、カリーヌは首を振った。

　だいじょうぶ。わたし、魔法とくいだもん。

　穴の底を見ちゃいけない。壁だけを見ていけば、きっとできる……。

　カリーヌは自分にそう言い聞かせると、穴へと身を躍らせた。レビテーション浮遊の効果を弱めると、カリーヌの身体はゆっくりと降下し始める。

　壁に左手をついて、カリーヌは慎重に花へと近づいていく……。

「すごいすごい！　がんばって！」

　上からは姉の声が響く。

　カリーヌはなるべく下を見ないように注意しながら降下する。壁と、花だけに意識を集中させる……。

　しかし、手を伸ばした瞬間だった。不意にカリーヌは下を見てしまった。

「ひ」

　足の下には、深い闇が広がっていた。

　文字通りの闇の世界。

　その闇に、カリーヌの心はわしづかみにされた。瞬間、集中が途切れ、呪文が解けた。

「きゃああああああああああッ！」

　身体が急に重くなる。

　咄とつ嗟さに、突き出た岩をつかむことができたのは、僥ぎよう倖こうといえようか。

　右手から離れた杖が、足元の闇へと消えていく。杖がなければ、メイジと呼ばれる彼女たちは、魔法を唱えることができない。絶対絶命だった。

　カリーヌは、壁にしがみつく格好になった。

「カリーヌ！　カリーヌ！」

　姉が、必死になって叫ぶ声が響く。少女の手は、いつまでも自分の体重を支えることはできない。すぐに手から力が抜けていく。

　どうしてわたしは、こう臆おく病びようなんだろう……。

　魔法の才能はあるのに……、こんな簡単なことさえ、満足にできやしない。

　自分の臆病さを、カリーヌは呪のろった。

　ちょっと怖くなったぐらいで、集中が途切れるなんて……。

　手から、最後の力が抜けた。カリーヌの身体からだが、壁から離れる。思わず目をつぶる。

“〝死ぬんだ。わたし”〟

　深い闇やみのような絶望が心をつかんだ、その瞬間……。

　その手が、誰だれかに握られた。

「……え？」

　落下を始めた身体が、宙に浮いている。

「暴れるなよ」

　妙に優しい声が響いて、カリーヌは目を開いた。

　カリーヌの左手を、一人の騎士がしっかりと握っていた。顔の下半分を、鉄の仮面が覆っている。仮面の上には、切れ長の目が輝く。

　男か女かもわからぬが、まだ若いことだけは理解できた。

　右手には軍ぐん拵ごしらえの杖つえが、陽光を受けてキラキラと光っている。

「しっかりつかまっていろ」

　騎士が軽く杖を振ると、二人の身体が浮き上がった。



　穴の外に連れ出されたカリーヌと姉は、その騎士に何度も頭を下げた。

「たまたまわたしが通りがかったからいいようなもの……、このような冒険は慎つつしむんだな」

　そう言うと、騎士は何事もなかったかのように、大きな幻獣に跨またがった。獅し子しの頭に鷲わしの翼を持った幻獣……、マンティコアだった。騎士は、空からカリーヌの危機を目ざとく見つけ、助けてくれたのだった。

　飛び立とうとした騎士に、カリーヌは叫んだ。

「あの！　おうちにいらしてください！　お礼を……」

「礼などいらぬ。騎士として当然のことをしたまでのこと」

「では、せめてお名前をお教えください！」

　すると仮面の下、騎士は笑みを浮かべたようだった。軽く目じりが下がる。

「名乗るほどの名は持ち合わせておらぬ。では」

　しかし、カリーヌは再び声をあげた。

「す、すいません！　では、一つだけ教えてください！」

「なんだ？」

「怖くないんですか？」

　それまでバツが悪そうな顔で黙っていた姉が、カリーヌを叱しつ咤たする。

「失礼よ！　カリーヌ！」

　それでもカリーヌは質問をやめない。必死に、命の恩人である騎士に食い下がる。

「怖くないんですか？　あんなに、あんなに深い闇やみが見えるのに！　もし、落ちたらって！　怖くならないんですか!?」

　すると騎士は、カリーヌの右の人差し指を取った。そして……、何か一言二言、呪じゆ文もんを唱えると、その指をぎゅっと握る。

　じんわりと、カリーヌの人差し指が熱くなった。

「なんですか？　これ……」

　不安げに指を見つめる。なんともなっていないが……。

「今、きみの指に魔法をかけたんだ」

「魔法？」

「ああそうだ。勇気が出る魔法だ。怖くてたまらなくなったら、今、魔法をかけた指で、左の手のひらに“〝勇気”〟って書くんだ。それをこう、ぺろって舐なめてごらん」

　カリーヌは言われたとおりにしてみた。

「胸が熱くならないかい？」

　すると、妙なことに胸が熱くなっていく……。

　こくりと、カリーヌは頷うなずいた。

「もう大丈夫。怖くなったら、今言ったとおりのことをやってごらん」

　騎士はじっとカリーヌを見つめていたが、不意にマンティコアの腹を蹴けった。主人を乗せた幻獣は、大空へと舞い上がる。



　騎士が遠く空の向こうへと消えたあとも、カリーヌはじっと空の向こうを見つめていた。

　姉が、そんなカリーヌを何度も促うながした。

「ねえカリーヌ。もう帰りましょうよ」

　しかし、姉のそんな言葉は、カリーヌの耳には届かないようだった。ぼんやりと、夢見るような声で、カリーヌは呟つぶやいた。

「わたし、騎士になる」

　何を言うの？　女の子は騎士になれないんだから！　と姉は笑った。

　カリーヌは人差し指を見つめた。未いまだに、ぼうっとその先が熱い。その指先を見つめて、カリーヌは思った。

“〝わたしは、自分の運命を見つけたんだ”〟



    

  
    
      


第一章　カリン、王都に立つ





　その騎士姿の少年？　が王都の門をくぐったとき、街行く人々は感嘆のため息を漏らした。

　年のころは十四、五だろうか。安物のような青い厚手の上衣に、けばけばしいフリルのついた白いシャツ。そして、時代遅れの膝ひざが出た乗馬ズボンに、色あせた黒いブーツ。

　腰に下がった杖つえだけはピカピカと光っていたが、その拵こしらえも上等は言いがたい。しかし、かなり使い込まれたものらしく、杖についた傷が、くぐってきた修羅場を窺うかがわせる。

　どれもこれも、一昔前に流は行やった衣装だった。王都でそんなダサい格好をしていれば、道行く人の嘲ちよう笑しようをかうものだが、この若い貴族にそんなものを投げかけるものはいなかった。

　いったい、こんな格好をするヤツはどんな顔をしているのだろう？　と顔を覗のぞき込むと、そんな嘲笑は吹っ飛んでしまうのだった。

　色鮮やかな桃色がかった長いブロンドと、幼さが残りながらも美しいとしかいいようのない顔立ちが、この貴族にこの上もない気品と高貴さを与えている。

　そして……、なんといっても気になるのは、この安くてダサい衣装に身を包んだ貴族の、“〝性別”〟だった。なるほど、顔は美の化身のように美しい。ドレスを着せて、ちょっと作法でも学ばせれば、どこの舞踏会に出しても恥ずかしくないだろう。

　だが、その格好はどう見ても男のものだ。

　男装の麗れい人じんにも見えたが……、未いまだ幼さの残る顔立ちが、美少女なのか、それとも美少年なのか、判断をつけづらくさせていた。

　その曖あい昧まいさがプラスされて、妙な神秘さが全身からあふれていた。見る者すべてを惹ひきつけるその神秘さを強調するのは、軽く吊つりあがった目だ。

　強い意志の力をたたえたとび色の瞳ひとみは、双月の明かりを受けて輝く泉のように存在を主張し、この幼い貴族の印象を劇的に強いものへと変えていた。

　そして、その胸は見事なぐらいにぺったらであった。女だったらあるはずの、二つの盛り上がりが存在しない。

　したがって道行く人は、この冗談のように美しく凛り々りしい幼い貴族は、いったい男か女かどっちなのだろうと、ひそひそ声で話し合い噂うわさしあうのだった。

　ここであっけなくネタばらしをするなら、この貴族は“〝少女”〟であった。その古ぼけた騎士衣装の下には、瑞みず々みずしい十五歳の少女の身体からだが隠されている。

　この少女、名をカリーヌ・デジレ・ド・マイヤールという。

　ただ、そう名乗るわけにはいかないので、“〝カリン”〟と短くつめて男のような響きにしていた。女とバレるわけにはいかないからだった。

　どうしてまた、カリンはこんな格好で、王都にまで出てきたのだろうか？

　そう。

　彼女には夢があったのだ。

　あの日……、故郷で通りすがりの騎士に助けられてからというもの、ずっと温めていた夢……。

“〝騎士になる”〟

　どうせなるなら、国一番の騎士……。

　この国で一番の騎士といえば、“〝王さまを守る”〟という名誉ある任務を担う、近衛の魔法衛え士じ隊たいしかない。

　若い貴族は、こぞってその黒いマントに憧あこがれるという、栄光の魔法衛士隊。しかしながら、女の身では、騎士隊の門をくぐることはできない。

　したがってカリンは、こうやって見よう見まねで己の乙女の身体からだに男装を施し、都にまでやってきたのだった。

　もちろん、家族には反対された。

　だが結局、カリンの熱意に押され、しぶしぶ旅立ちを認めたのである。

　この貴族少女は両親からもらった四十エキューと、わずかな荷物を持って、この王都までやってきたのだった。

　旅立ちに際し、貧乏貴族の父は諦あきらめたような声で言った。

「わしの子供で騎士になりたい、などと真顔で言ったのはお前だけだから、わしはしかたなくお前の旅立ちを認めることにする。だがなカリーヌ、お前は女だてらに騎士になろうというのだから、男以上の苦労は覚悟せねばならん。そりゃあお前は腕が立つし、魔法の才能にもあふれとる。だがな、それだけでは出世はできん。出世に必要なのは、魔法の才能だけではない。何より必要なのは勇気じゃ。いいか娘よ。金は出し惜しみしてもかまわんが……、騎士は金には縁のない生き物だからそれはいたしかたない！　いいか、勇気だけは惜しんではならん。とにかく勇気じゃ。何があろうとも、相手が誰だれだろうが一歩も引いてはならん。相手が王さまや、近衛の隊長殿なら話は別じゃが……。お前はド・マイヤール家の名を背負うのじゃから、引いてはならんぞ。とにもかくにも勇気じゃ。勇気！　お前は少し、臆おく病びようなところがあるから、それがちと心配じゃ……」

　それから父は、熱くなった自分の言葉を少し恥じるように、

「あとは、女だということは絶対に隠し通せ。ある程度出世をするまで、何がなんでも隠し通すのじゃ。昨今は女騎士も珍しゅうはなくなったが、知ってのとおり伝統と栄光を誇る近衛の魔法衛士隊だけは女の入隊はできんのじゃ。もしバレたら、首になるだけではすまんぞ。せいぜいしっかりと心得るんじゃな！」

　その言葉を胸に秘め、カリンは都に出た。

　臆病な自分が嫌いだった。魔法の才能がありながら、いざとなると震えてしまう自分が許せなかった。だから、カリンはそうじゃないものに憧れた。

　あの日、自分を助けてくれた騎士……。

　自分もあんな立派な騎士になりたい。そして……、ゆくゆくは英雄と呼ばれるような人物になる。それがカリンの、唯一で大きな夢だったのである。



　初めて見る王都は、喧けん騒そうと活気にあふれていた。

　カリンは、人の多さに多少たじろいだが、すぐに慣れた。

　通りの左右に、露店がところせましと並んでいる。そんな露店の一つ一つを冷やかしたい衝動に駆られたが、すぐに思い直す。

「とにかく、魔法衛え士じ隊たいのドラギニャン殿を訪ねなくっちゃ……」

　でも、いったいどこに行けばそのドラギニャン殿に会えるのだろう？

　気乗りしないとはいえ、さすがに娘を手ぶらで行かせるのは気が咎とがめたのだろう。出がけに父は、魔法衛士隊に入隊したいのなら、旧友のドラギニャン殿を訪ねろと言って、手紙を渡してくれた。

　懐ふところからその手紙を取り出す。二重封筒になっているらしく、封ふう蝋ろうがしていなかった。中からは、ドラギニャン殿、と書かれた封筒と、住所が書かれた紙が出てきた。

“〝フォッソワイヤール街、三番地、ジュヴィエ・ドラギニャン”〟

　道行く人に尋ねると、フォッソワイヤール街は、ここからかなり離れた場所にあるらしい。教えられたとおりに向かったのだが、なにせ王都の街はせまくごちゃごちゃと街路が入り組んでいるので、田舎育ちのカリンはすぐに道に迷ってしまった。

　さて、ここはどこだろう？　ときょろきょろしながら早歩きで歩いたので、前から来る偉丈夫に、カリンは気づかなかった。

　そちらの偉丈夫も、思いっきり骨付きの鶏とり肉にくをかじりながら、友人たちとぺちゃくちゃとおしゃべりしていたので、前から来るカリンに気づかなかった。

　二人は道の真ん中で、激しくぶつかる羽目になった。

　当然吹き飛ばされたのは、体重が三分の一ぐらいしかないだろう、カリンのほうだった。

　巨漢のほうは、まるでびくともせず、転がったカリンを見て大笑いをした。

「わっはっは！　どうしたボウズ！　歩くときは前を見ないと、怪け我がをしちまうぜ！」

　そして、大声で歩き去ろうとする。

　普通だったら、こんな大男にこんなことを言われたら、文句を言う気も失うせるだろう。この男装の少女もそうだった。生来の臆おく病びようさが出て、思わず震えそうになった。だが、そのとき、父の言葉が蘇よみがえる。

“〝とにかく勇気じゃ！”〟

　そうだ。ついてそうそう、ナメられるわけにはいかない。

　臆病じゃ騎士にはなれないのよカリン！

　カリンははっしと男をにらみつけると、大声で怒鳴った。

「ひ、人を突き飛ばしておいて、そのまま歩き去るとは何事かっ！」

　偉丈夫の足がぴたりと止まった。振り返る。まるで古代の剣闘士のように、筋骨隆々としていた。がっしりと骨でも噛かみ砕きそうな大きな顎あごに、金髪を後ろに撫なでつけた、岩のようにごつい頭……。

　腕回りなど、カリンの腰ぐらいはあるんじゃないだろうか。腰に下げた杖つえがなければ、剣士か槍そう兵へいに見えてしまうだろう。

「なんだ？　何か言いたいことがあるなら言ってみろ」

　そんな様子を遠巻きに見ていた市民たちは震えた。あんな大男に文句をつけるなんて、この貴族の子供はよほどのバカなんだろうか？

　この場の誰だれもが、カリンの薄い胸と男装で、“〝女”〟だとは思っていない。ただ、とんでもない美少年だと思っていた。

「お前みたいな大男は、邪魔だから端っこを歩くべきだ」

　こうなってはもう、後にはひけない。カリンは、震える身体からだをなだめながら言い放つ。

　すると、偉丈夫はにやりと笑みを浮かべる。

「オレみたいな勇者は、真ん中を歩くもんだ。お前こそ、ネズミのように端っこを歩いていろ。踏み潰つぶされてしまうぞ！」

　カリンは、内心冷や汗を流しながら文句を並べた。

「ふざけるな。ぺしゃんこになるのは、お前のほうだ」

　偉丈夫の顔色が変わる。だが、次の瞬間、その表情がにんまりと和なごむ。

　着飾った美少女が隣を通りがかったのだ。どうやらどこぞの貴族の令嬢らしく、供を何人も連れていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　瞬間、偉丈夫は彼女の足元に跪ひざまずいた。

「ひうッ！」

「お仕えさせてくださいッ！」

　何事だッ！　と、貴族美少女の連れが騒ぎ始める。だが、そんな騒ぎもなんのその、偉丈夫は、頭を美少女の足元にこすりつける。

「わたくし！　あなたさまのように美しい少女に仕えることを夢見て騎士となった男でありますッ！　どうか！　どうか供の一人におくわえくださいますようッ！」

　貴族美少女は、泣きそうな顔になった。それでも偉丈夫の哀願は止まらない。

「切にッ！　切にお願いもうしあげるッ！」

「いやぁあああああああああああああッ！」

　足にすがりつかれそうになったので、貴族美少女は偉丈夫の頬ほおを蹴けり上げた。もんどりうって、彼は地面に倒れこむ。その隙すきに、貴族美少女は供を連れて駆け出していってしまう。呆ぼう然ぜんと、通行人が見守る中、偉丈夫はゆっくりと立ち上がった。

「……何事ですか？」

　カリンが呆あきれた声で呟つぶやくと、偉丈夫はニッコリと笑みを浮かべた。

「オレはな、可か憐れんな美少女に弱いんだ！　美少女に仕えるために都に出てきたが、なかなかうまいこといかなくてな！　ああ、きみが美少年でよかった！　もし、きみが美少女だったら、大変なことになっていた！　きみみたいに美しいやつは、女にだってそういないからな！」

　白い歯がキラキラと眩まぶしいが、言ってる言葉は沸わいていた。

「……変態」

　思わずそんな言葉が口をつく。偉丈夫は顔色を変えた。

「変態だと？　このオレの可憐に傾倒する様を見てよりにもよって変態とはな！　許せん！　そればっかりは許せない！　その言葉だけで、きみを串くし刺ざしにしてやるに十分だ！」

「うるさい。変態。変態変態」

　調子にのって、カリンは言い放つ。臆おく病びようなくせに、割と調子に乗りやすい性格でもある。それでいっつも面倒ごとを引き起こすのだが、あまり本人はそれに気づいていない。

「オレは変態じゃない！　人より愛情が多いだけだ！」

「お前みたいな変態は、道の真ん中を歩くべきじゃない。というか家から出るな。みんなが迷惑する。なによりぼくが不愉快だ」

　次々と、カリンは辛らつな言葉を吐いた。

「んな……、な……」

　大男の顔の赤みが激しさを増していく。カリンが腰に下げた杖つえを指差すと、大声で怒鳴った。

「よろしい！　なんならそいつで、オレがただの変態かどうか証明するがいい！」

　カリンの身体からだがびくっ！　と震えた。

　ああこれは……、決闘の申し込みじゃないか！

　田舎にいたころに、何度か近所の貴族の子弟たちと杖つえを交えたことはあったが……、こんなに強そうな騎士なんか相手にしたことはない。

　しまった、変態だと思って油断した。ついつい調子に乗って、言葉を重ねてしまったようだ。あわあわとしていると、偉丈夫は言葉を続けた。

「明日の二時に、セント・クリスト寺院の裏に来い。逃げても無駄だからな！　王都中に友達がいるんだ。すぐにきみを見つけ出してみせるからな！」

　怒りで肩を震わせながら、大男は去っていく。

　しまった……、と泣きそうになったが後の祭り。だが、とにかく勇気を見せたのだから、と己を慰める。がんばって胸を張って歩き出す。

　通行人たちは、そんなカリンの内心は露知らず、なんて肝きもの太い子供だと感心するのだった。



　カリンは再びフォッソワイヤール街を捜しはじめた。

　三十分ほど歩き回ってみたが、フォッソワイヤール街は見つからない。途端に心細くなってくる。これはもう誰だれかに道を聞こうと思い、カリンは目ぼしい人物を探した。

　そこは寺院に挟まれたちょっとした広場だった。近くの居酒屋がテーブルを持ち出して、その広場で営業していた。青空の下で飲む酒は格別らしく、かなり流は行やっている。

　ここなら、と思って近づくと、随分と気取った声が聞こえてきた。

「きみのために歌を歌ってあげようじゃないか」

「まあ！　ナルシス！　すばらしいわ！」

　そちらを向くと、一人の若い貴族が椅い子すに腰掛け、周りに女性をはべらせていた。しかし、どうにも頭が痛くなる格好だった。着込んだシャツは、派手というよりありえない。光を反射してキラキラと光るように、ラメが編み込まれた紫色のシャツだった。

　そのシャツを着た男の顔も、これまた派手というより何かを誤解していた。切れ長の目に、鋭く尖とがった鼻、そしてほっそりとした頬ほお。

　美青年といっていい顔立ちだったが、まるで役者のように化粧が施されている。

　周りを取り囲む女たちは、そんな男のどこがいいのか、きゃあきゃあと口々にわめいている。

「さてと。空に星が輝くように、地にはきみたちの星光る。その星は瞳ひとみ。吸い込まれそうなバラのつぼみ。バラ色のほっぺ。バラのような唇……」

　全部バラじゃないか。顔はともかく、なんとボキャブラリーの少ない男だろう。カリンはそんな感想を抱き、思わずぽろりと吐き出すように言ってしまう。

「ひどい歌」

　その声に目ざとく反応したのか、男はこちらを向いた。

　男はカリンの美び貌ぼうに目を丸くしたが、その服装に気づき、再び眼光鋭くなる。どうやら一瞬、カリンを美少女だと思ったようだが、格好で男と判断したのだろう。なんともわかりやすい男だった。

「ひどい歌、と聞こえたような気がするが。今、そう言ったのはきみかね？」

　そう言うと、しゅたっ！　と足を組んだ。

　しまった、とカリンは青くなった。またいらぬ喧けん嘩かを売りそうな雰囲気じゃないか。でも、こんなナヨナヨした男に、怖おじ気けづいたところは見せられない。精一杯の虚勢を張って、カリンは言った。

「ああ。ぼくだ」

　ふん、と、ナルシスと呼ばれていた男は鼻を鳴らした。こいつめ、よくも悪口を言ってくれたな。でも、ご婦人方の目があるから、せいぜい気の利いたからかいで返そう、とナルシスは考えた。そこでカリンの着ているものに気づき、笑い声をあげた。

「見たまえ、あの格好を！　どこでそろえたのかは知らんが、随分と時代遅れだ！　今どきあんな格好は、ガリアの片田舎でだってお目にはかかれまいよ！」

　それでも、女たちは笑わない。とんでもない美少年に見えるカリンを、うっとりとして見つめている。ナルシスは女たちのそんな微妙な変化に気づいたらしい。

　怒りで頬ほおをピクピクと動かすと、

「確かに美しい少年だ。あれで女性だったら、王さまも我が側室に、なんて言いだすだろうよ。でも、残念ながら彼は男で、悲しいことに一番にはなれない。なにせ、王都にはこのボク！　ナルシスさまがいるんだからね！」

　そして派手に身体からだを動かすと、様々なポーズをとり始めた。顎あごに手を置いてみたり、おもむろに水差しの花を取り上げ、くわえてみたり。しかし、ミーハーな女たちは少女に夢中。近づいて、ジロジロと眺めたりする始末。

「かわいいぼうやねえ！　ねえ、この頬、びっくりするぐらいに綺き麗れいだけど、何か塗ぬってるの？」

「どこからやってきたの？　あなたみたいな美少年が生まれた土地ってどこかしら！」

　するとカリンは、女たちを冷たい目で見み据すえ、

「あなたたちには関係のないことだ」

　そんな様子を見て、ナルシスの中で、何かがぷちん、と切れたらしい。とにかく容姿には自信があったようだから無理もない。とうとうカリンを指差し、

「なあボクのお花さんたち。あの少年と、ボクと、どっちが美しい？　なぁに、答えは決まってるがね」

　すると、女たちは困ったように顔を見合わせた。正直に言って、ナルシスを傷つけるのは悪いと思ったのだろう。ここの誰だれもが、カリンの男装と薄い胸で、この幼い貴族が“〝女”〟だとは気づいていない。

　そこでカリンは、再び口を開いた。とにかく、無駄な喧嘩は避けたい。

「どちらが美しかろうが、そんなの騎士としての実力には関係ないだろう。見たところ、きみは十分に美しいのだから、誰だれかと張り合う必要なんかないじゃないか」

　そうだわそうだわあなた若いのにいいこと言うわねえ、と女たちは騒いだ。

「キ、キミタチ……、いい加減にしたまえよ……」

　と、震えるナルシスを見て、カリンは少し面白くなってしまった。そうすると、ちょっと相手をからかいたくなってしまう。

「いいシャツだな」

「は？」

　ナルシスは、いきなりのカリンのセリフに戸惑った表情になった。

「いや、きみのシャツだ。どこで仕立てたら、そんなギンギラのシャツができるんだ。きみはそんなものを着て、どうするつもりなんだ。あれか？　芝居にでも出る気か？　道化役でも、そんなシャツは着ないだろうに」

　自慢のシャツをけなされ、ナルシスの顔が赤黒くゆがんでいく。こぶしを握り締め、ふお、ふぉおおお……、と息を小刻みにし始めた。

「き、きき、ききき、きみはボクをバカにしてるのかね？」

　その様子がおかしく、さらにからかいの言葉が口をついた。

「まさか！　そんなに暇じゃない。というかきみに興味がないからバカにしようもない。とにかく、そのシャツはあんまりだ、と思っただけだ」

　女たちは笑い転げた。

「確かにナルシス、そのシャツはあんまりよ！」

「太陽もはだしで逃げ出すシャインだわ！」

　自慢のシャツを笑いものにされ、ナルシスのこめかみが激しくピクリだす。やばい。また調子に乗りすぎた。カリンは、こっそりと歩き出そうとした。

「……では。失礼する」

「待ちたまえ」

「なんだ？」

「このシャツ、気に入っていたんだよ」

「大事にしたまえ。では」

「待ちたまえ」

「まだ、何か……」

「ボクのシャツの名誉を回復する機会を与えてくれんかね？　なに、さほど手間は取らせない」

　また決闘だ。やっちゃった。うわあ、とカリーヌは心の中で頭を抱えた。

「明日の二時、セント・クリスト寺院の裏だ。よいか？　おっと、逃げ出そうなんて考えないほうがいいぜ。この街には友達がいっぱいいるんだ」

　遠慮する、と言おうとしたが、騎士になるにはなにより勇気が大事、と言い含められて家を出てきたカリーヌである。苦しそうな顔で、頷うなずいた。

　どうしよう。

　王都に到着して早々、もう二つも決闘を抱えてしまった。怖い。死にそうなほど怖い。どんよりとしながら、カリンは歩き出した。



　方々で道を尋ね、なんとか苦労してフォッソワイヤール街にたどり着くころには、すでに夕方だった。

　夕日に浮かぶフォッソワイヤール街はレンガ造りのアパルトメンが並ぶ、古い住宅街だった。茶色のレンガと、白い漆しつ喰くいで造られたアパルトメンは、どれも色あせてはいたが、落ち着いた趣味のいい感じを漂わせている。道行く人は、身なり卑しからぬ貴族ばかり。

　わあ、さすが街の貴族は洗練されているわー、と感心していると、目の前にきらびやかな一隊が現れた。

　純白のサーコートに、赤く聖具が描かれた騎士隊。よく見ると、騎乗しているのは馬ではなく、白い毛並みが鮮やかなユニコーン一角獣だった。

　カリンは思わず、感嘆のため息を漏らした。まるで絵画から抜け出してきたような騎士隊は、一分の乱れもなく、しずしずと近づいてきて、カリンの横を通り過ぎていく。引き締まった精せい悍かんな顔立ちで、まっすぐに前を見つめ、微動だにしない。

　いずれもが、一いつ騎き当とう千せんを窺うかがわせるような、張り詰めた空気を纏まとっている。彼ら一人で、一個中隊ぐらいの兵隊は相手にできるだろう。

　カリンは彼らを、熱のこもった目で見つめる。

「……魔法衛え士じ隊たい」

　小さな声で、呟つぶやいた。

　彼らこそが、憧あこがれの魔法衛士隊に違いない。トリステイン王国の誇る近衛騎士隊。国中の貴族の憧れの的。魔法衛士隊はいくつかの隊に別れ、その名のついた幻獣に騎乗するという。

　つまり、彼らはユニコーン隊……。

　ああ、とカリンはうめきをもらした。

　自分があのサーコートを着て、純白のユニコーンに跨またがった姿を想像したら、もう居ても立ってもいられなくなったらしい。

「魔法衛士隊ユニコーン隊！　魔法衛士隊ユニコーン隊！　魔法衛士隊ユニコーン隊！」

　そう叫びながら、ドラギニャン氏の住居を捜し始めた。

　自分をあんな素晴らしい騎士隊に紹介してくれる予定のドラギニャン殿は、いったいどれだけ古式ゆかしい、優れた貴族なのだろうかと期待に胸を震わせながら、カリンは一軒一軒、住居を確かめていく。

　だが……。

　目指す三番地を見つけたのだが、そこは一軒のリストランテがあるばかり。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと、カリンはそのリストランテを見つめた。

　間違えたのだろうか？

　いや、そんなわけはない。きちんとここが、フォッソワイヤール街の三番地だ。扉を開くと、愛想のいい召使の少年が飛んでくる。

「いらっしゃいませ。え、えーと……」

　おそらくお嬢様か、それとも、若わか旦だん那なか。なんと声をかけてよいのか迷っている様子。カリンは、涼しい顔で言った。

「男だ。女の子によく間違えられるがな。ところで、ここはドラギニャン氏のお屋敷ではないのか？」

　すると、少年は怪け訝げんな顔。

「ここは、わたくしどもの、『そよ風』亭ですが……」

　そんな様子に、店主らしき恰かつ幅ぷくのいい男が寄ってくる。

「どうなさいました？」

「お客さまが、ここはドラギニャン氏のお屋敷ではないか、とお尋ねになるのですが」

　すると店主は、なるほどと頷うなずいた。

「ドラギニャンさまが、このお屋敷を手放されたのは、はぁ、十年以上も前になりますかな……。それをこう引き取らさせていただいて、こうしてリストランテを営んでいるしだいでございます」

「では、ドラギニャン様は、いずこに……」

　店主は首を振った。

「さて……、田舎に帰られたか、それとも……。まぁ、相当なお年を召されておりましたからなあ」

　店を出たカリンは、呆然と立ちすくんだ。美しいカリンの顔が、徐々に曇くもっていく。

　不安で胸がいっぱいになってしまい、カリンは思わず膝ひざをつきそうになった。

　ついた早々、決闘を二つも抱えてしまった。

　その上、唯一の頼みの綱である、ドラギニャン殿にも会えなかった。

　絶望である。

　しばらくそうやって、がっくりとうなだれていたが……。カリンはこぶしをぐっ！　と握り締めた。

「負けちゃだめ負けちゃだめ負けちゃだめ負けちゃだめ負けちゃだめ……」

　と、ぶつぶつと呟つぶやく。

　だがもう、自分に言い聞かすだけでは足りない。

　あれを使うしかない。

　あの“〝魔法”〟だ。

　それはカリンの、とっておきの魔法だった。原理はわからないが、それを使うと“〝勇気”〟が出るのだ。

　カリンは左の人差し指で、手のひらに“〝勇気”〟と書いてぺろんと舐なめた。

　そうすると、胸が熱くなり……、腹の底から“〝勇気”〟が湧わいてくる。以前……、助けてもらった騎士に教えてもらった“〝勇気が出る呪じゆ文もん”〟だった。

　田舎にいたころは、幾度となくこの呪文にお世話になったものだ。決闘の前などには、必ず唱えた。そうすると恐怖は消え、無敵感に包まれるのだ。

　名も知らない仮面の騎士様……、この呪文さえあれば、わたしは大丈夫です！

　確かに状況は絶望的。

　でも、“〝騎士になる”〟

　この夢、絶対に諦あきらめるものか。

　とにかく勇気だ！　勇気！　とカリンはまるで呪文のようにその言葉を繰り返しながら、歩き出した。



    

  
    
      


第二章　サンドリオン





　さて、カリンがドラギニャン殿の屋敷を捜しているころ……。

　モンシャラン街の一角、魔法衛え士じ隊たい隊長ジェーヴル氏のお屋敷、その執務室では、一人の女性が机に肘ひじをつき、眉み間けんに皺しわを寄せて悩んでいた。

　年のころは二十二、三だろうか。長い、見事な黒髪に、青い瞳ひとみ。大きなメガネをかけたその顔立ちは美人と言ってよい。だが、まるで尖とがったナイフのような厳しい雰囲気をあたりにばら撒まいている。

　魔法衛士隊隊長代理、ヴィヴィアン・ジェーヴルであった。

　彼女はいらだたしげにテーブルの上をとんとんと指で叩たたいていた。よほど、イラつくことがあるのだろう。そのうちに、扉が開いて召使が顔を見せた。

「サンドリオン殿がお見えになりました」

「すぐに通せ」

　その雰囲気にふさわしい、聞くものに親しみを感じさせない声でヴィヴィアンは言った。召使は頷うなずくと、扉の外にいた男を部屋へと案内する。

　現れたのは、妙な男だった。顔立ちは若そうに見えるが、灰色に近い銀髪と、物もの憂うげな目にはめ込まれたモノクルが、年齢不詳の怪しい雰囲気を漂わせていた。

　ただ、驚くほどに整った顔立ちが、その怪しさを打ち消して男に危うい魅力を与えている。女性なら、ほう、とため息をついて見とれてしまうような……。

　だが、なんだか苦痛に耐えるような厳しい顔つきをしていたので、そんな魅力はどこかに消えてしまっていた。

　ヴィヴィアンは男を冷たい目でにらんだ。

「さて……、またやってくれたな。サンドリオン」

　サンドリオンと呼ばれた男は、視線をずらすと、気まずそうに口をへの字に結んだ。

「父が病気で不在の今……、面倒ごとは起こすな、と何度口をすっぱくして言えばわかるのだ？」

「さて……、なんのことやら。わたくしにはさっぱり」

　冷や汗をたらしながら、サンドリオンは答えた。どうやら嘘うそをつくのが下へ手たらしい。

「昨晩、チクトンネ街の『洞どう窟くつの松明たいまつ』亭で、ゲルマニア人の騎士たちと、一戦やらかしたのは誰だれなんだ？」

「なんのことでしょう？　昨晩は『洞窟の松明』亭などには、近寄ってもおりません。わたくしたちは、バッカスの家で仲良くカードをやっていたんです」

　そう言いながらも、ますますサンドリオンの顔が青くなった。

「嘘をつくな。証拠はあがってる。まず、カードをやっていたのはお前と例のバカ二人と、そしてゲルマニア人たちだ。場所はバッカスの家じゃなく、『洞窟の松明』亭だ。初めは普通にやっていたそうだが、そのうちに負けが込んできたお前たちは、ゲルマニア人たちに負けの払いを渋った。怒ったゲルマニア人たちに、お前たちは杖つえを抜いた」

　ヴィヴィアンは、額ひたいに青筋を立てて言った。

「『洞窟の松明』亭を、めちゃくちゃにしたそうじゃないか。どうするんだ？　これは？」

　ぴらっと、一枚の紙をサンドリオンに突きつける。

「これは？」

「店から来た修理代の請求書だ」

　そこでサンドリオンは、慌てて叫ぶように言った。

「ご、誤解です！　まずですね、わたくしたちは普通に負けたんじゃありません！　あのゲルマニア人たちはいかさまをやってたんです！　まったく、卑ひ怯きようなやつらです！」

「ほう。で？」

「そのことを指摘したら、杖を抜いたんで、しかたなしに応戦したんです。だいたい、わたくしはドンパチは嫌いなんです。こちらから手を出すわけがない」

「しかたなし、にしてはかなりやりすぎたようだが。再起不能が二人。重軽傷が合わせて五人。大使から厳重に抗議を受けたぞ」

「こっちも怪け我がをしました」

「ほう。誰がだ？」

「わたくしです」

　そう言うと、サンドリオンは胴着をはだけた。そこには、包帯が巻かれていた。すると、ヴィヴィアンは青ざめた顔になった。

「なんだと？　よく見せてみろ」

　はい、とサンドリオンは己の傷をヴィヴィアンに見せた。なるほど、そこはうっすらと血が滲にじんでいる。

「かなりの深手だな。だいじょうぶか？」

「はい。魔法の矢で思い切りえぐられました。わたくしほどの水魔法の使い手でなければ、血を流しすぎて死んでいたところで」

「立っていられるのか？」

「寝ていたいところですが、ヴィヴィアン殿のお召しということでしたので……」

　そう言うと、ヴィヴィアンは唇を噛かんで、サンドリオンの手を握った。

「まったく……、あまり心配をかけてくれるな……。お前に万が一のことがあったら、わたしはどうすればいいのだ？　頼りになる騎士も、この魔法衛え士じ隊たいには残っておらぬ。お前がもう少ししっかりしてくれれば……」

　むんとするような色気が、サンドリオンの鼻をついた。ともすれば、迷ってしまいそうな色香だ。いつもは厳しい顔のヴィヴィアンの突然の変化に、サンドリオンは戸惑った。

　ヴィヴィアンは、サンドリオンを熱っぽい目で見上げた。

　そして、目をつむり、唇を近づけてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　サンドリオンは慌てた。

「ちょ……、あの！　ヴィヴィアン殿！　このサンドリオン、女性には決して心許さずと誓ちかいを立てた身でして！」

　それでも、ヴィヴィアンの色気には抗しがたい。思わず目をつむった、そのとき……。

　腹部に激痛が走った。

「ぎゃあああああッ！」

　思い切り傷口をつねり上げられ、サンドリオンは悲鳴をあげた。

「な、なにするんですか……」

「嘘うそだ。間抜けが。そんな風だからいかさまなんぞに引っかかるのだ」

　澄ました顔でヴィヴィアンは再び椅い子すに腰掛けると、首を振る。

「話はわかった。だが、めちゃくちゃになった店はなんとする」

　サンドリオンは脂汗を流し、痛む腹をさすりながら、苦痛にゆがんだ声で言った。

「それは自業自得ともうすもので」

「というと？」

「あの店は、ゲルマニア人のいかさまに協力してたんです。テーブルに魔法をかけて、こちらの手がわかるようになっていた」

「随分とうっかりしているな。貴様らは」

「したがって、そんな請求書などは無視してください。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはまさにこのこと」

「ではなぜ、初めに嘘をついた？」

　もっともな突っ込みに、サンドリオンはたらりと冷や汗を流した。

「お、怒られるのがイヤだったので……」

「正直でいいな」

　にっこりと、ヴィヴィアンは笑うと、こいこいと手招きをした。しかし、サンドリオンは泣きそうな顔で首を振る。

「け、結構です」

「どうした？　褒ほう美びをやろうというのだ。この魔法衛え士じ隊たい隊長代理、ヴィヴィアン・ジェーヴルが、晴れて褒美をとらそうというのだ。ちこうよらんか」

「イヤです」

　首を振ってそう言うと、ヴィヴィアンは命令口調になった。

「こい」

　所しよ詮せんはしがない宮仕え。命令には逆らえず、サンドリオンはヴィヴィアンのそばへと近づいた。首根っこをぐいっと捕まえられ、散々に傷口を指でこねくり回された。

「いぎぃいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

「なあサンドリオン。わたし、言ったじゃないか。我が魔法衛士隊は、こういうときで大変だから、自重しろと。なあ？　言ったじゃないか？」

「いだいッ！　お願いですッ！　やめてくださいッ！」

「それなのに、お前とあのバカ二人ときたら……。ほんとにもう、バカを飼うのは大変だ。そう思うだろ？　なあ？　わたしの可愛かわいい部下。大事な家来。だろう？」

「その通りですッ！　ヴィヴィアン殿の言うとおりでありますッ！」

「わかればいいんだ。とにかくお前たちは三ヶ月の減棒だ。あの仲良しの二人にも言っておけ」



　散々お灸きゆうをすえられたサンドリオンは、痛む腹をさすりながら屋敷を出た。

　ぐったりと、今にも死にそうな表情である。

「怪け我が人にんを殺す気か！　ったく、せっかく閉じた傷口が……」

　泣きそうな顔で、サンドリオンは得意の水魔法を唱えた。

“〝癒しヒーリング”〟で、傷口はなんとかふさがった。だが完全には治ち癒ゆしない。この世界、魔法を使えるものは貴族メイジと呼ばれ、人々との畏い怖ふと尊敬をかちえていたが、それほど魔法は便利なわけではない。

「くそ……。あの冷血女め……。いつか泣かしてやる」

　そうは言っても、あのヴィヴィアンが泣くところなど想像できなかった。

「ああ、減棒なんて……、ただでさえ生活苦しいのに！」

　今現在、様々な理由が重なって、魔法衛え士じ隊たい隊員の俸ほう給きゆうは厳しいものになっている。それなのに三ヶ月の減棒だって？　冗談じゃない！

　もう、なんだか気分は最低である。

「さて……、どうするか……」

　このまま帰って寝る気にもならないので、サンドリオンは飲みに行くことにした。



　サンドリオンがやってきたのは、この王都トリスタニアの繁華街、チクトンネ街にある『銀の酒さか樽だる』亭だった。名前とは裏腹の安酒場である。無口な親父おやじと、陽気な娘の二人でやっている、気のおけない店だった。サンドリオンは、金がないときはいつもこの店で飲むのだった。ツケがきくからである。

　この日も、羽扉を押して中に入ると、看板娘のターニャが歓迎してくれた。

「おや！　サンドリオンじゃないの！　いらっしゃい！」

　年のころは十六ほど。愛らしい笑顔と、短い栗くり色いろの髪がまぶしい健康そうな娘だった。愛あい嬌きようのある顔だちをしているので、この娘目当てで通う客も多かった。

　サンドリオンは、カウンターの一番奥の、いつもの定位置に腰掛けると、ワインを注文した。

「タルブの古いのをくれ」

「いつものね」

　ターニャはそう言うと、そっとサンドリオンの耳に口を寄せた。

「ツケがたまってるんだけど」

　がっくりと、サンドリオンは肩を落とした。好きな酒も満足に飲めないなんて、これ以上悲しいことがあるだろうか。とにかく減棒まで食らってしまったのだから、高い酒はしばらくご無ぶ沙さ汰ただ。

「……じゃあ、安いのでいいよ」

「それにしたって、ツケなんでしょ？」

　じろりと、ターニャはサンドリオンを見つめた。

「ま、まあね」

「いいわ。特別にツケにしといてあげる。その代わり……」

「なんだ？」

「今度、お芝居に連れていってくれない？」

　キラキラと目を輝かせて、ターニャが言った。サンドリオンは、ちらっとターニャを見つめたが、首を振る。

「友達と行けよ」

「まあ！　なによ！　せっかく誘ってあげてるのに！」

「忙しいんだ」

「嘘うそばっかり！　いっつもお酒飲んでるくせに！」

　ターニャは頬ほおを膨らませたが、そのうちに好奇心いっぱいの顔になって、サンドリオンに尋ねた。

「ねえサンドリオン。あなた、どうして女の人と付き合わないの？　あなたのお友達のナルシスなんか、いっつも違う女の子連れてるじゃないの」

「おれは女に興味ないんだ。いいから酒を持ってこい」

「もったいないなあ。あなた、結構いい線いってるのに」

「そうかい？」

「うん。なんていうのかな、陰があるっていうの？　そういうのに惹ひかれる女の子って多いのよ」

　そうかい、陰があるのかい、とサンドリオンは苦笑した。だけど、その“〝陰”〟の正体を知ったら、彼女たちは幻滅するんだろうな……。

　自分が“〝女嫌い”〟になったわけは、とある事件が理由だった。

　ほんとに女が嫌いなわけじゃない。

　ただ、あの事件以来、本気になれない。

　いや、自分に誰だれかを好きになる資格なんてないのだ。

　だからサンドリオンは、女の話になると、いつも黙りこくる。だけど皮肉なもので、そうしていると、ターニャのようにそこに惹かれて寄ってくる女がいる。

　そんなときサンドリオンは、『女嫌いだ』ということにしていた。

　ターニャはしばらくサンドリオンの気を惹こうとして、なんやかやと話しかけてきたが、そのうちに諦あきらめたらしい。

　注文の通り、安酒とつまみを持って、サンドリオンの前に置いた。

　その安酒をちびちびとやりながら、サンドリオンは己の境遇を嘆なげいた。魔法衛え士じ隊たいに潜もぐり込んだはいいものの、毎日毎日、酒を食らっては賭かけ事や決闘にうつつを抜かす日々……。

　それなりに楽しいのだが、何かが磨すり減っていくような感覚はぬぐえない。

　昔のおれはこうじゃなかった。もっと溌はつ剌らつとしていて、将来は希望に満ちていた。

　そりゃそうさ。おれは、世界で一番幸せな男だったんだからな。

　人が羨うらやむような家に生まれ、最愛の女性を手に入れ……。

　それが、どうして今はこんなところで安酒を食らってるんだろう？

　決まっている。自分のせいだ。

　おれが女を好きになれなくなった理由。

　そして、家を出ることになった理由……。

　あのとき、この手が……、あの“〝呪じゆ文もん”〟さえ唱えなかったら。自分の人生は、輝いていたに違いない。ほんの些さ細さいな手元の狂いが……、おれからすべてを奪った。

　おれがやった。

　この手が……。

“〝許してくれ”〟

　思わずそう呟つぶやき、ぐいっと安酒をあおった。熱い液体が、喉のどの奥を伝わり、胃の底でぽっと火が点ともったようになる。そうしているときだけ、サンドリオンは昔の痛みを忘れることができた。

「ほんと、おれの人生は“〝灰かぶりサンドリオン”〟だな……」

　グラスの中の赤黒い液体を見つめ、サンドリオンは呟いた。自分はまだわずか十九歳。それなのに、もう、うらぶれた人生にどっぷりと浸ってしまっていた。

　自分の人生には、この髪の色と同じような灰色の雲がかかっている。サンドリオンは、幼いころによく見た“〝聖女”〟の絵を思い出した。

　慈愛と厳しさ、その両方を兼ね備えた美しく聖なる乙女が描かれた宗教画を、少年のころのサンドリオンは飽きることなくいつまでも眺めていたものだった。

　画の中の聖女は、両手を差し伸べ、水の底から弱者を救い出していた。あれほどに美しい女性が世の中にはいるのだろうか？

　もし、あんな聖女に出会うことができたならば……、人生にかかった灰色の雲も晴れるような気がした。

「でも、それでおれの罪が消えるわけじゃない」

　独りごちて、グラスを傾ける。“〝聖女”〟なんていやしない。いたとしても、自分の罪が消えるわけはない。未来永えい劫ごう、自分はこの罪を背負って生きていくのだ。

　だが……、神がそんなサンドリオンを哀れんで、わずかに願いを聞き届けてくれたのだろうか……。

　扉が開いて、若い貴族が姿を見せたのだった。



　その貴族を一目見たとき、サンドリオンは、う、と息を呑のんだ。そして、稲いな妻ずまに打たれたように、動どう悸きが跳ね上がる。

　まるでかつて見た絵画の聖女のような、凛り々りしくも美しい顔が、そこにあった。

　年のころは、十四、五だろうか。長い桃色がかったブロンドの下、切れ長の目があった。中にはとび色の瞳ひとみが、透き通る宝石のようにきらきらと輝いている。かたちのいい、高くもなく低くもない鼻。軽くへの字のかたちをした小さな口。すべてが、神が造ったような完かん璧ぺきな輪郭の中に、これ以上ないシンメトリーを守って並んでいた。

　なんだ？　とんでもない美少女じゃないか……。あんなのこの街にいたんだ……。その貴族のさすがの美び貌ぼうに、サンドリオンだけでなく店内の視線が釘くぎ付づけになった。

　だが……、やはり神はサンドリオンに微笑ほほえまなかったようだ。

「え？　男？」

　一人の客が、そう呟つぶやき、サンドリオンも我に返る。

　そう。その貴族は、男が着る騎士衣装に身を包んでいる。腰には無骨な拵こしらえの軍ぐん杖じようが下がっていた。女だったら誰だれもがいやがるだろう、やぼったい時代遅れのシロモノだった。

　その上、胸は見事なぐらいにぺったらであった。身体からだつきは華きや奢しやで、確かに少女のようにも見えたが……、仮にも女なら幼いなりに少しはふくらみがあろうというもの。

“〝少年”〟だった。

　なんだ男か……、と店内からがっかりした呟きが漏れ、サンドリオンは深くため息をついた。そうだ。神さまが自分の願いなんか聞き届けてくれるわけはないのだ。

　そこまで思い、サンドリオンは苦笑した。

　おいおいサンドリオン、もしあれが美少年ではなく美少女だったとして……、自分になんの関係があるというんだ？

　たまたま店に居合わせた客、それだけじゃないか。おれの灰をはらってくれる聖女の降臨だなんて、まったく馬ば鹿かげた妄想だ。

　その“〝少年”〟こそは、絶望の中、とりあえずすきっ腹を満たしにやってきた男装の少女カリーヌ・デジレことカリンだったが、神ならぬサンドリオンに、そんなことがわかろうはずもない。

　カリンは、ゆっくりと店内を見渡した。席を選んでいるらしい。どうやら奥のほうが好みらしく、サンドリオンの二つ隣の席になんのためらいもなくまっすぐにやってきて、そこに腰を下ろした。

　夢見るような表情のターニャが近寄り、

「まあ、まあ、まあ。お美しいお方！　な、何を注文なさいますの？」

　すでに声が震えている。カリンは、高い、落ち着いた声で、

「牛乳と何かうまいものをくれ」と、言った。讃美歌隊の少年のような、美しい響きが伴っている。サンドリオンは呆ほうけたようにカリンを見つめた。

　世の中は広い。

　こんな美少年をつくり出すなんて、世界ってすごいんだな、とサンドリオンは素直に感心してしまった。

　はてさて、このような美しさは誰だれしも気になるもの。そして、茶々を入れたがる人間というのも、それと同じぐらいいるらしい。

　スキップでも踊りかねない調子でターニャが牛乳を運んできて、少年の前に置いたとき、一人の酔客が大声でわめいた。

「おいボウズ！　ここは酒場だぜ。ミルクが飲みたきゃ、帰ってママのおっぱいでも飲むんだな！」

　サンドリオンは蒼そう白はくになった。こんなベタなセリフは、芝居の中でだって聞いたことはない。というか聞いているこっちが顔から火が出そうだ。

　店内の、あちゃあ、という空気の中、カリンはゆっくりと立ち上がった。わずかに青い顔色だった。どうやら今の言葉でかなり気分を害したことが、その雰囲気から感じ取れる。このカリン、美しさだけでなく存在感も相当なものだった。

　店内の視線が一斉に集まる中、カリンは言い放った。

「今、言ったのはお前か？」

　なんでもない口調だったが、その響きには並々ならぬ怒りがこもっていた。

　さきほど己にかけた“〝勇気の魔法”〟の効力に支えられたカリンは、無敵感でいっぱいである。何も怖くない。

　からかいのセリフを発した酔客は、どうにも空気のよめない性質らしく、さらに野次を飛ばしてのけた。

「ああ。おいらだよ貴族のおぼっちゃん。お前さんなあ、頼むから飲む場所は選んでくれねえかい。お前さんみたいな別べつ嬪ぴんに、隣でミルクを飲まれた日にゃ、せっかくの酔いも冷めちまうってもんだよ。それとも、おいらに酌しやくでもしてくれるかい？　腰でも振りながらよ！」

「男だぜ」

　と誰かが言ったが、酔客はますます調子に乗った。

「かまわねえよ。あんぐれえ綺き麗れいだったら、男も女も関係ねえよ。さあ、坊ちゃん、なんならおじさんの……」

　そこまで酔客が言ったとき、カリンは再び口を開いた。

「それ以上言ったら殺す」

　淡々と事実だけを告げるような声だった。店内は水をうったように静まり返る。酔客は、はは、と力ない笑みを浮かべた。

「じょ、冗談じゃねえか。いいか、世の中には坊ちゃんの知らない素敵な世界があってな、おじさんがそれを……」

「それ以上言ったら殺す」

　きっぱりと、なんの気負いもなくカリンは言った。

　酔客の額ひたいに青筋が浮いた。気恥ずかしさが怒りに変わったのだろう。

「誰だれが誰を殺すって？」

「ぼくが、お前をだ」

「ふざけるないッ！　誰が殺されるってぇ!?」

　男は素早く腰から拳けん銃じゆうを抜いた。どうやら傭よう兵へい崩れだったようだ。

　それをカリンに突きつけ、撃鉄を起こす。店内に悲鳴が響き渡った。

「おいおい坊ちゃん、場所は選べって言ったじゃねえか。田舎もんのおめえさんにはわかるめえが、この辺りはあんまり行儀がよくないところでね。まともな貴族は近寄らねえのさ。おめえさん一人殺したって、お上にゃバレねえよ」

　それでもカリンの顔色は変わらない。まるで棒切れでも眺めるような目で、拳銃を見つめている。肝きもが太い、というよりは無謀だった。

「死にたくなかったら、杖つえをこっちに投げな。ゆっくりとだ。おっと、呪じゆ文もんを唱えようとしやがったら、遠慮なくぶっ放すぜ。妙な気を起こすなよ。この距離だったら、どれだけお前さんが早口で詠唱をしようが、火薬と鉛玉のほうがはええ」

　サンドリオンはつばを飲み込んだ。魔法衛え士じ隊たいの制服を着るようになってはや数年、戦場や決闘、数々の修羅場をくぐってきたサンドリオンである。男の言うことがまったく正しいことが理解できた。

　しかし、カリンは首を振った。

「断る」

「なんだと？」

　そして、腰の軍ぐん杖じように手をかける。

「この杖を捨てたら、ぼくはぼくでなくなる。だから断る」

「死にてえのか！」

「それも断る」

「言っただろうが！　銃のほうがはええんだよ！」

　すると、“〝少年”〟はきっぱりと、正々堂々とした口調で言った。

「お前の弾など当たらぬ」

「この距離で外すわけがねえだろうが！　おりゃあこれでも傭兵だ！　飯の数より、ぶっ放した弾の数のほうが多いんだぜ！」

「絶対に当たらぬ」

「お前さん、バカか！」

「ぼくには夢がある。その夢をかなえるまでは、ぼくは絶対に死なない。なにがあってもだ。だからお前の弾など当たらんのだ。とにかく心をこめて撃つんだな。何発撃ったのかは知らんが、その弾が、お前の人生最後の弾だ」

　サンドリオンは呆あきれた。なんとめちゃくちゃな理屈だろうか！　でも、この少年が言うと、妙な説得力があった。

　店内の緊張が最大限に達したとき……。

　男が折れた。

「ったくよ！　バカの相手はしてらんねえや！」

　銃を放ほうり出すと、ほうほうの体ていで逃げ出していったのである。店内の緊張が、それで解けた。カリンは何事もなかったかのように席に座ると、再び牛乳を飲み始めた。店内の客たちは、感心しきった顔でカリンを眺めた。ターニャなどはもう、神さまでも見るような目でカリンを見つめている。

　サンドリオンは落ちた銃を拾うと、カリンの前に置いた。

「おいきみ。戦利品だぜ」

　カリンはちらっとサンドリオンを見やったが、すぐに興味を失ったらしく、視線をずらす。無視される格好になったサンドリオンは、ちょっとむっとした。

「どうやら騎士修行のようだが、さっきみたいなのは感心しないぜ。戦意を失ってくれたからいいようなもの、あの男の言ってることは正しかった。この距離じゃ銃のほうが早い」

　年長の貴族として、忠告をするつもりでサンドリオンは言った。

「弾は入っていない」

　こいつ……、とサンドリオンは畏い怖ふを込めた目でカリンを見つめた。咄とつ嗟さにそこまで判断しやがったのか。おれより四つか五つは下に見えるのに、なんて観察力だ。

「すごいな……」

　思わずそう呟つぶやき、拳けん銃じゆうを手に取り、確かめてみた。撃鉄はあがっているが……、火ひ蓋ぶたは閉じられていて、薬室までは見えない。銃口から見えたというのか？　まさか。いったいどこで判断しやがったんだ。

　どうにもわからない。

「たいしたもんだな」

　サンドリオンは何気なく壁に向けて、引き金を引いた。

　ドゴンッ！

　途端に激しい銃声が響き、サンドリオンは跳び上がった。店内はパニックになった。

　もうもう煙が立ち込め、サンドリオンは激しくむせた。壁を見ると、大きな穴が開いている……。

「……入ってるじゃないか。弾」

　呆れて突っ込むと、カリンはそれがどうした、と言わんばかりの顔でサンドリオンを見つめた。

「誰だれにでも間違いはある」

「あてずっぽうで言うな。あのなあ……、一歩間違えばきみは死んでたんだぞ」

「言っただろ。ぼくには絶対に弾は当たらない」

　そう言って、カリンはくいっと牛乳を飲み干した。

「きみなあ、見たところ騎士修行のようだが。そんなんじゃ、命がいくらあっても足りないぞ。勇気と無謀を履き違えると、寿命を縮めることになるぜ」

　カリンは陶器のグラスをカウンターの上に置いた。

「黙っててくれないか？」

「え？」

「ぼくは今、機嫌が悪いんだ」

　なんだこいつ。気に入らん。こういう口のききかたをされると、ついからかいたくなる。口元に冷笑が浮かんだ。

「ほう。機嫌が悪いと、どうなるんだい？」

　カリンは、サンドリオンのほうを向いた。

「きみの出方しだいでは、しなくてもいい怪け我がをすることになる」

　随分と、挑発的な言葉じゃないか。子供のくせに。サンドリオンは思わず小ばかにしたような調子で言い放つ。

「怪我？　お前がするのか？　その綺き麗れいな顔に傷がついたら大変だな」

　カリンの白い、陶磁器のように綺麗な頬ほおに、わずかに赤みがさした。

「どうやら、ほんとに怪我をしたいようだな」

「まさか。痛いのは嫌いでね」

「なんだ、ただの臆おく病びよう者ものか。だったら黙っているんだな。ろくでなしめ」

　カリンは、サンドリオンを冷たい目で見つめた。その目に軽けい蔑べつの光が宿っている。まったく……、こんな風に将来になんの疑問も抱いていないようなやつには、なるほどおれはろくでなしに見えるんだろう。

　普通だったら、ここまで言われたら激げつ昂こうするだろう。だが、サンドリオンはおとなしく引っ込んだ。

「はいはい。きみの言うとおりかもしらんな。邪魔したな」

　そんな態度で、カリンの顔色が変わった。

「ぼくをバカにしているのか？」

「バカになんかしてないよ。感心してるのさ」

「……貴様は、それでも貴族か？　臆病者と言われて怒らない貴族がいるのか？」

「いるんだよ。ここに」

「情けないやつだな！」

「情けないんだよ」

　そう言って、酒の杯をあおる。カリンは、ワインの瓶をつかむと、サンドリオンの頭からどぼどぼと注ついだ。それでもサンドリオンは顔色を変えない。

「あー、なにするんだ。もったいないことしやがって」

「怒れッ！　貴様はそれでも貴族かッ！」

　カリンは満面に怒りを浮かべて叫んだ。

「あほらしい。怒ったって、いいことなんか一つもないじゃないか」

　そのとき、扉が開いて二人の男が姿を見せた。一人は、やたらと派手な衣装に身を包んだ伊だ達て男。キザという字を煮詰めてできた染料で、身体からだを染めたらこんな男ができるんじゃないかという、キザっぷり。まるで人形のような色男で、切れ長の目は、何人もの女を泣かせてきた貫かん禄ろくがうかがえる。

　もう一人は、その男より頭二つ分は大きいんじゃないかという、美丈夫だった。長い金髪に、鉄でも噛かみ砕きそうないかつい顎あご。分厚い胸板は、古代の剣闘士のようだった。

　他人を屁へとも思わぬ傍ぼう若じやく無ぶ人じんさが、その全身から発されている。

　二人はナルシスとバッカス。

　同じ魔法衛え士じ隊たいに所属する、サンドリオンの親友だった。この三人、何かというといつもいっしょなのである。飯を食うときも、酒を飲むときも。遊ぶときも。仕事のときも……。そして、決闘に際しては常にお互いの介添え人を務めるのが常だった。

　バッカス、ナルシス、サンドリオン……、その三騎士の名はトリスタニア中に鳴り響いていた。ただ、あまりその鳴り響きかたは芳かんばしいものではない。魔法衛士隊きっての暴れん坊であり、何かというと問題を起こすトラブルメーカー。隊長代理のヴィヴィアンが、いつも頭を悩ませている三バカトリオだった。

　バッカスとナルシスは、二人同時に口を開いた。

「サンドリオン！　やっぱりここか！」

「なんだバッカス。ナルシスもいっしょか」

「捜したんだぜ！　実は明日、決闘をすることになった！　ついては介添え人を頼みたくてな！」

「決闘だって？　きみも？」ナルシスが驚いた顔でバッカスに言った。

「驚いたな！　きみもか！　それでサンドリオンを捜してたのか！　言えよ！」

「サンドリオンに報告したら、きみに話そうと思ってたんだ」

　サンドリオンは、苦い顔で叫ぶ。

「冗談じゃない！　ヴィヴィアン殿に叱しかられるじゃないか！」

　そこでナルシスとバッカスは、サンドリオンの隣にいるカリンの存在に気づき、目を丸くした。

「なんで貴様がここにいるんだ！」

「知ってるのか？」

　サンドリオンが尋ねると、バッカスが呆ほうけた顔で答える。

「知ってるもなにも、決闘の相手ってのは、こいつだ」

「ボクもだ」

　そこで三人は、目を丸くしてカリンを見つめた。カリンは悠然と構えながら、バッカスとナルシスを交互に見つめた。

「なんだきみたち。知り合いだったのか」

「こいつらを知ってるのか？」驚いた声でサンドリオンが尋ねると、ああ、とカリンは頷うなずく。

「明日、決闘の約束をしている。でも、今からでもかまわない。どうせ、今日はもう寝るだけだからな」

　まるでいっしょにご飯を食べにいく、とでも言うときのような、何気ない口調でカリンは言った。サンドリオンは呆あきれた。

　この性格……、“〝決闘受けます”〟なんて背中に書いて貼はってあるようなものだ。実に呆れたガキだ。

　バッカスが、顔を赤くして叫ぶ。

「よし。じゃあ今から相手をしてもらおう」

　ナルシスも頷く。

　カリンは、落ち着いた口調で言った。

「もうちょっと待ってくれないか。こいつを食べてしまうから」

　そして、ひょいひょいぱくぱくと目の前の料理を平らげ始めた。



　三騎士を連れて、カリンはセント・クリスト寺院の裏側までやってきた。月明かりに助けられ、松明たいまつだけでも視界はそれほど暗くない。

「静かなところだな」

　カリンが感想を述べた。

　三人は顔を見合わせ、

「おい……、サンドリオン。なんだこいつは。随分と肝きもっ玉が太いか、それともただのバカか。どっちなんだ？」

「知るか」

「ボクはこう思うね。きっと怖くて、何も考えられなくなってるのさ」

　サンドリオンは、違う、と思った。こいつは……、たぶん、さっき言ったことを本気で信じてるのだ。

“〝ぼくには絶対に弾は当たらない”〟

　きっと魔法も、自分にはかすりもしないと信じているのだろう。

　戦場で、自分にだけは弾は当たらない、なんて信じているやつは、普通真っ先に死ぬもんだが……。

　こいつはなんだか違うぞ、とサンドリオンは思った。その言葉が嘘うそではないような、いや、嘘に“〝させない”〟とでもいうべきか……。

　だが、そう思ったときに、不意に違和感に気づく。今まで悠然と構えていたカリンの表情が変わっている。まるでいきなり熱でも出したみたいに青い顔になり、唇を噛かみ締め、がたがたと震えだしたのだ。

「なんだ？　どうした？　気分でも悪いのか？」

「な！　なんでもない！　ちょっと寒気がしただけだ！」

　カリンは慌てた口調でそう叫ぶと、くるりと背中を見せて、何事かもぞもぞとやり始めた。“〝勇気の魔法”〟が聞いている時間には限りがある。かけてもしばらくすると、すぅっと身体からだの中から熱が引いていくように、“〝勇気”〟が逃げていってしまうのだ。

　でも、そんなときはもう一度かければ大丈夫。

　指で左手の平をなぞり、それをぺろっと舐なめる。

　すると“〝勇気”〟が身体の中に満ちてくるのだった。

　サンドリオンたちのほうにカリンが振り返ったときには、もう震えは止やんでいた。

　全能感に包まれたカリンは左手を腰に置いた。月明かりが、その身体を染め上げる。まるで“〝魅了”〟の魔法がかかったような、その立ち姿だった。

　息を呑のむほどに美しく、神々しい。

「なにをごちゃごちゃやってるんだ。さあ、始めようじゃないか」

　そう言うと、するりと杖つえを引き抜いた。先ほどの震えが嘘うそのような、なんの気負いもない、流れるような動作だった。サンドリオンには、そのしぐさだけで、こいつが並々ならぬ使い手だと理解できた。

　この年でそれだけ杖を扱えるなんて……。

　どれほどの努力を積み重ねてきたのだろう？　それはバッカスもナルシスも同じらしく、冷えた緊張が二人を包んでいる。

「どうした？　まさか、怖おじ気けづいた、なんて言わないだろうな？　こっちは一人。そっちは三人。そんなわけはあるまいがね」

　その言葉で、バッカスが顔を真っ赤にさせる。

「うぬ。こいつ、言わせておけば！　よし、オレから相手してやろう。なにせ、オレが一番初めに決闘の約束を取りつけたんだからな！」

　バッカスがそう言うと、ナルシスが首を振る。

「いや、約束の時間はすでにチャラになっている。したがって、ボクにも権利があるわけだ。だろう？　サンドリオン」

　すると、サンドリオンは苦い顔になった。

「うーむ……」

「どうしたサンドリオン」

「ヴィヴィアン殿から、決闘はかたく禁じられてるだろ。おれたち、ゲルマニア人とやりあったばっかりじゃないか。ついさっきそのことで叱しかられたばかりだ。減棒だってよ」

「バレなきゃ平気だ。なに、あんな子供一人の口を封じるのなんか、わけはない」

「それに、相手はどう見てもその子供だぜ。きみたちの相手じゃない。やめておけよ」

　よほど腕に自信があるのかもしれないが……、バッカスにナルシスは歴戦の猛も者さだ。さすがに戦いにはなるまい、と思ったのだ。

「その子供にここまで言われて、恥ずかしくないのか」

　カリンの挑発を聞いて、バッカスは額ひたいに青筋を浮かべた。

「許せる子供と許せない子供がいるぜ」

　カリンはすかさず反撃した。

「許せる変態と許せない変態がいるな。お前はもちろん後者だな。圧倒的に」

「やっぱオレが一番だ。こいつを殺せなかったら、オレは一生後悔する」

　ようしいくぞ、やめておけ、などと三人は揉もめに揉める。

　そんな様子を見て、カリンの身体からだが小刻みに震え始めた。

　ただならぬオーラが発せられる。



　ビョオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！



　激しい風が吹いた。

　サンドリオンの頬ほおのそばを、猛烈な風が吹き抜けていく。

　三人は驚いた顔でカリンを見つめる。尋ねずとも、こいつの得意な系統がわかった。

“〝風”〟だ。

　カリンの纏まとうオーラが、呪じゆ文もんの詠唱を待ちきれずに風となって具現したのだった。感情の震えが、そのまま小さな嵐となって吹き荒れている。

　杖つえを構え、カリンは口を開いた。

「さてと、戦いの前に言わねばならないことがある」

「言ってみろ」バッカスが促うながした。

「まずは出すぎた言葉に対し、謝罪を申し上げる」

　謝罪だって？　随分と、その態度に似合わない言葉が出たもんだと、三人は顔を見合わせた。

　カリンはバッカスに杖を突きつけた。

「そこのでくのぼう、バッカスとかいったか？　変態なんて言って申し訳ない。でも、貴様は立派な変態だ。ぼくは、貴様のようなやつは大嫌いだ」

　バッカスの顔がさらに怒りで赤くなる。次にカリンは、ナルシスに杖を向けた。

「次にそこの勘違い。中途半端な色男。ナルシスだったか？　貴様のシャツをけなしてすまん。でも、どう考えてもその色はない。はしゃぎすぎだ。で、貴様ももちろん大嫌いだ」

　ナルシスの顔が怒りで青くなる。

　そしてカリンは、見事な仕草で騎士の礼を取る。

「さて、謝罪終わり」

「謝ってねえだろがッ！」

　バッカスが怒鳴ったが、カリンはもう聞いていない。

　凛りん、とした顔でこちらをにらみつけたその姿は、美しい猫科の獣を思わせた。油断なく身構えたさまは、三人の勇士の心を打った。

　心地よい高揚感に、全身をゆだねているようだった。サンドリオンは、こんなときなのに、素直に少年を美しい、と思った。

「さて、どうやら順番で揉もめているようだが、そういうことならぼくが決める。異存はないな？」

「じゃあ、あいつに決めてもらおう」

　ナルシスがそう言ったので、バッカスは頷うなずいた。

「どっちが先でも、恨みっこなしだぜ」

　バッカスとナルシスは、さあこっちを選べ、と言わんばかりに胸をそらせた。

「そこの澄まし顔だッ！」

　だが、カリンはサンドリオンに杖つえを突きつけた。

　涼しげな美び貌ぼうに、先ほどは見せなかった怒りが浮かんでいる。

「よくもまあ、おせっかいにもいろいろと言ってくれたものだ。お前のようなやつを、でしゃばりというんだ。親切のつもりか知らんが、いちいちうっとうしいことこの上ない。それにお前のそのもってまわったようなはがゆい言い回し……、腹が立つ！　男なら言いたいことははっきりと言いたまえ！　その上、臆おく病びよう者ものときた！　他ほかはともかく、臆病者だけは許せない！　貴族の風上にもおけんやつめ！　その性根を叩たたきなおしてやる！　かかってこいッ！」

　サンドリオンは、やれやれと首を振った。

「おれは関係ないぜ。ただの見届け人だ」

「貴様がやらないのなら、誰だれともやらん」

　困った顔で、バッカスとナルシスはサンドリオンを見つめた。

「参ったな」

　友人たちにそう言われ、サンドリオンは首を振る。

「おれはこういうのは、あまり好きじゃないんだよ」

　見ると、カリンはやる気まんまんで身構えている。バッカスとナルシスに任せたら……、あいつは怪け我がをするかもしれない。いや、これだけ二人を怒らせたのだから、怪我ではすまんか……。

　しかたない。

　サンドリオンは、一歩前に進み出ると軍ぐん杖じようを抜いた。使い込まれて黒光りしている、鋳ちゆう鉄てつ製の逸いつ品ぴんだった。

「おいおい、約束をしたのはオレが先だぞ」

　バッカスが抗議したが、ナルシスにいさめられた。

「おいバッカス。いいからサンドリオンに任せておけ。こいつ、どうやらやる気だぜ」

　杖を構えたサンドリオンは、いつもの眠そうな顔の男ではなかった。目には精気が宿り、その構えには一分の隙すきもない。かつて、相当の訓練を受けたことを思わせる構えだった。

　バッカスは、その姿を見てううむ、と頷うなずいた。

「相変わらず、見事な構えだな」

　構えだけでなく、その実力も折り紙つきである。二人とも、戦場で、決闘の場で、幾度となくその暴れっぷりを目の当たりにしてきたのだった。

「さてと、では作法どおりに名乗りをあげようか。ええと、わが名はサンドリオン。謹つつしんでお相手仕つかまつる」

　あまりやる気の感じられない声で、サンドリオンは言った。

　カリンのほうでも、名前を告げた。

「カリン・ド・マイヤールだ。得意な系統は“〝風”〟だ。ぼくの“〝風”〟は、困ったことに強すぎる。あなたの命を奪うことになるかもしれないが、ゆめゆめお恨みなされるなよ」

　強がりではなく、本気でそう言っている声だった。

　サンドリオンは、笑みを浮かべた。

「こちらは“〝水”〟だ。申し上げるのが遅れて失礼した。なにせ、“〝水”〟相手は戦いづらいからね」

「お気遣い痛み入る。だが、相手の系統を気にしたことはない。ご遠慮は無用」

　二人は、十五メイルほどの距離を保って対たい峙じした。

「では、いざ」

　呪じゆ文もんを唱えようとしたとき……、サンドリオンの腹が、ぐぎ、と痛んだ。うわ！　そういや、昨晩決闘で受けた傷が癒いえていないんだった！

　さきほどの応急処置で、痛みがやんだので忘れていた。今になってぶり返してきたのだろう。もう水魔法でできる限りの治療は施した。あとは自然治ち癒ゆに任せるしかないのだが、決闘なんかしたら傷口が開いてしまうかもしれない。

「どうした？」

　カリンは、怪け訝げんな面持ちになった。

「な、なんでもない」

　その様子を見て、ナルシスが呟つぶやく。

「あいつ……、もしかして昨晩の傷が……」

「ああ。ゲルマニア人にえぐられたやつだ！　まさか、まだ治ってないんじゃあ……」

　バッカスが青くなった。止めようとした二人を、サンドリオンは制した。

「いいよ……。別に……」

「でも、お前……。あのな……」

「まあ、なんとかなるだろう。待たせたな。いくぞ」

　サンドリオンは痛みをこらえて呪文を唱えた。



　



　空気中の水蒸気が結晶し、水となってうねる。その水は、杖つえの先にしなる何本もの鞭むちとなって具現化した。

　十数本もの、水でできた鞭……。

“〝ウィーター・ウィップ水鞭”〟の呪じゆ文もんだった。

　ひゅんひゅんとうなりをあげて、水鞭は高速で舞う。対してカリンは、なんらの呪文も唱えてはいない。

　サンドリオンは、自在に鞭を伸ばし、カリンを包み込むように近づける。

　しぶきがわずかに顔にかかる。

　水が好きだ、とサンドリオンはいつも思う。水の潤いが、乾いた自分の心を癒いやしてくれるような気がするからだ。

　水はおれを癒す……。

　けど、それだけだ。救いはしない。



“〝おれを救うのは、なんなのだ？”〟



“〝心にかかった灰を払うのは、なんなのだ？”〟



　わからない。

　杖を振った。

“〝水鞭”〟は勢いよくしなり、カリンに四方から襲いかかった。瞬間、カリンは短く呪文を唱えると、杖を払った。

　ビシャッ！

　鋭いかまいたちのような風が、襲いかかる水鞭を、一瞬でバラバラにする。

　ひょう、とサンドリオンは口笛を吹いた。

　なるど、ふかすだけのことはある。

　だが、器用なだけだな。その程度の風使いなら、何人も知っている。さて、次の呪文を唱えようとしたとき……。

　ゴォオオオオオオオオオオオオオッ！　とうなりをあげて、風が吹き荒れた。

　まるで津波のような猛烈な風だった。その烈風は、サンドリオンはおろか、後ろにいたバッカスとナルシスまで吹き飛ばし、後ろにあった壁に叩たたきつける。

　咄とつ嗟さにサンドリオンは、水魔法を唱え、水のクッションを壁と身体からだの間につくり出した。やわらかいゼリー状になった“〝水”〟が、サンドリオンの身体を守ってくれた。

　だが、見物していたバッカスとナルシスは、モロに叩きつけられ、地面に転がって苦痛のうめきをあげた。

「すまん。加減ができないんだ。できれば、離れて見ていてくれないかな？」

　呪文は、ただの“〝ウィンド風”〟だった。風を吹かす、基本魔法だ。だが、その威力は桁けた違いだ。あんな威力の“〝ウィンド風”〟など、見たことはなかった。

　あんなすごい呪じゆ文もんを、あっさりと唱えてのけるなんて。

　なるほど、こいつは並じゃないな。

　じゃあ、早いところ、決着をつけておくか……。

　サンドリオンは、“〝ブレイド”〟の呪文を唱えた。高速で回転する水が、杖つえの先に纏まとわりつく。水の刃やいばと、侮あなどってはいけない。そういうやつは、簡単に命を落とすことになる。

　細く、速く回転する水は、それ自体が鋭利な刃だった。鉄をも軽く両断し、飛び散る水滴は、まるで散弾の粒だった。

　サンドリオンの“〝ブレイド”〟を見て、カリンも同じ呪文を唱えた。二人は一斉に突進すると、寺院の庭の真ん中で、派手に切り結んだ。

　風魔法で身体からだを浮かせながら上から襲いかかってくるカリンは、まさに“〝風”〟の申し子のようだった。空を舞う蝶ちようのようにとらえどころがなく、ワシのようにその一撃は素早い。

　身体の小ささが、空中戦には幸いした。

　年の割には、杖さばきも巧みだった。

　ようやく立ち上がったバッカスが、隣で顔に傷がついていないか確かめるナルシスに心配そうな声で言った。

「おい、サンドリオンのやつ、大丈夫か？　押されてるじゃないか」

　ナルシスは鏡を見やりながら、歌うような声で、



    

  
    
      



    

  
    
      「あいつの水魔法はあんまり戦い向きじゃない。常々思っていたがね」

「じゃあなんでやらせた！　負けちまうぞ！　ああ、天下に冠たるわれら魔法衛え士じ隊たい三騎士の勝利の伝説が崩れちまうじゃないか！」

「なに、心配には及ぶまい。あいつの杖つえさばきは掛け値なしに王国一だからね。ボクは“〝ブレイド”〟で、あいつが負けたのを見たことがないよ」



　なるほど、とサンドリオンは思った。

　この少年、確かに動きは早い。おまけに、呪じゆ文もんの威力はものすごい。でも、戦いの経験はまだ浅いのだろう。その動きにはいくつかパターンがある。

　防戦一方だったサンドリオンは、隙すきを見つけた瞬間、まるで人が変わったように攻勢に転じた。

　カリンは上から襲いかかるときに、一瞬、停止する。

　そこを狙ねらって杖を打ち込んだのだ。とはいっても、針の穴を通すような精密な一撃だった。隙といっても、常人が感じ取れる隙ではない。

「なッ！」

　足を切られ、冷静だったカリンの顔が崩れた。まさかの一撃だったのだろう。先ほどちらっと垣間見た、何かに怯おびえているような表情だ。

　そんな年相応の顔に、サンドリオンは思わず頬ほおを緩めた。次の一手で胴を貫けば、勝負は決する。だがもちろんそんなことをするつもりはない。

　まだ子供だし、それに……。



“〝なんでこいつはこんなに美しいんだ”〟



　自在に空を翔かける姿は、まるで風の妖よう精せいだった。いや、妖精というより、これは……。

　そこまで思い、サンドリオンは苦笑した。

　おいおい、こいつは男だぜ。

　おれの……、で、あるわけがない。

　サンドリオンは杖を握ったカリンの右手を狙って突きを繰り出した。杖を払い落として勝負をつけようと考えたのだ。

　だが、その瞬間……。

　右手を狙って無理に身体からだをひねったので、とうとう傷口が開いたらしい。グギ！　と激痛が腹に走る。

「うお！」

　思わず、身体の動きが止まった。

　激痛で見開いたサンドリオンの目に飛び込んできたのは……。

“〝烈風”〟だった。

　猛烈な勢いの風が……、うねる烈風が、サンドリオンの身体からだを吹き飛ばす。咄とつ嗟さにカリンが放った“〝ウィンド風”〟だった。

　サンドリオンは地面に転がった。その手から杖つえが離れる。

「なんだあいつ、負けちまいやがった！　話が違うぞ！」

　バッカスが叫んだ。

　苦痛にうめくサンドリオンの元に、カリンはゆっくりと近づいた。その顔に杖を突きつける。サンドリオンは苦痛をこらえ、笑みを浮かべた。

　お灸きゆうをすえてやろうと思ったが、失敗したな……。

「おれの負けだ。降参だ」

　しかし、カリンは杖を下ろそうとしない。その目には、先ほどは見られなかった“〝怒り”〟が渦巻いている。

「貴様……、咄嗟に狙ねらいをはずしたな！　先ほど、ぼくの胴をその杖で貫けば勝負は決まっていたはずだ！　どういうつもりだ！　このぼくを愚ぐ弄ろうするのかッ！」

　怒りに震える声で、カリンは叫んだ。冷静に見えたが、どうやら中には激情を秘めているらしい。

「子供を殺せるか。それに……」

「それに、なんだ？」

「きみは美しい」

　素直にその言葉が口をついた。すると、カリンの顔が猛烈に赤くなり、ついでますます凶悪に変化した。

「き、貴様というやつは……、神聖な決闘をなんだと思ってるッ！」

「え？」

　サンドリオンは、思わず目を丸くした。

　なんだこいつ。

　負けを認めてるじゃないか。褒ほめてるじゃないか、おれ。なんで怒るんだよ！

「ちょ、待て。なんだよ。降参してるんだぞ」

「こんなの、ぼくの勝ちじゃない。引き分けだ！　そして、貴様のようにふざけたやつは、ぜ、ぜぜ、絶対に許さないッ！」

　カリンの全身がわなわなと震えだす。

「お、おい。待てよきみ。勝負はついた。もう終わりだ。うわぁああああああッ！」

　様子がおかしい、と思って近づいてきたバッカスとナルシスを、カリンはあっさりと吹き飛ばした。

「お、おい、待て！　やめろ！」

　そして、あんなに強力な呪じゆ文もんを唱えたのにもかかわらず、再び呪文を唱えだす。巨大な空気の塊が、杖の先で凶悪にうごめいた。

「おい待て！　その呪文でなにをする気だ！　降参してるって言ってんだろッ！」

　サンドリオンは、這はい蹲つくばって逃げ出そうとした。

　だが、無駄な努力だったようだ。

　巨大な空気の塊が、サンドリオンの身体からだを叩たたき……、サンドリオンは意識を失った。



　う……、とうめいてサンドリオンが目覚めると、ナルシスとバッカスがいて、サンドリオンを心配そうに覗のぞき込んでいた。

「……あのくそガキはどうした？」

　身体中の痛みに耐えながらサンドリオンが言うと、ナルシスが言った。

「あの魔法をぶっ放したあと、どっかに行ってしまったよ」

「そうか……。いったい、なんなんだあいつ……」

　なんてめちゃくちゃで怒りっぽいガキなんだ、将来はろくな大人おとなにならんぞ、とサンドリオンは思った。

「捜して、お灸きゆうをすえるかい？」

　バッカスが言ったが、サンドリオンは首を振る。

「いやいい。なんだ、もう、二度とかかわりたくはない」

　といっても、すぐにかかわることになるのだが……。

　そんなことを夢にも思わないサンドリオンは、うんざりした声で言った。



    

  
    
      


第三章　ジェーヴル殿のお屋敷





　翌朝……。

　カリンは泊まっていた宿屋で目覚めると、昨晩の出来事を思い出して一人激しく赤面した。

　ベッドの上で、ほおおおおおおああああああああああ～、とその端正な顔に似合わぬうめきをあげて、しばしのた打ち回った。

　昨晩の冷静さとは、打って変わった姿だった。決して女とはバレてはならぬ、と固く誓ちかっていたので、人前にいるときは冷静さを崩さないようにしているが、今は別だった。

「負けたわ……」

　その口からは、女言葉が漏れる。何も男の子になりたいわけではないカリンは、一人でいるときはこのように素の少女の物言いが口をつくのだ。

「あんなやつに負けるなんてッ！」

　お前の勝ちだと言われたが、どう見ても昨晩の決闘は自分の負けだ。足を切られたときに、勝負はついていた。あのあと、胴に一撃をくわえられたら、自分はここにこうしていることはなかった。つけられた足の傷にしたって、痕あとも残らないようなかすり傷だ。

　悔しい。相手にされなかったことがこれほど悔しいなんて！

　あの、灰色の髪の男。名をサンドリオンとかいっただろうか？

　もって回ったような言い回しに、皮肉っぽい視線。人を小ばかにしたような態度……。おまけに臆おく病びようときたものだ。

「うう、あんなヤツに後れをとるようじゃ、わたしもまだまだね……」

　せっかくの自信が、ぐらぐらと揺れ動く。なにせ今まで、あの騎士に教えてもらった“〝勇気の魔法”〟を使えば誰だれが相手だろうが負けたことはなかったのだ。でも、やっぱり世界は広い。街にはあんな使い手がごろごろしてるんだろう。

　情けをかけられ、手心をくわえられるなんて、修行が足りない証拠である。

　その上……、サンドリオンは自分のことを“〝美しい”〟などと言い放った。

　許せない！

　決闘の最中にそんなことを考えるなんて、騎士の風上にもおけないではないか。綺き麗れいだろうがそうじゃなかろうが、そんなことはどうでもいいじゃないか！

　カリンは、ひとしきり毛布をあのサンドリオンとかいうふざけた騎士に見立てて、殴りつけた。やっとのことで怒りが収まり、カリンは冷静に考えてみることにした。

　負けたとはいえ、騎士になる、という自分の夢は微み塵じんも揺らがない。

　紹介してもらうはずだったドラギニャン殿には会えなかったが……、諦あきらめるのは早い。

　散々悩んだ挙句に、結局カリンは魔法衛え士じ隊たい隊長のジェーヴル殿を直接訪ねてみることにした。面識はないが、こうなったら正直に事情を話して入隊を希望してみよう。

　田舎に帰るつもりは毛頭ないし、このまま王都にずるずるい続けるつもりもない。とにかく、ダメもとであたってみよう。

　いろいろと悩んだり、準備をしたり、どう言って説明するのかを考えていると、夕方近くになってしまった。早くしないと夜になってしまう。カリンは部屋を飛び出した。



　宿の主人に、ジェーヴル殿の屋敷を聞いたところ、主人は目を丸くした。

「へえ！　あなたみたいな綺麗でお若い貴族が！」

　自分みたいな若造が、と言われたと思ったカリンは、怒りを目に滲にじませたので、主人はそれ以上何も言わず、隊長のジェーヴル殿の屋敷を教えてくれた。

　ここからほど近い、モンシャラン街にあるという。

　教えられたとおりに道を行くと、ジェーヴル殿の屋敷はすぐに見つかった。なるほど、王さまの近この衛え隊たいを預かるだけあって、かなり大きく見栄えのいい屋敷である。

　緊張した顔で門を叩たたいたが、返事はない。

　しばらく待ってはみたが、誰も来ない。どうしたのだろう、と途方に暮れていると、後ろから一人の貴族がやってきて、そのまま扉を押して中へと入っていく。

「…………」

　もしかしたら、この屋敷は出入り自由なのだろうか？　田舎の作法では考えられないが、街には街のやり方があるのかもしれない。カリンは、同じように扉を開いた。門をくぐると、かがり火がかけられた猫の額ひたいほどの小さな前庭があって、すぐに玄関があった。扉を叩たたくも、やはり反応はない。ただ、人はいるようで、中からはざわめきが聞こえてくる。

　思い切って扉を開くと、そこは驚くべき騒ぎが繰り広げられていた。騎士風の男たちが多数集まり、昼間から酔って騒いでいる。しかも、どいつもこいつも悪人面であった。

　なんだろう？　昨晩からパーティでもやっているのだろうか？

　金持ちの貴族なら、三日三晩パーティを続けることも珍しくはない。しかし、この人たちの顔はどういったことだろう？　大声で何をわめき散らしているのかと思えば、色恋の話ばかり。どこそこの侍女とねんごろになっただの、どこそこの令嬢と約束を取りつけただの、そんな話が耳に飛び込んできて、カリンは思い切り眉まゆをひそめた。

　こういう話は大嫌いである。

　惚ほれた腫はれたなど、仮にも騎士のすべき話ではない。祖国と陛下に忠誠を尽くし、勲功をあげて、英雄と呼ばれる人物になる。それ以上のことが世の中にあるだろうか？

　突然の闖ちん入にゆう者しやであるカリンを、男たちはじろりと見つめた。

「おや！　とんでもねえ上玉だな！　どうしたお嬢さん、騎士のような格好をして。騎士ごっこかい？」

「ごっこなわけはない。魔法衛え士じ隊たいに入隊したく、このたびは参上した次第」

　その時代がかった言葉に、貴族たちは笑い転げた。

「男か！　こりゃまた、とんでもねえ志願者がきたもんだな！」

「こんな女みてえな子供がくるなんて、魔法衛士隊も、とうとう終わりだな！」

　カリンは頭にきた。ここが隊長殿のお屋敷じゃなかったら、とっくに杖つえを抜いているところだ。おそらく、こいつらはパーティに呼ばれた他よ所その隊の騎士たちなのだろう。

「隊長殿に、取り次いでいただきたい」

「隊長“〝代理”〟なら上の階にいるぜ」

　勝手に行きな、と言わんばかりに、一人の男が顎あごをしゃくった。カリンは、言われるがままに階段を上り、正面の扉をノックする。

「入れ」

　明らかに若い女性の声で、カリンは面食らった。秘書か何かだろうか？

　扉を開けると、二十歳ほどの女性が大きな机の後ろに腰掛け、肘ひじをついてカリンをじっと見つめている。

　カリンはあっけにとられた。魔法衛士隊の隊長殿のものだけあって、部屋の中は物々しい雰囲気に彩られている。戦の様子を描いたタペストリー、壁に飾られた軍ぐん杖じようたち。おびただしい数の勲章や、羽のついた帽子なんかが、棚の上に飾られていた。

　どう見ても、歴戦の武者の部屋だった。

　それなのに、主あるじの場所を占領している若い女は誰だれなのだ。ジェーヴル殿は、老齢の武人と聞いていたが……。

　その女性は、長い、ストレートの黒髪をかきあげると、濃いブルーの瞳ひとみでカリンを覗のぞき込んだ。美しい、といえる顔立ちだったが、研ぎ澄まされた刃やいばのような雰囲気を撒まき散らしている。そういえば、階下の貴族が『“〝代理”〟ならいるぜ』と言っていたことを思い出す。彼女がそうなのだろうか？

「お前は誰だれだ？」

　顔に似合わぬ、無骨な物言いをする女性だった。

　そう尋ねられ、カリンは直立して答えた。

「カリン・ド・マイヤールと申します」

　なんだか思わぬことになっていたが、相手は少なくとも隊長の席に座っている。礼は尽くさねばならない。

「何の用だ？」

「このたびは、栄誉ある魔法衛え士じ隊たいに入隊したく、故郷より出てまいりました」

　若い女性は、返事もせずにカリンを見つめた。無言のまま、一分、二分……、と時間だけが過ぎていく。その、値踏みをするような視線がつらい。

　ふざけるな、とでも言われるのだろうか。

　誰の紹介もなく、いきなり押しかけたりなんかして……。元来臆おく病びようなカリンは不安でいっぱいになり、さてこれは左の掌てのひらに“〝勇気”〟と書かねばしのげないかと考えていると……。

　女性は、にこっと笑みを浮かべた。

「よろしい。入隊を許可する」

　カリンは思わず口をあんぐりとあけた。

「はい？」

「どうした？」

「どうしたもこうしたも！　だって、わた……、いやぼくが、どこの誰かもわからないのに！」

「顔がいいからだ」きっぱりと、女性は言った。

「……それだけですか？」

　驚きはつのる。カリンは呆あきれた顔で女性を見つめた。

「美び醜しゆうだけじゃない。その人間が何を考えているのか。どういう人間なのか。顔を見れば大体のことはわかる。なまじ書類なんかより、アテにできる。それとも、きみは怪しい人間なのか？」

「そうじゃありませんが、しかし……」

「ヴィヴィアン・ド・ジェーヴルだ。病で倒れた父に代わり、隊長代理を務めている」

　こんなにあっけなく入隊できるとは想像すらできなかった。

　というか、女では入隊できないはずではなかったか？　だから自分は、わざわざ男装までしてきたのだ。

「女性の入隊はできないと、仄そく聞ぶんしておりましたが」

「わたしは“〝隊長代理”〟だ。隊員ではない」

　なんだか屁へ理り屈くつのようにも思えたが、それ以上文句をつける筋でもない。とにかく相変わらず女は入れないらしい。

　カリンはイヤな予感がして、しかたがなくなった。

「ヴィヴィアン殿。質問してもよろしいですか？」

「ヴィヴィーでいい」

「畏おそれ多いです！　隊長代理殿を、そんな馴なれ馴なれしく呼ぶなんて！」

「かまわぬ」

　にっこりとヴィヴィアンは微笑ほほえんだ。カリンはしかたなく、その言葉に従うことにした。

「で、ではヴィヴィー殿。嬉うれしいことは嬉しいのですが、こんなにたやすく、入隊を許可していいものなのでしょうか」

「なに、今は隊員が減ってしまってな。よほどのことがない限り、採用しているんだ」

　隊員が減った？　どういうこと？　魔法衛え士じ隊たいは、国中の貴族の憧あこがれの的ではなかったの？

「もちろん、誰だれでもいいわけではないがな」

　ほんとうなの？　それ……。

　おそらく、志願するものは誰でも入れているのではないだろうか。でなければ、こんなにあっけなく入隊できるわけがない。

　イヤな予感はますます膨れ上がり、カリンを押しつぶしそうになった。

　となると……。

「あの……、一階にいたのは……」

「精鋭無比なる我が魔法衛士、ヒポグリフ隊の隊員たちだ」

　カリンの額ひたいから、冷たい汗が流れた。何があったのかはわからないが、現在の魔法衛士隊は、自分が聞いていたものとは、まったく趣おもむきを変えているようだ。

　で、でも……！

　純白のサーコートを着た、ユニコーン一角獣隊の姿を思い出し、カリンは頷うなずいた。そりゃあ、隊の一つはあんな連中かもしれないが……。ユニコーン隊がいる！　なにがなんでも、あの立派な騎士隊に入れてもらうのだ。そうすれば、まだしも立派な騎士になれる。

「それでは、入隊希望書にサインをしたまえ。一応規則で、しばらくの間は騎士見習いということになる。何か目覚しい勲功があった場合や、規定の年季を納めれば、晴れて正騎士として、迎えよう」

　カリンは、書類にサインをした。生年月日、洗礼に立ち会った司祭の名前と、父と祖父の名前も記入する。性別を記入する欄はなかったので、カリンはほっとした。嘘うそをつき通さねばならないとはいえ、いざ字にするのは抵抗があった。

　それと、一応の身分証明として、使えなかった紹介状も見せた。

　ヴィヴィアンはそれを一いち瞥べつすると、すぐに箱へと収めた。どうやらほんとうに、カリンの出自などには興味がないらしい。

「では、明日から騎士見習いとして、勤務してくれ。知っているとは思うが、見習いの間は年金が出ない。懐ふところ具合はどうだ」

「父からいただいた金が、三十エキューほど残っています」

　カリンはその旨、正直に告げた。

「それでは、部屋を借りることもできんな」

「え？　そうなんですか？　田舎なら……」

「田舎ならいざ知らず、ここは天下の王都、トリスタニアだ。どんなボロい部屋でも、借りようと思えば週に五エキューはとられるぞ」

　カリンは青くなった。そういえば宿の値段も相当なものだった。

「まあ、心配するな。住むところと食うものぐらいはなんとかしよう。他ほかに質問は？」

　そこでカリンは、己の希望を正直に告げた。

「ここまでよくしていただいて、僭せん越えつとは思うのですが……」

「なんだ？」

「わたくしを、ユニコーン一角獣隊に配属していただきたいのです」

　ヴィヴィアンはわずかに眉まゆを持ち上げた。

「ユニコーン隊？」

「はい」

「そのような隊は、我が魔法衛え士じ隊たいには存在しない。マンティコア隊、グリフォン隊、そして、ヒポグリフ隊の三つで全部だ。まあ、どの隊も完全に定員は割れているがな」

　カリンは、目を丸くした。

「なんですって？　つい昨日、ユニコーンに跨またがった騎士隊が、街を歩いているのを目撃しましたが」

「ユニコーンに跨った騎士隊だって？　ああ、それはたぶん、エスターシュ大公の親衛隊だろう」

　エスターシュ大公。

　このトリステイン王国の宰相を務める大人物。百年に一度の傑けつ物ぶつといわれる政治家で、まだ若いのに、一手で王政府を切り盛りしていると噂うわさされていた。

　それぐらいはカリンも知っていたので、彼の親衛隊と言われて驚いた。

「エスターシュ大公の親衛隊？」

「ああ。宰相として、陛下を補佐されているエスターシュ大公殿下。彼の護衛を務めるのが、そのユニコーン一角獣親衛隊だ」

　では……、あれは魔法衛士隊ではなかったのか！

　なんだ、もしかしたら取り返しのつかないことになったのではないか。自分があれだけ憧あこがれた魔法衛士隊は、想像とはまったく違った現状をさらしている。

　その上、実際、この目で見て憧れた騎士隊は宰相様の親衛隊だという。

　そんなカリンの微妙な変心を感じ取ったのか、ヴィヴィアンは意味ありげな笑みを浮かべた。

「カリン君といったな。きみのような、若くて美しい貴族が、この魔法衛え士じ隊たいの門を叩たたいてくれたことに感謝する。隊長代理として、わたしはきみに期待する」

「あ、ありがたくあります」

「現在、魔法衛士隊は苦しい状況下にある……。いや、きみに話すことではないな。とにかくがんばってくれたまえ。以上だ」

　こうなっては、今更やめます、なんて言えるわけがない。どうやらこの魔法衛士隊にあるのは過去の栄光のみ。現状を鑑かんがみるに、おそらくは陛下の覚えもよろしくないのだろう……。

　こんな隊に入ってしまって、自分は立派な英雄になれるんだろうか？

　そして、カリンの不幸はそれに留とどまらなかったのである。

　ヴィヴィアンは、大声をあげて誰だれかを呼んだ。

「サンドリオンッ！」

　え？　今、なんと言った？

　隣の部屋に通じる扉が開き、一人の男が顔を見せる。

「お呼びでしょうか」

　カリンは、あっ！　と思わず声をあげた。

「き、貴様……」

　そこに立っていたのは、見事な銀髪の美青年。昨晩、カリンと決闘を行ったサンドリオンその人ではないか！

　先ほどまで煮えくり返っていた怒りが蘇よみがえる。

「き、貴様ぁ……」

　こいつ……。この人を小ばかにしくさった男が、魔法衛士隊の隊員だったなんて！

「お前！　なんでここに！」

　サンドリオンのほうでも、目を丸くした。そんな二人を見て、ヴィヴィアンは嬉うれしそうな声で言った。

「なんだ、知り合いだったのか。ちょうどいい。サンドリオン、この少年はカリン君だ。ついただいま、騎士見習いとして、我が隊の預かりになった」

「なんですと？」

　サンドリオンは当惑した顔で、落ち着かない様子のカリンを見つめた。

「ついては、きみに彼の世話を頼みたいのだが。住むところがないそうだから、しばらくきみの家で預かってやってくれ」

「お断りします」

　サンドリオンは言下に否定した。こんな暴れん坊を預かったら、どんなことになるかしれたものではない。

　ヴィヴィアンは、笑みを絶やさずに、サンドリオンに言った。

「どうしてだ？」

「あのですね、このカリン君は、その、なんだ、綺き麗れいな言葉で言うなら、あまり躾しつけがよろしくないのです」

「お前たちと気が合うじゃないか」

「合いません。身体からだがもちません」

　サンドリオンがそう言うと、ヴィヴィアンは冷たい声で言った。

「命令だ」

「こればかりは聞けませぬ」

「では、命令不服従で減棒だな。ほんとなら死罪なんだがな」

　それは魔法の言葉だった。サンドリオンは、がっくりと肩を落とした。

「……つ、謹つつしんで命令を拝領いたします」

「わかればよろしい。命令違反など、きみのような騎士の中の騎士がすべきことではないからな」と、皮肉たっぷりの口調でヴィヴィアンは言った。

　カリンは慌てた。

「なんとしてでも部屋を借ります！　ですから、こいつ、いや彼の家に厄介になるのだけは……」

「借りる？　さっき、無理だと言ったじゃないか」

「では、馬小屋でもかまいませんから！」

　男といっしょになんか暮らせない！　自分が女だとバレてしまう！　その上、相手はこのサンドリオンだって？　冗談じゃない！

　ヴィヴィアンは困った顔になった。

「貴族を馬小屋に住まわせるわけにはいかん。それに、この屋敷はすでに手一杯でな」

　慌てて、カリンは叫んだ。

「では、入隊を取り消していただきたく！　なんとかお金を貯ためて、それから改めて、ということで！」

「あのなあ。きみは一いつ旦たん、陛下の近この衛え隊たいの一員となったのだから、暇をもらう際には、陛下の許可を得ねばいかん。それ以外の方法で隊を離れるとなると……」

「となると？」

「脱走ということになる。通常、脱走は死罪だが。きみのような将来性にあふれた若く凛り々りしい貴族が死罪だなんて、これ以上遺い憾かんなことはない。だが、法律は守らねばいかんからな」

　その言葉に、カリンは絶望した。

　蜘く蛛もの糸に、からめとられたようだ。このヴィヴィアン、どうやらかなりの策士らしい。

「さてと、サンドリオン。どうしてイヤなんだ？」

「わたくしは一人が好きなのです」

「知っているよ」

　ヴィヴィアンは笑みを浮かべた。

「だからこそ、きみに頼むのだ」

　サンドリオンと、カリンは、共にがっくりと肩を落とした。ヴィヴィアンは、これで話は終わりだ、とでもいうように手を振った。

「さて、カリン君。細かいことはそこのサンドリオンに聞け。以上。下がってよい」



　サンドリオンの家は、ジェーヴル殿の屋敷からほど近い、大通りのチクトンネ街にあった。道中、サンドリオンはまったくの無口だった。

　ときたま、困ったように頭をかくのみ。

　カリンはカリンで、もう、気が気ではなかった。

　絶対に一人暮らし！　と決めていたのに……。いっしょになんか暮らしたら、女ということがバレてしまうではないか。

　それに、よりにもよって相手はこのサンドリオンだ。昨晩の敗北の苦い味が、口の中に広がり、カリンは悔しくて死にそうになった。

　こんな男に負けたのか！　わたしは！

「ここだ」

　一階が、食料品屋になっている建物を指差し、サンドリオンが口を開いた。どうやら到着したらしい。カリンはやっとのことで顔をあげた。

「お前の家は乾物屋なのか？」

　並んだ品物を見てカリンが言うと、サンドリオンは首を振る。

「そんなわけあるか。上を借りてるんだ」

　建物の三階部分が、サンドリオンの借間らしい。階段を上ろうとすると、サンドリオンがはき捨てるような声で言った。

「ったく、冗談じゃない！　なんでお前みたいな乱暴者の面倒を見なきゃならんのだ」

　その言葉に、カリンも反応した。

「誰だれが乱暴者だ」

「お前だ！　お前！　その酔っ払ったような桃色の髪したお前だよ！」

　指を突きつけ、そう言い放つと、カリンは首を振った。

「ぼくは乱暴じゃない。それを言うならお前はなんだ。決闘の際に手加減をするなんて、何様だ！　そ、そそ、そそそ、そういう人をバカにした態度が、一番頭にくるんだ！」

「子供相手に、本気を出せるか」

　困ったようにサンドリオンが言うと、カリンはすらりと杖つえを引き抜いた。

「い、言ったなッ！　では、今度こそは決着をつけようじゃないか！　昨晩は油断しただけだ！　ぼくが本気を出せば貴様など……」

　そんな風に言い争っていると、豆を量っていた店の主人が声をかけてきた。はしっこそうな目をした、中年の小男である。

「おや、旦だん那な様、お客さまで？」

「……うちで預かることになった」

「へえ。それはそれは」

　主人は、カリンを上から下までじろじろと見回し、感嘆の声をあげた。

「いやぁ、しかし、お美しい方ですなあ！　ナルシスさまがかすんでしまいますわい！　男にしておくのがもったいない！」

　く……。

　まったく、なんでどいつもこいつも、自分の容姿を褒ほめるのだろう？　そんなところ、褒められたってちっとも嬉うれしくない。

　早く、騎士として認められたいものだ。そうすれば、このサンドリオンにバカにされることもなくなるだろう。



　サンドリオンは三階をすべて借り切っているようだった。といっても、それほど部屋数があるわけではない。居間と寝室、それで部屋は全部。

　部屋に入ると、サンドリオンはどっかと椅い子すに腰掛けた。カリンは部屋をきょろきょろと見回したが、他ほかに椅子はない。

　しかたなしに突っ立っていると、サンドリオンは呆あきれた声で言った。

「お前、世話になります、の一言も言えんのか」

「好きで貴様の世話になるわけではない。命令だから、しかたなしに従ったまでだ」

　カリンは怒りに震えながら言った。臆おく病びようだが、それと同じぐらい負けず嫌いな性格である。このサンドリオンに軽くあしらわれたことが我慢ならなかった。頭なんか下げられるものか、とカリンは思いつめた。

　するとサンドリオンは、冷たい声で言った。

「おいガキ。いい加減にしろ」

「な！　ガキだって！」

「ガキだからガキだと言ったんだ。お前がどこの田舎者かは知らんが、両親に礼儀のひとつもならわなかったのか。こういうときはな、どんなに相手が憎かろうが頭ぐらいは下げるもんだ。じゃないと騎士どころか、大人おとなにだってなれないぜ」

　う……、とカリンは口ごもった。確かに、サンドリオンの言うことはもっともだ。しかたなしに、カリンは頭を下げる。

「よ、よろしくお願い申し上げる。サンドリオン殿」

「お世話になります、は？」

「お、お世話になります」

　その顔には、どうにも感謝の色など浮かんでいない。

　サンドリオンはやれやれと首を振った。

「まったく、こんなときに魔法衛え士じ隊たいに入ってくるなんて。見たところ、世間知らずのお坊ちゃんのようだが。なんでまたウチに来ようなんて考えたんだ」

「……騎士になるのが夢だったんだ。悪いか」

「どうせ、英雄物でも読み漁あさって、それだけじゃ飽き足らず、自分もそうなりたいと思ったクチだろうが」

　まあ、当たらずも遠からずといったところだ。カリンは顔を赤らめた。

「悪いことは言わん。明日には田舎に帰れ」

　手を振りながら、サンドリオンはそう言った。

「なんだって？」

「命が惜しかったら、帰れ、と言ってるんだ」

　サンドリオンは棚に並んだワインを一本取り出すと、それをグラスに注つぐ。

「脱走罪になるんだろ？」

「あんなの、ただの脅しだ。見習い一人、逃げ出したところで誰だれが気に留めるっていうんだ。まったく、ヴィヴィー殿にも困ったものだ。何を血迷ったか、きみのような少年を入れたところでなんになる。いいか、命が惜しかったら、帰るんだな」

　カリンは、こぶしを握り締めた。

「冗談じゃない」

「なんだって？」

「冗談じゃないと言ったんだ。騎士になれるなら、命など惜しいものか」

　サンドリオンは首を振る。こんなことを言って、戦場で散っていった若い貴族を何人も見てきた。威勢のいいのは結構だが……。

「あのなあ、きみも見ただろう？　魔法衛え士じ隊たいの現状を。脅しなんかじゃないぜ」

　そうだ。

　どうして栄光の魔法衛士隊が、流れ者の吹き溜だまりのようになってしまったのだろうか？

「半年前はこうじゃなかった。そりゃあ、品行方正とは言わないが、ちっとはマシな連中がそろってた。だが……」

　カリンはごくり、とつばを飲む。

　サンドリオンが話した内容は、かなり恐ろしいものだった。

「総隊長のジェーヴル殿が、病で倒れられたのが始まりだった。それから、立て続けに各隊の隊長が死んだ。原因はさまざま。決闘で負けたり、旅の途中で賊に襲われたり、通り魔らしき影にやられたり……」

　カリンの額ひたいから、汗が一筋流れる。

「そのころから、“〝魔法衛士隊は呪のろわれてる”〟なんて噂うわさが流れ始めた。神に見放されたってね。噂を裏づけるように、隊員たちの不幸は続いた。馬に撥はねられたり、訓練で怪け我がしたり。そのぐらいならまだいいが、命を落とすものも現れた。闇やみ夜よに何者かにやられたり、寝込みを強盗に襲われたり、やっぱり死因は様々さ。もう我慢できないってんで、腕が立つ人間や、目端の利くやつから、どんどん隊を抜けていった。で、ごらんの通りってワケだ。今じゃ昔の三分の一も残ってない。このままじゃ解隊になっちまうってんで、志願者は全員入れてるような状態さ。人のことは言えないが、随分とワケのわからんやつも増えた。きみが簡単に入隊できたのは、こういった理由のおかげだ」

「…………」

　黙ってしまったカリンを見て、サンドリオンは笑みを浮かべた。

「ホントの話だぜ。まあ、最近は収まったけどね。それでも、出て行ったやつは戻らない。そういうもんさ」

　カリンは怖くてたまらなくなった。

　なによそれ。わたしも呪のろわれちゃうの？

　顔が青くなり、足が震え始めた。

「なんだ、怖いのか？」

「ちがう。む、武者震いだ」

　カリンはひょいっとサンドリオンに背を向けると、左の掌てのひらに、“〝勇気”〟と人差し指で書いて、そこをぺろっと舐なめあげた。

　すると、心が落ち着き……、勇気が湧わいてくる。

　自分は、あの日騎士になると決めた。

　王国一の騎士に！

　再び振り向いたカリンは、もう震えてはいなかった。不敵な笑みまで浮かべてみせた。

「おもしろいじゃないか。神が与えたもう逆境だ。たぶん、この状況もな」

　部屋を見回しながらそう言ったカリンを見て、サンドリオンは首を振った。

「……まったく。勇気と無謀は違うんだぜ、と、若いきみに言っても通じないんだろうな」

「そういうきみはどうなんだ」

「おれ？」

「ああ。どうして隊に残ってるんだ」

「どこにも行くところなんてないからね」

　サンドリオンは、頭の後ろで腕を組んで、にやっと笑った。

「とにかく、ぼくは諦あきらめない。絶対にだ」

「わかった。ならもう止めない。勝手にするさ」

　そう言うと、サンドリオンは立ち上がった。

「どうした？」

「寝るのさ」

　そのまま自分を無視して、寝室へと消えそうになったので、カリンは声をかけた。

「ぼくはどこで寝ればいいんだ」

「あのなあきみ。初めに言っておくけど、おれはきみの父親でもなければ、兄でもないんだぜ。ヴィヴィー殿の頼みなんで、しかたなく預かるが、寝るところぐらい自分でなんとかしろ」

　そう言うなり、サンドリオンは服を脱ぎ始めた。裸の胸が目に飛び込んできて、カリンは思わず慌てた。

「な、なにをするか！　きさまぁ！」

「寝るから、服を脱いでるんだ」

　それがどうした、と言わんばかりの態度で、サンドリオンは服を脱いでいく。痩やせているように見えたが、どうしてどうして、結構逞たくましい身体からだつきをしていた。

「ひ、人がいるのに脱ぐんじゃないッ！　ばかものッ！」

　カリンは、思いっきり顔を赤らめて、横を向いた。サンドリオンは怪け訝げんな顔になって、

「男同士じゃないか。何を言ってるんだ」

「そ、そうだが……」

　そのときカリンは、はた、と気づいた。ここでサンドリオンといっしょに暮らすということは……。

　自分の肌をも見せる可能性があるということだ！

　なんということだ。困ったことになった。

　男に肌を見せるなど、考えたこともなかったカリンは感情を抑えることも忘れ、激しく赤面した。

　問題はそればかりではない。先ほどの不安が、再び頭を持ち上げる。

　もし、自分の正体が女だとバレたら……。いくら人手が足りない魔法衛え士じ隊たいだって、自分を首にするだろう。いや、牢ろう屋やに入れられるかもしれない。そのぐらいは覚悟の上でやってきたのだが、避けられるものならごめんこうむりたい。

　幸い、自分の身体は細く、女性としてのふくよかさには欠ける。胸も、正直ぺたんこといっていい。だからこそ、こんな男装も可能だったのだが……。

“〝こんな狭い部屋でいっしょに暮らしてたら絶対にバレる”〟

　そんなカリンの不安をよそに、サンドリオンはぽんぽんと服を脱いでいく。

　はだか。

　は、だ、か！

「脱ぐな！　ここで脱ぐなッ！　外で脱げッ！」

　カリンは慌てて、サンドリオンに飛びかかった。

「な、なんだよ！」

「頼むから、ぼくの前では、服を脱ぐんじゃないッ！」

　そのとき、カリンは気づいた。サンドリオンの腹には、包帯が巻かれている。うっすらと血が滲にじんでいた。結構な重傷だった。

「こ、これ……。まさか、昨日のぼくの魔法か？」

　怒りにまかせて、決闘のあとについ魔法をぶっ放したが……。さすがにこんな怪け我がをさせるつもりはなかったカリンは、焦った声で尋ねた。

「まさか。元からついてた傷だよ」

　そこでカリンは気づく。こいつ……、手加減しただけじゃなく、怪け我がまでしてたのか！　それで、あれだけの“〝ブレイド”〟捌さばきを見せたのである。飄ひよう々ひようとした態度とは裏腹に、恐るべき使い手だった。

　だが、同時に激しい怒りがわいた。

「ぼくは怪我人に負けたのか！　手加減をくわえられただけじゃなく！　なんてことだッ！」

　身体からだの回りを風が舞い始める。

　昨晩の続きはもうこりごりだったサンドリオンは、

「おい、やめろ！　だいたいあれはきみの勝ちだ。もう、それでいいじゃないか！」

「よくない！　まったくどこまで人をバカにすれば！」

　思わず飛びかかる。そうすると、裸のサンドリオンを思い切り抱きしめる格好になり、カリンは激しく赤面した。

「よ、よるな！　はなれてろ！　ばか者！」

「お前が飛びかかってきたんだろうが！　いい加減にしろ！　怪我人だぞこっちは！」

　カリンは、しゅんとしてうな垂れた。そんな様子に、サンドリオンは怪け訝げんな顔になる。

「お前、もしかして、あれか？　男のくせに男が好きだという……」

「そ、そうじゃないッ！　ただその……、ぼくはその、人の肌を見たり、見せられたりすることに慣れていないのだ」

　ぶつぶつとそう言い訳がましく言うと、サンドリオンは、呆あきれたようにカリンを見つめた。

「お前、そんなんでよく騎士隊に入ろうだなんて思ったもんだ。戦になったらどうするつもりだ」

　服を脱いだサンドリオンは、それを椅い子すの上に放ほうり投げ、クローゼットから寝巻きを取り出すと羽織った。

　そして、寝室に引き返すと、毛布を一枚持ってきた。

「これを使え。あとは床で寝るなり椅子で寝るなり好きにしろ。まあ、一番いいのは下に行って、馬小屋から藁わらを持ってくることだけどな」

　そして、サンドリオンは寝室へと戻っていく。

　カリンはしばらくそのボロボロの毛布を眺めていたが、言われたとおりに階下の馬小屋に向かい、積んであった藁わら束たばを頂ちよう戴だいして帰ってきた。

　獣の匂においがきつくて、カリンはせつなくなったがそれを居間の隅に敷き詰めた。さてと……、と深呼吸をすると、荷物から夜着を取り出し、う、と頭を抱えた。

　それは、立派なネグリジェだった。ひらひらがどうにも眩まぶしく、こんなものを着ているところを見られたら、サンドリオンは卒倒するだろう。

「わたしって、もしかしたら、ばかなのかしら」

　服を用意するときに、夜着までは頭が回らなかったのだ。誰だれにも見せるつもりがなかったのだから、しかたないといえばしかたないのだが……。

　とにかく、これを着て寝るわけにはいかない。かといって、一張羅の騎士服を着たままというのも困る。そんなことをしたらしわくちゃになってしまう。いつどこで、高貴の方に相あい見まみえるとも限らないではないか。そんな姿を見せたら、覚えが悪くなってしまう。

　困ったカリンは、とりあえず肌着一枚で寝ることにした。

　明日になったら、まず、夜着を手に入れよう、と思いながら……。

　そして、慎重に服を脱ぎ始めた。ブーツ、上着、そしてズボン……、シュミーズ一枚になったときに、寝室からの扉が開いた。

「おーいカリン。寝る前に、必ずテーブルの上のろうそくを消して……、うわっ！」

　水差しの水をぶっかけられ、サンドリオンは悲鳴をあげた。

「なにをするんだッ！」

「き、着替えの最中に入ってくるんじゃないッ！　ばかものがッ！」

　咄とつ嗟さに両手で身体からだを隠して、カリンは叫ぶ。

　ほんとに変なやつだな、と呆あきれた言葉を残して、サンドリオンは寝室に消えた。カリンは、きつく身体に毛布を巻きつけると、藁わら束たばの上に転がった。

　そして、目をつむる。

　憧あこがれの魔法衛え士じ隊たいに入ることができたとはいえ……、前途が多難すぎる。

　なんだか魔法衛士隊は大変なことになっているし、一人暮らしもできなかった。

　とりあえず、なんとしてでも正騎士になろう、とカリンは決心した。

　そうすれば、年金も出るし、部屋だって借りられる。それまで、なんとしてでも自分が女だということは、隠し通さねばならない。

　そして……、なんだあいつ。不本意ながら厄介になることになったサンドリオン！　人をバカにするのにもほどがある！

　カリンは負けず嫌いな性格だった。手心をくわえられたことがとても悔しく、忘れようにも忘れることができなかった。

“〝いつかあいつを負かしてやる”〟

　完かん璧ぺきに……。

　そんなことをぶつぶつと呟つぶやきながらも、カリンの小さい身体はもう、クタクタだった。すぐに深い睡魔に襲われる……。



　とにかく、こうして男装の騎士見習いカリンと、女嫌いの騎士サンドリオンの奇妙な共同生活が始まったのである。



    

  
    
      


第四章　共同生活





　翌朝……。

　カリンが目覚めると、すでにサンドリオンは目覚めて朝食をとっていた。

「ふわ。おはよう」

　そう呟つぶやき、起き上がろうとして、自分が肌着一枚なことを思い出す。思わず毛布を引き寄せ、ううううう、と唸うなった。

　そんなカリンを、サンドリオンは一いち瞥べつする。

「あの、その」

「なんだ？」

「着替えたいので、出て行ってくれないか？」

　サンドリオンは立ち上がった。部屋を出て行くのかと思いきや、違った。つかつかとカリンのそばによると、毛布をつかんで引き剥はがそうとした。

「な！　なにをするッ！　やめろッ！」

　カリンは必死になって毛布を死守した。この下は肌着が一枚きりである。いくら胸が薄いとはいえ、そんな姿を見られたらさすがに女とバレてしまう。

　するとサンドリオンは、腕組みをしてカリンを見下ろした。



    

  
    
      



    

  
    
      「いつまで寝てるんだ。上官より寝ている部下がどこにいる。昨日は優しくしてやったが、今日からは厳しくいくぞ。なにせ、きみは見習いなんだからな」

　サンドリオンは、そう言うとカリンの毛布を剥はぎ取った。

「く！」

　その瞬間、カリンは一陣の“〝風”〟になった。

　毛布を引き剥がされると同時に、素早くそばに置いた杖つえを握り、風魔法を唱える。

「うおッ！」

　サンドリオンの顔に毛布が巻きついた。カリンは電光石火の早業で、たたんであった服を引っつかむと、寝室へと滑り込み、扉を閉める。

　そして、わずか五秒で服を身に着けた。といってもボタンまでは留められなかったが……。

「おい！　どういうつもりだッ！」

　サンドリオンが寝室の扉を開けると、カリンは背を向けたまま、必死になってボタンを留めていた。留め終わると、カリンは振り返る。

　その美しい顔に、怒りが満ち満ちていた。

　だが、サンドリオンはそんなカリンの怒りにも涼しい顔。

「ぼくは言ったよな！　肌を見られるのが苦手だと！」

「ああ、言ったが。それがどうした」

「どうした、だと？」

　若い乙女である。肌を見せるのは、死ぬのと同じぐらい恥ずかしいことだった。だが、それを言うわけにはいかずに、カリンは激しくもどかしい気持ちになった。

「じょ、条件を言え！」

「条件だって？」

「ああ。これから、ぼくが着替えているときには絶対に立ち入らないでほしい。その代わりになんでもする」

「ほんとか？」

　サンドリオンは呆あきれた顔になった。そして、すぐに笑みを浮かべた。

「じゃあ、家事一切をやってもらうかな」

「家事？」

「ああ。洗濯、掃除……、あとちょっとした買い物とか」

　家事なんかしたことはない。でも、背に腹は代えられない。

「わかった」とカリンは頷うなずいた。



　ジェーヴル殿の屋敷へと向かうと、そこは朝から人でごった返していた。昨日と同じように、柄の悪い連中が集まり、朝からくだらないバカ話で大騒ぎしている。

　サンドリオンとカリンが屋敷の中に入っていくと、人ごみの中からカリンの見知った顔が二人、現れた。バッカスとナルシスだった。

「ようサンドリオン。お前、見習いを一人預かることになったそうだな」

　そう言ったバッカスは、サンドリオンの後ろにいたカリンに気づき、目を丸くした。

「なんだ！　騎士見習いってのはお前か！」

「そうだ」

　カリンは腕を組んで、頷うなずいた。

　ナルシスも目を丸くした。

「お、おい……。サンドリオン。ほんとか？　これ？　冗談じゃないだろうな？」

「いや……、おれも冗談であってほしいんだがな。でも、ほんとだ」

「ところで小僧。昨晩はよくもやってくれたな！」

　バッカスが詰め寄る。ちょっと怖くなったが、すばやくカリンは左手を舐なめて、

「何か文句があるのか？」と言い放った。

　思えばサンドリオンには負けたが、こいつには負けてない。というか昨晩は自分の風で派手に吹っ飛んでいたじゃないか。

　こいつが相手なら、なんてことはない。

　カリンは、どこまでも冷たい目で、バッカスをにらみつけた。とんでもないほどに美しいカリンがそうしていると、抗あらがえない妙な迫力が生まれる。

　バッカスの額ひたいから、汗が一筋、流れ落ちる。

「お、おかしい。おかしいぞ。なんでこんな気持ちになるのだ……。オレは……」

　苦しそうに胸を押さえたのちに、バッカスはいきなりカリンの足元に跪ひざまずいた。

「お仕えさせてくださいッ！」

　このバッカスは、美少女姫の騎士になりたい、という実に困った願望の持ち主なのだった。小さな声で、サンドリオンが突っ込む。

「バッカス。こいつは男だぜ」

　バッカスは、はっ！　とした顔になり、すかさず立ちあがる。

「そうだった、な。うむ。なぜか反射的に……、修行が足りんな」

「修行というより、根本的に脳の容量が足りてないんじゃないのか？」

　冷たい声でカリンが言った。バッカスの顔が赤くなる。

「おい貴様！　考えてみりゃ、オレはお前の上官だぞ！　その口のきき方はなんだッ！」

　バッカスが怒鳴りつけたが、カリンはぴくりとも表情を変えない。すでにこのバッカスをナメきっているのだった。

　カリンは無言でバッカスを見つめた。その目がどうにも冷たい。というか、そこらの野良犬でも見るような、感情のこもっていない目だった。しばし、妙な沈黙が流れた。そのうちにバッカスはたまらなくなったらしい。はぁ、と深呼吸すると、再び跪いた。

「お仕えさせてくださいッ！」

「だから、こいつは男だってばよ」

　サンドリオンが、せつない声で呟つぶやく。

「は！　いかん、なんてことだ……。つい、身体からだが動いちまう」

「お前は友達だけど、たまに死んだほうがいいと思うときがあるな」

　次にナルシスが、悩ましげに首を振って言った。

「なるほど……。きみが入隊するとなると、我が魔法衛え士じ隊たいはトリステインきっての美び貌ぼうを二人も集めることになるんだな。もちろん一番はボク。二番はきみな」

「何番でもいい」

「とにかく！　そういうことなら、きみはオレたちの仲間というわけだな！　これからもよろしく頼むぜ！　少年ッ！」

　豪快に笑いながら、バッカスは肩に手を回してきた。昨日、あれだけ風魔法で吹き飛ばしたのに、すっかり忘れたような態度だった。

「昨日の今日なのに、随分と変わり身が早いな……」

「なに、強いやつは歓迎さ！　だって、戦争や決闘のときに頼りになるからな！　お前の風魔法はたいしたもんだ！　オレはびっくりしたぜ！」

　なるほど、根は単純でいいやつらしい。足りてないけど。カリンは、バッカスへの評価を少し改めることにした。

「ほんとに男にしておくのがもったいないほどの美少年だ。お前が女だったら、もう、速攻で仕えていたのになあ！　神さまってやつはもう、どうしてこう皮肉なことをするんだろうなあ！」

　そう言って、妙に熱っぽい目で自分を見つめた。足りない大男にそんな目で見られるのがたまらなく不快で、カリンは軽い殺意を覚えた。

　次は、ナルシスだった。

「二番」

「何がだ」

「美貌」

「何番でもいいって言ったじゃないか」

　そう言うと、ナルシスは悔しそうに首を振る。

　こいつもどうやら、根は単純らしい。

　ちらりとサンドリオンのほうを見ると、いつの間にか離れた場所で他ほかの隊員と和なごやかに談笑している。なんだかその如才のない態度に、カリンはまたもやむかっ腹を立てた。

“〝手加減した”〟

　とにかくもう、それだけで、サンドリオンのすべてが許せないカリンだった。

　しかし……、こうして見回すと、屋敷の広間は隊員たちでごった返していた。隊員が減ったというのに、なんでここにはこんなに人がいるのだろう。一応は近この衛え隊たいなのだから、お城に勤めたり、何か任務を帯びて外に出ているのが普通なんじゃないだろうか。

「人が多いな」

　そう呟つぶやくと、バッカスが笑いながら言った。

「まあ、なんにもすることがないからな。ここで時間を潰つぶすしかないのさ」

「仕事がいろいろあるんじゃないのか？　陛下の警護を務めたり……、とか」

「人が減ったおかげでな、護衛の任務も解かれてしまったのだよ」と、ナルシスがため息混じりに言った。

「なんだって？」

　近この衛え隊たいなのに、王さまの護衛はしなくていい、と言われたらしい。ほんとに大丈夫なのか。つまり、本来なら宮殿づとめをしているはずの隊員たちは、仕事がないのでこの屋敷にたむろっているようだ。

　そりゃ、ごった返すはずだわ、とカリンは独りごちた。

「じゃあ、陛下の護衛は、誰だれがやってるんだ？」

　すると、ナルシスとバッカスの顔が、いかついものへと変化した。

「……エスターシュ大公の親衛隊さ」

　なるほど、あの純白のユニコーン一角獣隊は、陛下の護衛を勤めているのか……。確かに、王さまの護衛を務めるのにふさわしい陣容だった。

　やっぱり、そちらに入りたかったなあ、とぼんやりとしていると、

「なんだお前、あっちがよかったって顔だな」と、バッカスに突っ込まれた。

「そ、そんなことはないよ」と、軽く慌てた調子で言うと、

「なに、あんなの、見た目だけだよ」と、ナルシスがわかったようなことを言った。

「それはきみだろうが」

「とまあ、そんなわけで、オレたちは一日中暇を潰しているってわけさ。あー、何か面白いことないかなあ」

「ほんとに暇なんだな」

　と、カリンはやるせない気持ちで呟つぶやくのだった。



　しかし、暇なのは正騎士の隊員だけで、見習いのカリンには様々な雑用が待っていた。まずは、屋敷の裏にあった厩きゆう舎しやにつながれていた騎乗用の幻獣の世話である。

　魔法衛え士じ隊たいの隊員たちは、それぞれ騎乗用の幻獣を持っている。マンティコア、ヒポグリフ、そしてグリフォン……。自分の使い魔にしている隊員のものなら、それほど手間はかからないのだが、普通の騎乗用のがもう、最悪だった。

　なにせこちらの言うことはきかないし、間近で見ると凶暴な面構えで怖いのなんのって。餌えさの屑くず肉にくを持っていくと、ギャンギャンわめいてカリンごと噛かみ千切ってしまいそうだった。

　餌のあとは厩舎の掃除だ。じゃれているのかどうか知らないが、カリンがそばによると幻獣たちは舐なめてきたり、爪つめで引っかいてきたり、さらには噛んでこようとしたりで散々だった。

　とにかくこいつらの世話がもう、大変だった。カリンはまだ使い魔を召喚していなかったが、こんな大物を呼び出したりした日には大変だ。肉代だけでも相当な額になるだろう。そりゃ見習いには年金が出ないはずだわ、とカリンは思った。

　幻獣の世話が終わると、今度は屋敷の掃除だった。

　仕事の間、ずっと自分一人だったので、他ほかに見習いはいないのですかと隊長代理のヴィヴィアンに尋ねたら、そうだと返された。

　どうやら、見習いの厳しい生活に耐えられず、すぐにやめてしまうらしい。その上、魔法衛え士じ隊たいの現状は見ての通り。

　ほんとに、とんでもないときに入ってしまったようだ。



　さて、夕方……。

　クタクタになって、サンドリオンの部屋に帰ってきたカリンには、さらなる仕事が待っていた。

　家事全般である。

　着替えのときは部屋を出て行く、という条件と引き換えにのんだのだから、それはしかたなかったが、いざ始めてみるとちょっと割に合わない取引だったかも……、と後悔する羽目になった。

　何せ、男の一人暮らしである。居間はそれほどではなかったが、寝室がひどいことになっていた。まず、ベッドと壁の隙すき間まに、洗濯物の山ができていた。

　触るのもイヤだったが必死に耐え、建物の裏にある、共同の水みず汲くみ場まで洗濯物を運んだ。といっても、洗濯などしたことがないのでどうやればいいのかよくわからない。貧乏貴族といえど、召使の数人は雇っていた。

　とにかく桶おけに水を張り、そこに洗濯物をぶち込む。そして、十分に水を吸ったところで絞り上げた。よくわからないが、こんなものだろう。

　そんな作業を繰り返していると、とんでもないものが出てきて、カリンは思い切り目を吊つりあげた。それをタオルで包んで部屋に駆け戻り、椅い子すに腰掛けて本を読んでいたサンドリオンに突きつけた。

「おいッ！　貴様！　これはいったいなんだッ！」

　サンドリオンはちらっとカリンを見つめ、

「ああ。下着だろ」と、何気ない声で言った。

「ぼくにこんなものを洗わせるなッ！」

　カリンはパンツをサンドリオンに投げつける。サンドリオンは顔に張りついたパンツを取ると、うんざりした声で言った。

「そりゃ、下着だってあるだろうが。洗濯物なんだから」

「洗えるかッ！　そんなものッ！　というか触るのだってイヤだ！」

「おれは条件をのんだんだ。貴族なら、約束は守れ」

　そう言われてはグゥの音も出ない。カリンはすごすごとパンツを抱えて引き返す。だが、さすがに素手でこんなものは洗えない。

　カリンは、風魔法を唱えると、水の中に打ち込んだ。すると、ばっしゃんばっしゃんと派手な音を立てて洗濯物が攪かく拌はんされた。

　回る洗濯物を見ていると、イライラがつのる。なんでこのわたしが！　カリーヌ・デジレ・ド・マイヤールが！　あんなやつのパンツを洗わなくっちゃいけないのよ！

　て、手加減したくせにッ！

　し、しし、神聖な決闘に泥を塗ぬったくせにッ！

　わ、わわ、わわわ、わたしのプライドを、ど、どうにかしたくせにッ！

「なによ！　年上ぶってッ！　わたしより四つばかり年上なだけじゃないのッ！」

　そう怒鳴ってみたが、イライラはおさまらない。むしろ募っていく。カリンのイライラはオーラとなり、風となって吹き荒れ、桶おけの中は吹き荒れる嵐を突っ込んだようになった。

「わ」

　慌てて呪じゆ文もんを弱めてみたが、時すでに遅し。

　一枚のシャツが、ビリビリに破けてしまっていた。



「シャツが破れた。でも、ぼくは悪くない。ボロいのがいけない」

　と、ふて腐れた顔で報告すると、サンドリオンは顔色を変えた。

「どのシャツだ？」

　その剣幕に、カリンはたじろいだ。眠そうな目に、光が宿っている。

「……これだ」

　憮ぶ然ぜんとしながら破ったシャツを見せると、サンドリオンの顔がほっとしたようになった。

「そうか。気をつけてくれよ」

　そして、立ち上がるとクローゼットに近づき、中を改める。一枚のシャツを取り出した。なんの変哲もない、ただの白いシャツだったが、サンドリオンはそれをしばし愛いとしそうに眺めた。

　そのとき……、サンドリオンのぼんやりとした瞳ひとみに、何か暖かいものが感じられたような気がして、カリンは目を見開いた。

「…………」

　しばらくシャツを眺めたあと、サンドリオンはシャツを再びクローゼットに戻した。

「ここのシャツは洗濯しないでいい。どうせ着ないから」

「わ、わかった」

　サンドリオンは再び椅い子すに腰掛けると、本を読み始める。することがなくなったカリンは、藁わら束たばの上にちょこんと座り込むと、サンドリオンを観察した。

　いったい、このぼんやりとした男のどこに、あれだけの腕前が隠されているのだろう？

　このサンドリオン、どうやら、かなりの読書家らしい。居間には、大きな本棚が三つもあって、難しそうな本がぎっしりと詰まっている。

　本棚が並ぶ向かいの壁には暖炉が置かれ、その上には一本の杖つえが飾られていた。拵こしらえから察するに、かなり旧ふるく、また高価なものとうかがい知れた。

　その下で本を読むサンドリオンは、なんだかまるで学者のように見えた。だが、杖を取っても一流の使い手である。あの決闘の夜、カリンはそれを身体からだで理解した。田舎には、あれほどの鮮やかな使い手はいなかった。

　まさに文武両道の貴族の鑑かがみ……。

　黙っているサンドリオンは、そんな雰囲気を漂わせていた。それなのに、こんな床板がきしむようなボロ部屋で生活している。

　いったい、こいつは何者なんだろう？

　と、カリンは疑問に思うのだった。



　一週間ほど過ぎると、カリンはサンドリオンとの生活にも少しずつ慣れてきた。いろいろと必要なものも、少しだったが手に入れた。

　まずは寝巻き。

　持ち金を節約したかったので、カリンはしかたなしに、サンドリオンの肌着を一枚拝借した。自分と比べると、サンドリオンの肌着はかなり大きいので、着込むと寝巻きのようにも見える。こんな憎たらしい男の肌着を身につけるなんてイヤだったが、他ほかになにもないのだからしかたない。

　そして椅い子す。

　これは、ジェーヴル殿の屋敷でいらなくなったものをもらってきた。野外でも使えるように作られた、折りたたみ式の小さなものだった。おそらくは戦場で使うためのものだろう。だが、身体の小さいカリンは、それで十分だった。

　そして、同居人であるサンドリオンの性格も、少しずつわかってきた。

　基本、この男は他人にあまり興味がないらしく、カリンがおとなしく家事を行っているうちは、何も言わなかった。約束通り、着替えのときには別の部屋に行くようにしてくれた。

　カリンは、サンドリオンのそんな無関心さに感謝した。余計な詮せん索さくをしてこないのが一番である。

　だが、大きな不満が三つほどあった。

　まずは食事について。

　カリンは育ち盛りなので、できればいいものが食べたい。だが、この家の食事といえば、硬いパンと豆のスープのみ。それがもう、延々と続くのだった。何かのいじめかいびりかとも思ったが、サンドリオンも同じものを食べている。一度、その理由を聞いたら、シンプルな答えが返ってきた。

「金がない」

　なるほど、この部屋のどこを見回してみても金目のものなんかない。

　それはそれで、納得するしかなかった。

　そして二つ目は酒。

　サンドリオンは、大体いつも本を読んでいるのだが、そのうちに、ついっとテーブルの上のグラスに手が伸びる。

　そして、中の液体をぐい、と喉のどに流し込む。

　本を読んでいる間、その動作を延々と繰り返すのだった。

　ワインじゃなく、相当強いリキュールだった。ヨルヨモギの葉を使って作られた強いシロモノらしく、独特の香りと色がついていた。

　とにかくサンドリオンはその強い酒を、まるで水でも飲むようにぐいぐいとやるのである。戸棚にはその銘柄のビンが山のように並び、壁際には空ビンがいくつも転がっていた。

　この前、酒場で見たときも、そんな風に大量に酒を流し込んでいた。

　楽しい飲み方ではない。飲めば飲むほど、まるでこの世の終わりがくるかのように、むっつりと押し黙り、悩ましげにこめかみの辺りを親指でぐりぐりやるのである。

　酔っ払いというものは、陽気なものだと思っていたカリンには、このような飲み方をするサンドリオンが珍しかった。

　じっと見ていると、サンドリオンはカリンの視線に気づき、顔をあげる。

「どうした？」

「食糧を買う金はなくっても、酒を買う金はあるんだな」

「ああ、こいつは必需品だからな」

　逆だろう、と思ったが、そんな突っ込みは百も承知なのだろう。要は酒なしではいられない、ということだ。

「随分飲むんだな」

「そうだな」

　サンドリオンは素直に相あい槌づちを打った。

「酒が好きなようだな」

「まあね」

　あまり好きではないような言い方だった。

　そして……、そのうちに肘ひじをテーブルについてウトウトとし始める。居間で眠られては困るので、カリンは肩を貸すと、サンドリオンを寝室まで運んでやるのだった。

　そのたびに、なんでわたしはこんなヤツに後れをとったんだろうと、悔しさでいっぱいになるのだった。

　さて、不満の最後の一つは……、その態度だった。

　サンドリオンは、まったくカリンに無関心だった。初めのころは多少叱しかられもしたが、そのうちに諦あきらめたのか、何も言ってこなくなった。

　どうやら、子供のすることと思って、相手にしていないらしい。もう、そんな態度が何より許せないカリンは、やきもきすることしきり。

　女だとバレる心配が少なくなったので、文句を言う筋合いではないのだが、やっぱり頭にくる。こんなアル中にさえ、半人前扱いだなんて！　と、カリンは情けないやら悔しいやらで、胸がいっぱいになるのだった。



　さて、そんなある日……。

　いつものように酔いつぶれたサンドリオンをベッドに横たえると、すっとカリンの手を握ってきた。

「んな！」

　カリンは、一瞬どきっとした。まるで恋人の手を握るような、そんな優しい握り方だったからだ。というか異性に手を握られるなんて初めてで、喉のどから心臓が飛び出そうになった。

　だが、どうやら酔って寝ぼけていただけのようで、すぐにその手から力が抜ける。こいつめ……、とカリンは怒りで震えた。

　乙女の手を気安く握るとは何事か！

　殴ってやろうかと考えたが、せっかく詮せん索さくをしてこなくなったのだ。どうしてそのぐらいで怒るのだ、という質問はごめんこうむりたい。

　さて、居間に戻ろうとしたとき……。

「……ーヌ」

　何か、ぽつりとサンドリオンは呟つぶやいた。そして、そのまま寝息を立て始める。

「…………」

　き、気のせいだろうか？

　今一瞬、サンドリオンが自分の本名を呟いたような気がした。

　まさか……。サンドリオンが、自分の名前を知るはずはない。こいつの前で、“〝カリーヌ”〟という名前は、一度も口にしていない。

　カリンはじっとそんなサンドリオンの寝顔を見つめた。凛り々りしくも、線の細い顔立ち……。老けて見えるが、十九歳だという。

　いったい、彼はどうしてあんなに酒を飲むんだろう。

　そんな疑問が頭をよぎった。

　なにか理由があるんだろうか。その、どことなく厭えん世せい的てきな雰囲気も、それが関係しているんだろうか。

　まあ、考えるだけ無駄だ。そんなのどうだっていい。

　カリンは、ごそごそと藁わら束たばのベッドの中にもぐりこむ。ああ、これが憧あこがれていた騎士の暮らしなんだろうか……、と、少しせつなくなった。

　当たり前なのだが、誰だれも自分に優しくない。厳しく、面倒なことばかり押しつけられる。毎日雑用ばかりで、修行をする暇いとまもない。

　おそらくは、これがずっと毎日続くのだ。気の休まる日もなく……。

　温かい故郷の我が家のことが、脳裏に浮かんだ。優しい両親。楽しい兄弟たち……。思わず泣きそうになってしまい、カリンはぎゅっとほっぺを指でつまんだ。

　泣いてなんかいられない。

　自分は騎士になると決めて、田舎から出てきたのだから。キラキラと光る衣装を纏まとい、立派な幻獣に跨またがった己の姿を想像する。なぜかその格好は、この前見たユニコーン一角獣隊だった。やっぱり、入るならあっちだったかな……、と思う。

　ああ、早いところ、何か手柄をあげたい。

　そうじゃなければ、決闘でもして名をあげたい！

　騎士になれば、このサンドリオンも自分を子供と思わなくなるだろう。そのときこそ、全力をあげてこいつを負かしてやる。サンドリオンの悔しがる顔を想像して、カリンはほくそえむ。

　だが……、毎日は単調に過ぎていく。

　手柄を立てるチャンスも、名をあげられるような事件も、何も起こらない。

　このままずっと、わたしここでくすぶるのかしら……、とカリンはせつなくなった。



　しかし、そのチャンスは意外に早くやってきたのである。



    

  
    
      


第五章　四対四の決闘





　いつものようにジェーヴル殿の屋敷で務めを終え、広間で休憩していると、ほくほくした顔のバッカスとナルシスが現れた。幸せでいっぱい、といった顔である。

「随分とご機嫌じゃないか」

「そりゃそうさ！　今日はなにせ、年金が出る日だからな！」

　正騎士たちには、その肩書きに合わせて王宮から年金が支払われる。その年金を十二分割した額を、毎月決まった日に受け取るのが決まりなのだが、今日がその支給日らしい。

「というわけで、今から酒を飲みに行くんだが、きみも来るか？　サンドリオンもいっしょだぜ」

　そこにサンドリオンがやってきた。

「こいつはダメだ」

　言下に否定され、カリンはこぶしを握り締めた。

「どうしてだよ？」とバッカスが怪け訝げんな顔で問うと、

「酒には早い」と、にべもない調子でサンドリオン。

「ボクなんか九つのときには、一日一瓶はあけてたぜ」

「たまには息抜きしないと、彼だって参ってしまうじゃないか」

　バッカスとナルシスがとりなすように言ってくれたので、カリンは胸をそらせた。

　ちらっとサンドリオンはカリンを見つめ、しょうがないな、と言った。その言葉でカリンは嬉うれしくなった。やっとちゃんとしたご飯が食べられる！

　この一週間、カリンが口にしたものといえば、硬くなったパンと豆のスープ。そしてわずかな干し肉と、レタスに林りん檎ご。それだけだった。別にサンドリオンが食事を区別したわけではない。彼は酒以外はあまり興味がないので、毎日代わり映えのしないものを口に運んでいたのである。

　田舎にいるときは、それなりにまともなものを食べていただけに、これは厳しかった。

　やっとちゃんとしたものが食べられる！　思わず笑みがこぼれた。



　カリンと三人がやってきたのは、この前カリンが訪れた『そよ風』亭であった。ドラギニャン殿の屋敷だった場所である。

　どうやらバッカスがここに執心らしく、しきりに料理を褒ほめちぎった。

「ここのムール貝が素晴らしいんだ。北東海から、氷の魔法で運んでくるらしい。ワインで蒸してあって、舌がとろけそうになるんだぜ」

　テーブルに案内され、四人は腰掛けた。すぐに件くだんの料理が運ばれてくる。

「ほら、カリン。きみも食べてみろ」

　バッカスはそう言って、カリンに勧めてくれた。

　一口食べてみてびっくり。なるほど、舌がとろけそうになるほどにうまい。ニンニクと潮の香りが入り混じって、まさに絶品だった。

「おいしい！」思わずそう叫ぶと、ナルシスが笑みを浮かべた。

「さてはサンドリオンのやつ、ロクなものを食わせてないな？」

「こいつは酒にしか興味がないんだ。変なやつさ」

　ちらとサンドリオンを見ると、なるほど料理には手をつけずに、相変わらず黙々と酒を飲んでいる。ムール貝こんなにおいしいのに！　と、カリンは呆あきれた。

　バッカスが一息にワインを飲み干し、豪快に笑った。

「おまけに、女嫌いときたもんだ。女と美食。その人生最大の喜びを堪たん能のうしないなんて、まったく信じられんやつだ！」

　そう言われても、サンドリオンはどこ吹く風だった。

　さて、酒が入ってくると、席はだんだんと楽しいものになっていった。

　バッカスは豪快に笑いながら、自慢話をおっぱじめる。内容は、どこそこの誰だれと決闘して勝ったとか、何人もの貴族を相手に暴れただの、そんなことばかり。中には有名な貴族の名前もあったので、カリンは驚いた。

　ナルシスも負けてはいない。こちらの自慢話は、色恋だった。どこそこの奥方に言い寄られただの、どこそこの令嬢と一夜を共にしただの、とにかくもう、聞いているだけでめまいがしそうな話ばかりだった。

　二人は一通り話し終えると、サンドリオンに感想を求める。すると決まってサンドリオンは「すごいじゃないか。たいしたもんだ」と、短く言ってやるのだった。もうそれで二人は上機嫌。ますます口が回っていくのだった。

　こっそりとカリンは、サンドリオンに尋ねてみた。

「あの二人の話、ほんとか？」

　するとサンドリオンは、小さな声で種明かしをしてくれた。

「まあ、“〝侯爵伯爵”〟をその辺のごろつき、“〝公爵夫人や令嬢”〟を、その辺の街女と変えれば、だいたいあたっているな」

　なるほど、随分と尾ひれがついているらしい。でも、二人とも楽しそうな声で話すので、内容はともかくカリンも徐々に楽しくなってきた。

「どうだカリン！　オレは強いだろう！」

「変態だけどな」

「カリン、これでわかっただろう？　このボクが魔法衛え士じ隊たいきっての色男ということが」

「趣味は悪いけどな」

　悪口で相あい槌づちを打ったが、二人とも酔っているので気づかない。そうかそうかお前はいいやつだなと言って、カリンに料理を勧めてくれる。というか人の話なんか聞いていないんだろう。これ幸いと、カリンはしこたま料理を腹に詰め込んだ。

「なんできみたちは仲がいいんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　カリンはちょっと疑問に思ったことを尋ねてみた。こうして見ると、三人はそれぞれ性格も容姿もまったく違うのに、まるで兄弟のように仲がいい。

「なんでかウマが合うのさ」と、バッカスが言った。

「初めは、お互いなんてイヤなやつだと思ったんだけどなあ」

　それからカリンは、二人の年齢を聞いた。驚いたことに二人とも二十歳前で、十八だという。

　ナルシスはともかく、バッカスは十八には見えなかった。そのことを正直に言うと、そりゃあくぐってきた修羅場が違うからな！　と胸を張った。

　さて、そんな風に楽しく食事をしているときだった。扉が開いて、純白の衣装に身を包んだ、きらびやかな騎士の四人組が姿を見せたのである。

　ほへー、とカリンはその姿を見つめた。すぐに、いつか見たユニコーン一角獣隊だと気づく。こうして見ても、なんとも立派ないでたちだった。

　魔法衛え士じ隊たいの隊員が、漆黒のマント以外はバラバラな格好に対し、白いサーコートで統一したその姿は、まるで絵の中から抜け出てきたようだ。杖つえは、宝石や銀鎖を使って編みこんだ鞘さやに収まっている。うっとりとカリンはその姿を見つめた。だが、バッカスとナルシスは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

　どうしたんだろう？　と思っていると、席についたユニコーン親衛隊の一人が口を開いた。

「おい。なんだか、店内が臭くさくないか？」

　まだ若い男だった。カリンたちとそう年は変わらないように見える。すると他ほかの騎士も、その言葉に頷うなずいた。

「そうだな。なんだかかび臭いにおいがしやがる」

　店の主人がすっ飛んでいって、騎士に頭を下げた。

「手前どもには、何もにおいませんが……、何か粗相がありましたら、平にご容赦くださいますよう」

「なに、店の落ち度ではない。客の一部が問題なのだ」

　その一言でバッカスが顔色を変える。うぬ、と呟つぶやいて立ち上がろうとしたが、サンドリオンにいさめられた。

「相手にするな」

「いや、だがな……」

　どうやら空気がおかしいことに、カリンは気づいた。

「当店のお客様は、みな立派なおかたでございますが……」

　汗をぬぐいながら、店主は言った。どうやらユニコーン親衛隊の客は上客なのだろう。だが、他の客も怒らせるわけにはいかない。困った顔でおろおろとするばかり。

「立派？　そうかもしれないな。陛下の護衛任務を外されてなお、堂々と外を歩けるなんて、これ以上立派なことはないな」

　ナルシスも手を杖つえにかけ、立ち上がろうとした。だが、やはりサンドリオンにいさめられる。

「ほっておけ」

「でも、でもだな！　ああまで言われて、引っ込んでいられるか！」

　しかし、サンドリオンは涼しい顔で言い放った。

「ヴィヴィー殿に言われているだろう？　自重しろと。おれたちはこないだ、ゲルマニア人とやりあったばかりじゃないか」

　なるほど。どうやら魔法衛え士じ隊たいと、エスターシュ大公の親衛隊であるユニコーン一角獣隊は仲が悪いようだ。そういえば、ユニコーン隊は、陛下の護衛をも務めるようになったというではないか。それが理由で、どうやら魔法衛士隊は散々バカにされているらしい。

「見たまえ！　あの真っ黒のマントを。昔はあのマントに憧あこがれた貴族がいたというから驚きだ！　まるでカラスのようじゃないか！」

　カリンは頭に来た。なによ、ユニコーン親衛隊だなんていっても、かっこいいのは名前だけじゃないの……、と思ったが、もちろん面と向かって文句を言う勇気はない。

　そのうちにユニコーン親衛隊は調子に乗り始めたらしい。店主に向かって、

「おい。あの連中を店からつまみ出せ。飯がまずくてかなわん」

　こちらも貴族、あちらも貴族では、店主にはもう、どうにもならない。

「それはもう、ほんとうにご勘弁くださいませ」とぺこぺこ頭を下げた。それがどうにも気に入らなかった様子で、騎士の一人が店主を足あし蹴げにした。店内に派手な音が響く。

　もう我慢できない。

　カリンは、すばやく左の掌てのひらに“〝勇気”〟と書くと、それを飲み込む仕草をしてみせた。すかさず立ち上がり、指を突きつけてカリンは怒鳴る。

「お前たちはそれでも貴族かッ！」

「なんだこいつは」カリンを見て、騎士たちは怪け訝げんな顔になった。

「おい、カリン。やめろ」

「なんで止めるんだ！　きみは悔しくないのか？　ああまでバカにされてるんだぞ！」

　するとサンドリオンは、困ったように言い放つ。

「今度やったら、さらに減棒だ」

「今だって十分貧乏じゃないか。何をいまさら言ってるんだ」

　カリンがそう言うと、サンドリオンは真顔で言った。

「酒が飲めなくなる」

　カリンは、そんなサンドリオンに呆あきれた。

「貴様というやつは！　酒のことしか頭にないのか！」

　カリンはサンドリオンの手を振り払い、目の前で冷笑する騎士たちをはっしとにらみつけた。

　こいつらが、かっこいいなんて思っていたユニコーン隊？　幻滅が激しい怒りに変わっていた。わたしはこんな連中を素敵だなんて思っていたのか！　こんな騎士の風上にもおけないようなやつらに！

「なんだあいつは？」

「子供じゃないか」

「とうとう、子供まで入れるようになったのか！　魔法衛え士じ隊たいもいよいよ終わりだな！」

　騎士たちは大声で笑い始めた。

　カリンの顔色が変わる。目に鋭い光が宿り、小刻みに震え始めた。身体からだの回りの空気が動き、風となってカリンの身体を包む。

「なんだ。直接言うのが怖いのか？　だろうな。お前たちは卑ひ怯きよう者ものだからな。遠くでこそこそと陰口を言うのが似合いの、女の腐ったような連中だからな！」

“〝卑怯者”〟

　その言葉で笑い声がやんだ。

　店主は、もうどうしようもないと踏んだのか、奥へと逃げ出していく。食事をとっていた客も、そのただならぬ様子に、黙りこくる。

　一人の男が立ち上がる。バッカスほどではないが、かなりの偉丈夫だった。まるで槍やりのような大きな杖つえを小こ脇わきに抱えていた。まるで蛇のような、のっぺりとした顔の男だった。

「おや、子供の後ろにいるのはお前たちか。久しぶりじゃないか」

「おい、あいつはアンジェロだぜ」バッカスが言った。

「ほんとだ」ナルシスが、驚いたような顔になった。

「誰だれだ？　そいつは」

　カリンが尋ねると、バッカスが教えてくれた。

「昔、ウチの隊にいたやつだ。あまりにめちゃくちゃだったから、隊を追い出されたんだが……。ユニコーン一角獣隊にもぐりこんだのか。要領のいいやつだな」

「じゃあ、裏切りものだな」

「でも、あいつは強いぞ。気をつけろ」

　カリンの目が、ますます吊つりあがる。

「まったく、魔法衛士隊もおしまいだな！　お前たちのようなバカどもと、そんな子供しか残っていないようでは、解隊もやむをえまいて！」

　がっはっは、と再び騎士たちは笑い転げた。

「黙れ裏切りもの。お前はろくでもない罰当たりだな」

　カリンの手が、とうとう杖にかかった。

「おい。それを抜いたら、子供とて容赦はせぬぞ」

　しん、と静まり返った店内に、騎士の声が響いた。

　サンドリオンが、カリンの腕をつかむ。

「そこまでだ。カリン」

「離せ！」

　暴れようとするカリンを、サンドリオンは抑えようとした。だが、その手が押さえられる。

「止めるなサンドリオン。こいつが正しい。あいつらはどうにも許せん」

　バッカスだった。ナルシスも立ち上がると、杖つえに手をかけた。

「減棒なんかより、我慢できないことがあるんだぜ」

「ぼくは、貴様たちに決闘を申し込む」カリンは杖を抜き放った。

　客や店員たちは、一瞬恐怖を忘れ、その堂々としたさまに見入ってしまった。その姿は凛り々りしく、また美しかった。

　バッカスとナルシスが、一歩前に進み出て、そんなカリンの左右に並ぶ。

「オレも決闘を申し込む」

「ボクもだ」

　ユニコーン一角獣親衛隊の連中は、一斉に立ち上がった。

「こちらも四人。そちらも四人。数はそろっているな。よかろう。お相手しようじゃないか」

　しかたない、といった顔でサンドリオンも立ち上がる。

「まったく……、またヴィヴィー殿に叱しかられるぞ」



　魔法衛え士じ隊たいとユニコーン親衛隊の面々がやってきたのは、この前と同じセント・クリスト寺院の前庭だった。この時間になると、ほとんど人が来ない、決闘にはうってつけの場所である。

　四人は十五メイルほどの距離をおいて対たい峙じした。

　すでにバッカス、ナルシス、カリンの三人はやる気まんまんで、ユニコーン親衛隊の連中をにらみつけていた。

　サンドリオンは浮かない顔で、ちょっと後ろで腕を組んでいた。

「さてと。では、始めるか。言っておくが、決闘を申し込んできたのはそちらだからな。命を落とそうが、自業自得というものだ」アンジェロが言った。

　すっとカリンが前に出いでて、言い放つ。

「御ご託たくはいいから。かかってこい」

「随分と威勢のいい子供だな。少しこらしめてやらんといかん、と言いたいところだが……、おれの相手はそこのお前！　サンドリオンだ！」

　後ろでつまらなそうな顔をしていたサンドリオンに、アンジェロは杖を突きつけた。

「昔から、おれはお前のことが気に入らなかったんだ。澄ました顔をしやがって！　今日という今日は、貴様を冥めい土どに送ってやる」そう言うと、槍やりのような杖を引き抜いた。

　しょうがない、と呟つぶやいて前に出ようとしたサンドリオンをカリンは制した。

「ん？」

「貴様の相手はこのぼくだ！」

「おい、お前じゃ相手にならん」

　サンドリオンが言ったが、カリンは杖つえを構えると、真っ先に飛び出していった。勇気の魔法のおかげで、無敵感がカリンを包んでいた。このアンジェロをやっつければ、サンドリオンだって自分のことを子ども扱いしなくなるだろう。

「よし！　カリンに続け！」

　バッカスとナルシスもあとに続く。

　アンジェロは、うぬ、と呟つぶやくと、カリンに向けて杖を振る。大きな空気の塊が杖の先から吹き出て、カリンを包もうとした。

　だが、カリンは一瞬で飛び上がると、頭上から“〝ブレイド”〟をかけた杖で躍りかかる。

「身の軽いやつめ！」

　すさまじいほどの勢いで、カリンは攻撃を繰り出してくるので、アンジェロは身動きが取れなくなった。

　バッカスとナルシスも、それぞれ相手と杖を交わし始めた。

　派手な立ち回りが始まった。

　やれやれと、サンドリオンも杖を抜くと、自分の相手と対たい峙じした。サンドリオンの相手は、なんだか精気のない顔をした若い男だった。

　その男は、名乗りもせずにいきなり魔法を放ってきた。自分と同じ、水魔法だった。水のない、このような場所で水の力を得ようと思ったら、空気中の水蒸気を使うしかない。

　何本もの氷の矢が、自分めがけて飛んでくる。サンドリオンは、めんどくさそうに“〝ブレイド”〟を唱えると、その矢をすばやい動きで叩たたき落とす。

　一番初めに、勝負をつけたのは土魔法が得意なナルシスだった。

　相手は同じ“〝土”〟使いらしく、地面の土が盛り上がり、何体ものゴーレムが現れる。ナルシスは笑みを浮かべると、やはり同じように“〝クリエイト・ゴーレム”〟を唱えた。

　だが、彼のゴーレムは“〝土”〟ではなかった。

　ぴかぴかと金色に光るゴーレムが現れる。

「ゴールドレディ！　あいつをやっつけろ！」

　身長三メイルほどの、貴婦人のかたちをしたゴーレムは、手にした扇おうぎでもって、土のゴーレムをかたっぱしからバラバラにしていく。

　自分のゴーレムが全滅した相手は、あっというまに手をあげた。降参である。

「あっはっは！　どうだい！　ぼくのゴールドレディは！　純金の貴婦人さ！」

　次に勝負をつけたのはサンドリオンだった。彼は笑うナルシスに向かって、口の中で『おいおい、何がゴールドだ。……真しん鍮ちゆうじゃないか』と突っ込むと、“〝ブレイド”〟で相手めがけて突っ込んでいく。相手も同じように“〝ブレイド”〟を唱え、応戦しようとした。

　だが、“〝ブレイド”〟の名手であるサンドリオンはわずか三手で相手を追い詰めた。このまま、なんなく勝てるはずだったのだが……。

　詰みの前の一手、サンドリオンはフェイントのための突きを胴に繰り出した。相手の技量なら、杖つえで防げる突きだった。その腕を狙ねらって、払う。

　それで勝負がつくはずだった。

　だが、驚いたことに相手は、サンドリオンの突きに対し、防御もせずに身体からだを前のめりにさせたのである。

「ば、ばか野郎！」

　サンドリオンの突きは相手の胸に吸い込まれた。

　そして、心臓を深々とえぐる。致命傷だ。

“〝くそ、やっちまった”〟

　そう思った、その瞬間だった。相手はまったく顔色を変えずに、杖を振ってきた。

「な？」

　サンドリオンは咄とつ嗟さにかわす。その騎士は、胸にぽっかりと穴を開けたまま駆け出すと闇やみ夜よへと消えた。

「……なんなんだ？　あいつは」

　間違いなく、自分の杖はあいつの心臓をえぐった。それなのに、平気な顔で攻撃してきた。身体の組成を司つかさどる魔法の多い、“〝水”〟魔法にだって、あんなことは不可能だ。

　サンドリオンは、自分が見たものが信じられずに、呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

　次に勝負をつけたのはバッカスだった。彼の相手も、同じ“〝火”〟使いだった。二人はお互いに火傷やけどだらけになったが、そのうちに相手は耐えきれずに手をあげる。

　腕を組んで、バッカスは相手をにらみつけた。



　最後はカリンだった。なるほどアンジェロは強敵だった。巨体に似合わぬ風魔法を操り、風の刃やいばでカリンを切り裂こうとした。だが、カリンの“〝烈風”〟の強さは常じよう軌きを逸いつしている。風の刃をもなんなく吹き飛ばし、得意の空中戦でアンジェロを翻ほん弄ろうする。

　体中に切り傷をつけられ、そのうちにがっくりとアンジェロは膝ひざをついた。

「もう終わりか？」

　と、カリンが問うたが、アンジェロはそれでも戦おうとした。

「まだまだッ！」

　子供のようなカリンに、してやられたのがよほど悔しいのだろう。目は血走り、強く噛かんだ唇は蒼そう白はくになっていた。

　そこでカリンは勝利を確信し、杖に“〝ブレイド”〟を纏まとわりつかせ、突進した。だが、そこにカリンのミスがあった。

「んなッ！」

　カリンは相手が“〝風”〟使いと油断していた。まさか、いきなり“〝土”〟を使ってくるとは思いもよらなかったのだ。

　地面から伸びた“〝土”〟の手がカリンの足をがっちりとつかんでいた。どうやらアンジェロは、“〝土”〟もそこそこ使いこなすようだった。

「ばかめッ！　貴様のような子供に戦いの駆け引きがわかるかッ！」

　巨大な空気の鎌かまが、自分の首めがけて飛んでくる。

「しまった！」

　その鎌を見ていると、一気に勇気がしぼんでいく。幼いころに落ちそうになった“〝竜の足跡”〟の、深い闇やみとその鎌がダブる。

“〝死ぬ”〟

　その瞬間、ふいっと足が軽くなる。同時に自分の身体からだは抱えあげられ、地面へと横たわっていた。

「ばか！　油断しやがって！」

　サンドリオンだった。

「お前……」

　アンジェロは、なおも攻撃を繰り出そうとしたが、体中からの出血が身体の自由を奪ったようだ。一いつ旦たんは立ち上がったものの、大きく倒れる。

　バッカスとナルシスが歓声をあげた。

「やったな！　カリン！」

「お前、やっぱりたいしたもんだぜ！　アンジェロに勝っちまうなんて！」

　そう言われたものの、カリンは恥ずかしさで唇を噛かんだ。

　またもや、自分は最後の詰めで油断した……。サンドリオンがいなければ、命を落としていたのは自分だった。横目で、ちらっとカリンはサンドリオンを見た。もう、自分に興味を失ったように、考えにふけった顔をしている。

　バッカスとナルシスの相手をつとめた騎士たちが、倒れたアンジェロに駆け寄り、傷の手当てを始めた。どうやら一命は取り留めたようで、なんとかアンジェロは息を吹き返す。

　それでも、自分が年端もいかぬ少年にやられたのが、どうにも信じられないようで、呆ぼう然ぜんとしていた。

　バッカスとナルシスは、相手の杖つえを取り上げると、それを二つにへし折った。悔しげにこちらを見つめる騎士たちに向かって、

「もう二度と、魔法衛え士じ隊たいに向かってふざけた口をきくんじゃないぞ」と言い含める。

　カリンは、悔しさと助けられた気恥ずかしさが入り混じった顔で、サンドリオンに頭を下げた。

「……ありがとう。助かった」

　だが、サンドリオンは心ここにあらぬ様子。そのカリンの言葉でわれに返り、呆然と座り込むアンジェロの元へと駆け寄った。

「おいアンジェロ！」

「……ぐ、なんだ？　おれを笑いにきたのか？」

「違う！　おれの相手をつとめたやつは、なんていうんだ！」

「ああ。ペドロか。なんだあいつ！　逃げちまいやがった！」

「彼は、いったい何者なんだ？」

「さあね。最近隊に入ってきたやつだ。本名かどうかもわからん」

　よくあることだった。家名を汚さぬために、あだ名を名乗る騎士は少なくない。サンドリオンもそうだったし、ナルシスもバッカスもそうだった。サンドリオンは、バッカスとナルシスと仲がよいが、彼らがどこで生まれたのかすら知らない。

　サンドリオンは、ペドロという男が消えたほうを見つめてため息をついた。

「おい。いったいあいつがどうしたっていうんだ」

　怪け訝げんな顔でカリンが尋ねると、

「あいつ。ぐっさりと胸を刺さし貫いたのに……。平気な顔して行っちまいやがった」

「おいおい！　そんなわけあるか！」

「嘘うそじゃない。ほんとだ」

　サンドリオンが、真顔で言うので、三人は顔を見合わせた。バッカスが、ぽん、とサンドリオンの肩を叩たたいて言った。

「疲れてんだよ、お前。おおかた脇わきの下でも抜いたのが、そう見えたんだよ」

「……だいたい、お前はいつも飲みすぎなんだ」

　カリンは、憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

　自分の命を救ったことなんか、なんとも思ってないような態度が癪しやくにさわったのだ。

「違う違う！　そうじゃない！　ほんとだってば！　こう胸のど真ん中をぐっさりやったんだ！」

　慌てて言ったが、誰だれももう聞いてない。

　バッカスとナルシスは、「われら栄誉ある魔法衛え士じ隊たい！　おー！」と肩を組んで大騒ぎを始めた。

「よし！　今から他ほかの隊員を集めて、ボクたちの勝利を報告しようぜ！」

　とナルシスが叫ぶ。バッカスも一も二もなく賛同する。そして、戦利品の杖つえを抱えて歩き出す。カリンも、そのあとに続く。

「おい！　待てよ！　お前ら！」

　と、サンドリオンは慌てて追いかけた。



　その夜……、魔法衛士隊の隊員たちは、久しぶりの景気のいい話に沸わきかえった。誰もが、勝利の味に飢えていたのである。しかも相手は、あの生意気で憎らしいユニコーン一角獣親衛隊だというから、なおさらだった。

　中でも、騎士見習いカリンの活躍は、みんなが喜んだ。あのアンジェロをやっつけたのか！　たいしたもんだ！　と、口々にカリンの勝利を祝い、酒の杯を勧めた。

　こうして、カリンは晴れて魔法衛士隊の仲間たちに受け入れられたのだが……。

　飲んべえのサンドリオンの話は、誰も信じなかった。

　しかたなしにサンドリオンは、一人浮かない顔で黙々と酒を飲むのだった。

　そして……、なぜか今日に限って人を刺さした感触が、サンドリオンに“〝過去”〟を思い出させた。頭の片隅においやっていた“〝あの出来事”〟が、何度も蘇よみがえる。

「くそ」

　そう呟つぶやいて酒を流し込むが、一いつ旦たん浮き上がった記憶は、サンドリオンをさいなんだ。いつしか、サンドリオンは酔いつぶれていた。



　一人ちびちびと酒を飲んでいたカリンは、いつしかサンドリオンが酔いつぶれて店の隅にうずくまっているのを見つけた。

「あいつ……」

　まったく、と、頭が痛くなる。こんな場でさえ、相変わらず一人の世界に閉じこもっている。その顔を見ていると、悔しさがつのる。決闘では手加減をされて、おまけに今日は命まで救われた。

　みなといっしょに、勝利を祝う気持ちにはなれなかった。

　少なくとも、自分だけは今日、負けたのだ……。

“〝勇気”〟を発揮すれば、勝てない相手なんかいないと思っていた。でも、そうじゃない。サンドリオンにも、アンジェロにも勝てなかった。

　こんな自分は、ちゃんと騎士になれるんだろうか……。そんな不安でいっぱいだというのに、サンドリオンときたら酒を飲んでつぶれている。

　カリンはサンドリオンに近づき、その肩を揺さぶった。

「おい。こんなところで寝るやつがいるか。起きろ」

「うう……」

　しかし、サンドリオンは気持ちが悪そうにうめくのみ。

　こんな場所で、吐かれでもしたらみっともないことおびただしい。カリンはサンドリオンを立たせると、

「ほら。外で風に当たろう」

　そう言って連れ出した。



　サンドリオンは酔いで夢うつつの中、過去の記憶の中にいた。

　懐かしい、故郷の森の中……。

　泉のほとりの気に入りの場所で、自分は“〝彼女”〟の膝ひざの上に頭を乗せ、日向ひなたぼっこをしている。長くまばゆい金髪が頬ほおをくすぐり、夢の中のサンドリオンは微笑ほほえんだ。

「ピエール。どうしたの？　くすぐったいの？」

　ピエールというのはサンドリオンの本名だ。過去に捨てた名前……。今はもう、誰だれにも呼ばれることのない名前。

　金髪の女性に向かって、夢の中のサンドリオンは言った。

「カリーヌ、きみの髪がいたずらをするんだ」

“〝カリーヌ”〟

　かつての恋人。

　おれが唯一愛した女性。

　奇くしくもそれは、カリンと名乗る少女の本名だったが、サンドリオンは知る由もない。

　夢で会う彼女は、いつも光に包まれている。おれを天国まで連れていってくれた女。その肌からは、優しい太陽のような暖かい香りがした。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、“〝カリーヌ”〟に優しく慈愛に満ちた目で見つめられると、サンドリオンは何も考えられなくなる。

「あら、いたずらじゃなくて、わざとやっているのよ」

「どうして？」

「あなたが、わたしがここにいることを忘れてしまわないように」

　その一言で、サンドリオンは胸が締めつけられるようだった。手を伸ばすと、“〝カリーヌ”〟は優しく握り返してくる。サンドリオンは、身を起こすと、“〝カリーヌ”〟の唇に自分のそれを近づけた……。



　カリンは、人目のない路地裏へとサンドリオンを運んだ。このように酔ってつぶれた魔法衛え士じ隊たい員の姿をあまり通行人に見せたくはない。これ以上、評判に傷がついたらつまらないではないか。

「ほら。しっかりしろ」

　ぐでんぐでんになっているサンドリオンを、カリンは叱しつ咤たした。まったく……、どうしてこんなになるまで、この男は酒を飲むのだろう？

　あんなに腕が立つのに……。これでは宝の持ち腐れではないか。

　少しは酒をひかえればいいのに、と思っていると、いきなりサンドリオンは何事か呟つぶやいた。

「……ーヌ」

　カリンはどきっとした。

「おい、お前、今なんと言った？」

　さすがに確かめたくなって、カリンは顔を近づけた。桃色の髪が、サンドリオンの頬ほおをくすぐる。

「……カリーヌ」

　今度ははっきりと聞こえた。

　聞き間違いじゃない。やはり、サンドリオンは自分の本名を呼んでいるのだ。なんで？　どうして？　と思うと同時に、鼓動が高鳴る。

「お前、なんでその名前を……」

　そう尋ねると、サンドリオンはいきなりカリンの首をがしっとつかんだ。

「んッ！」

　何が起こったのか、理解するのにしばし時間がかかった。

　どうやらサンドリオンの唇が自分のそれに接触しているらしい、と気づいたときには、たっぷり十秒が過ぎていた。

　なんか唇が、ふさがれてる。

　唇で……。

　なに？　キス？　どゆこと？　もしかしてわたしキスしてるの？

　キス……、その単語がようやく頭の中で意味をなす。猛烈にその単語が膨れ上がり、カリンは死ぬほど赤面した。

　キスだわ！　キスしてる！　というかされてる！

　いや、正確にいうなら“〝奪われてる”〟んだわ！

　生まれて初めてのキスだった。自分にそんな状況が訪れるなど、夢にも思わなかったカリンだった。激しく混乱した。

　とにかく！

　赤面したり混乱している場合ではない！

　振りほどこうと、カリンはもがく。だが、そうするとサンドリオンはさらに激しくカリンを抱きしめ、しがみついてくる。

「もごごごごごごごご……」

　さすがは男の力。魔法を使えばいざ知らず、非力なカリンは逃れることはできない。暴れるカリンを、サンドリオンは強く、しかもたくみに抱きしめながら、地面へと押し倒した。

「ずっとおれのそばにいてくれ」

　熱い目でサンドリオンが言った。その熱い目に射すくめられるようにして、カリンは思わず頷うなずいていた。

　しかし、次の瞬間、その意味に気づき、カリンは首を振った。

「ち、ちが……、今のなし！」

　路地の暗がりの中、サンドリオンの手が動いた。

「！」

　カリンの目が裏返った。



　夢の中のサンドリオンは、夢中になって“〝カリーヌ”〟の唇を求めた。まるでむさぼるように、何度も口の裏側を舌でなぞる。夢とは思えぬほどに、濃厚で、熱いキスだった。むさぼるほどに“〝カリーヌ”〟の唇は熱くなり、身体からだはサンドリオンの手から逃れようとした。

　唇を離し、サンドリオンは呟つぶやいた。

「ずっとおれのそばにいてくれ」

　カリンの身体の動きが止まる。

　サンドリオンは、手をカリーヌの胸に伸ばした。ふくよかな“〝カリーヌ”〟の感触が……、ない。すかすかすべすべとしている。

「カリーヌ？」

　思わずそう問いかけた瞬間……、不意に酔いがさめ、現実の光景が目の前に広がった。

「……カ、カリン？」

　腕の下、カリンが震えていた。自分の同居人。魔法衛え士じ隊たい見習いの“〝少年”〟。サンドリオンの顔からさぁーと血の気が引いていく。

「も、もしかして……、おれ……」

　カリンは、今にも泣きそうな顔でわなわなと震えている。

　や、やっちまった……！

　かつての恋人と間違えて、この“〝少年”〟にキスやら、おまけに……。

「む、むね、さわった……」

「ご、ごめん」

「キ、キスもした……」

　震えながらカリンは言った。

「いやほんと。すまん」

　参った。酔って間違えたとはいえ、よりにもよって男に！　いくらバカみたいに美しいからって、男に！

　カリンはサンドリオンを突き飛ばした。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、胸を押さえて駆け出していってしまう。

　……やっちまった。あいつ、びっくりしただろうな。

　あとで誤解を解かなければ、と思う。

　しかし、なんて夢だ。

　先ほどの夢が脳裏をよぎる。

　今度は深いため息が、サンドリオンの口から漏れた。

　なんとも、随分と生々しい夢だった。

“〝カリーヌ”〟

　その名前には、いろんなものが含まれていた。喜び、絶望……、そして、拭ぬぐい去ることのできない罪。

　忘れようにも、忘れられない罪の記憶。

　喉のど元もとに、何か塊のようなものがせりあがってくる。呼吸が苦しく、どうにもならない。

　許してくれ、と呟つぶやき、その言葉がどこにも届かないことに、また絶望する。サンドリオンは、頭を抱え、深いため息をついた。



    

  
    
      


第六章　フィリップ三世とエスターシュ大公





　トリスタニアの王宮では、現王フィリップ三世が、浮かぬ顔でチェス盤に見入っていた。年のころは三十代後半だろうか。金色に輝く長い髪に、美しく整えられた美び髯ぜん。がっしりとした体つきは、その“〝英雄王”〟という二つ名にふさわしい。

　その顔は、古代の彫刻のように厳しく、威厳にあふれていた。

　かつて軍を直接率い、強大なゲルマニア軍をラ・ヴァリエールの土地で打ち破ったときと変わらぬ英雄の姿がそこにあった。

　だが、その表情には精気がなかった。眉み間けんに皺しわを寄せ、ときたま首を振りながら宰相の話に耳をかたむけている振りをしていた。話の内容は、フィリップ三世の頭の中で一つも意味をなさない。まるで、異国の祈りの言葉のように、耳に入っては通り過ぎていく。

「陛下。きちんとわたくしの話を聞いておられますかな？」

　そう尋ねたのは、黒髪を後ろに撫なでつけた切れ長の目の男だった。年は二十五、六ほど。黒い僧服に身を包んだその姿は、まるで聖職者のようだった。だが、腰に下げた軍ぐん拵ごしらえの杖つえと、鋭い目の光が、聖職者というよりは将軍のような雰囲気を漂わせていた。身につけた品々をよく見ると、その誂あつらえが並々ならぬものであることがわかる。銀色に輝く杖などは、目の前の王様より、よほど上等といえた。

　トリステイン王国宰相、エスターシュ大公その人であった。

「何か疑問に思う点があれば、なんなりとおっしゃってくださいますよう」

　そう、慇いん懃ぎんな態度で頭を下げる。

「疑問に思おうがどうしようが、余に口を挟む隙すき間まなどあるまい」

「どうしてそのようなことをおっしゃるのですかな？　陛下はこの国の王ではありませぬか」

「王だと？　余がか？　そちの掲げる政策に、すべて頷うなずいて裁可を与えるだけの男が、王だと？」

　皮肉っぽい調子でそう言うと、エスターシュ大公は笑みを浮かべた。

「陛下のご威光をお借りでもしなければ、国をよくすることはできませぬ。ましてや、わたくしのような小物には……」

　王は、その皮肉な言葉に苦い顔になる。フィリップ三世は、まさに並ぶもののない武人であった。杖つえをとっては一いつ騎き当とう千せん。軍を率いれば常勝無敗。ハルケギニアの歴史に名を残すであろう、英雄王。

　だが、天はこの王に政治の才能だけは与えてくれなかった。フィリップ三世の治下、トリステイン王国は年々その国力を落としつつあった。無理もない。掲げる政策はすべて行き当たりばったり。思いつきで法律を増やし、税金を上げる。面子めんつだけで行う戦争……。

　国民の怒りが爆発しそうになったそのとき……。

　それにブレーキをかけたのが、この男、エスターシュ大公だったのである。彼は巧みな手腕で、トリステインの政治、外交、経済を一手に引き受け、改革を次々に行った。結果、トリステイン王国はかつての栄華を取り戻すことに成功したのだった。

　だが、フィリップ三世としては、それが面白くないのだった。英雄王は、その二つ名の響きに似合うプライドの持ち主だった。

　だが、何を言ってもエスターシュ大公に言い負かされるので、すっかりふて腐れてしまい、今では意見を口にすることもなくなっていた。

　とはいっても腹が立つことには変わりなく、子供じみた反抗を試みることはしばしばだった。たとえば、賭かけ事のときにムキになってみたり（フィリップ三世はしばしば友人たちを呼んで大々的にカードを行った）……、園遊会でのダンスで張り合ってみたり。

　しかし、いくらそんなことで大公に勝ってみても、所しよ詮せんは一時しのぎ。すぐにまた劣等感にさいなまされる日々が始まるのである。

「もうよい。政治はすべてそちに任せておる。それより、そちの番だぞ」

　フィリップ三世は、チェス盤を指差した。大公は、まるで興味がなさそうに、駒こまを動かした。すると、再びフィリップ三世は長考に入る。

「陛下。ところで、ご提案があるのですが……」

「遠まわしな言い方をするな。命令と言え。命令と」

　うんざりした声でフィリップ三世が言うと、エスターシュ大公は目を細めた。まだ若いのに、如才のない表情だった。

「またそのような……。実は、現在陛下の護衛を務めている我がユニコーン一角獣親衛隊なのですが……」

「ああ。あの、聖堂騎士のように融通のきかん連中か。あいつらがどうした？」

「陛下にさしあげたいのです」

　はぁ？　と、フィリップ三世は顔をあげた。それから、苦い顔つきになり首を振る。

「いらん」

「なぜでございます？」

「だいたい、余にはきちんと魔法衛え士じ隊たいがおる」

「櫛くしの歯が抜けるように、隊員が減ってしまったではないですか」

「だから、今は再編中なのだ。そう聞いておる。定員がそろい次第、再び警護任務についてもらうつもりだ。新しい近この衛え隊たいなどいらぬ」

「ごろつきのような連中しか集まっておらぬと聞いておりますぞ。さて、わたくしは常々、思っておりました。あのような犯罪者の集団に、陛下の警護は務まらぬと。解隊なされれば、余計な出費も抑えられますぞ」

　フィリップ三世は眉まゆをひそめた。今まで自分を守ってきてくれた魔法衛士隊には愛着がある。それに、祖先からの伝統の騎士隊ではないか。その上、病に伏しているとはいえ、隊長のジェーヴルは、自分に杖つえの稽けい古こをつけてくれた師でもあった。解隊など、想像したこともなかった。

「冗談ではない！　いいかエスターシュ、そちの言うことなら、余はなんでも聞くつもりだ。頭の回転では余はそちにはかなわんからな。だが魔法衛士隊だけは別だ！　定員の充足を待って、再び警護任務についてもらう。こればかりは曲げるつもりはない」

　エスターシュ大公は、首を振った。

「ですが……、陛下の警護ともなれば、腕利きぞろいでなければ困ります。再編成をしたところで、かつての精鋭たちが集まるかどうか。その点、我がユニコーン親衛隊は、粒ぞろいの勇者たちです。魔法衛士隊をお使いになりたいお気持ちもわかりますが、陛下の身に何かあっては、元も子もありませんぞ」

　フィリップ三世は、むぐ、と黙り込んだ。確かに、エスターシュ大公の言うとおりではある。だが、自分の近衛隊まで好き勝手にされてたまるかという意地もある。

「なに、まだ勇士は残っておろう」

「勇士ですと？　先日、魔法衛士隊員が、酒場で何をしたかご存じですかな？　罪なきゲルマニア人たちに喧けん嘩かを売ったというではありませんか。かわいそうに、外国で問題を起こすわけにはいかないと、ゲルマニア人たちは杖も抜かなかったらしいですぞ！　それをいいことに、散々相手を痛めつけ、重軽傷者が合わせて十人にも上ったとか。大使から厳重に抗議を受けました」

　つまらなそうに、フィリップ三世は髭ひげをしごいた。

「それならばもう、処分は済ませた。減棒を言い渡したはずだ。それに罪なきとは大おお嘘うそだ。なんでも、ゲルマニア人のほうから喧けん嘩かを売ったというではないか」

「まあ、そこは水掛け論ですが……。どちらも己の非は認めないものですからな。とにかく、外国人と喧嘩をするような乱暴者ばかりでは、困るでしょうが……」

　そのとき、一人の小姓が飛び込んできた。

「陛下！　大変でございます！」

「どうしたのだ？　デピネイ」

　デピネイと呼ばれた小姓は、ちらっとエスターシュ大公を見やった。

「かまわぬ。宰相殿に隠し事などしてもどうせすぐに嗅かぎつけられてしまうのだから」

　この皮肉にも、エスターシュ大公は涼しい顔。

「では、申し上げます！　陛下の魔法衛え士じ隊たいの隊員が、エスターシュ大公のユニコーン一角獣親衛隊と一戦に及んだとか！」

「なんだと？」

　フィリップ三世の目が大きく見開かれた。エスターシュ大公の眉まゆも、ぴくりとうごめいた。

「で？　どうなったのだ？　どちらが勝ったのだ？」

「はい！　勝利をおさめたのは、どうやら魔法衛士隊のようで。相手も四人、こちらも四人。全員が勝ちをおさめ、戦利品の杖つえを掲げて、戦勝会まで開いておるとか！」

　フィリップ三世の顔が、見る見るうちに輝いた。しかし、すぐに厳しい顔つきに戻り、

「うむ！　そうか！　だが、大恩ある宰相殿の親衛隊と一戦を交えたとなると、これはいかん！　戦勝会などもってのほかだ！　直ただちに解散させなさい。直ちに！」

　それでも喜びが隠しきれないのか、ちらちらとエスターシュ大公を見やり、

「なるほど、宰相殿、そちの言うとおりかもしれん！　なんとも困った連中ではないか！」

　小姓は嬉うれしくなったらしく、まるで自分のことのように胸を張って王さまに報告した。

「はい！　しかも、そのうちの一人はまだ見習いの少年のようです！　しかし、まるで風のように舞い、なんとあのアンジェロ殿を倒してのけたとか！」

「なに？　アンジェロとな？　音に聞こえた使い手ではないか！」

「そのとおりでございます！　ほんとうに、いまだ十五になるかならないかといった少年がですぞ！」

　フィリップ三世は思わず手を叩たたいた。

「なんとも見事な少年だ！　まるでわしの若いころのようではないか！」

　それからエスターシュ大公を見つめ、勝ち誇った顔で言った。この王さま、自分の近この衛え隊たいが、大公の親衛隊をやっつけたのがよほど嬉しくてたまらぬ様子。

「まったく、魔法衛士隊の連中め、暴れん坊で参るわい。しかし、なるほど弱くては、余の警護は務まらんからなあ。先ほどそちが申したようになあ」

　エスターシュ大公は、深々と頭を下げた。フィリップ三世はデピネイに向き直った。

「まこと、困った連中だ。これは余がじきじきに叱しからねばならん。その勇者……、いや、狼ろう藉ぜき者ものを明日ここに呼びなさい。わかったかね？」

　デピネイは頭を下げるとすっ飛んでいった。するとエスターシュ大公も、暇いとま乞ごいをした。

「では陛下。そろそろお休みのお時間ゆえ、わたくしはこれにて……」

「うむ、ご苦労だったな！　ああエスターシュ、怪け我がをしたそちの親衛隊に、わしの名で見舞いを届けてやってくれ！　ゆっくり休んでくれとな！」

　満面の笑みで、フィリップ三世は言った。



　エスターシュ大公は王宮を出ると、馬車寄せに向かい、待たせてあった馬車に乗り込んだ。馬車は中がうかがえないよう、分厚いカーテンがかかっている。

　大公が乗り込むと、馬車は静かに走り出した。馬車の背後に控えていた、ユニコーン一角獣に跨またがった騎士が二騎、あとに続く。

「お話はお済みになりまして？」

　宮廷を出ると、向かいの席に座っていた女が、エスターシュ大公にそう尋ねてきた。

　美しい女性だった。年のころは、十八、九だろうか。長い金髪は軽くカールして、腰の辺りまで垂れ下がっている。優しそうな目じりの垂れた目と、柔らかく瑞みず々みずしそうな頬ほおがいかにも魅力的な女性だった。

　女性的なラインを描くボリュームのある身体からだを、漆黒の修道服に身を包んだその姿は、慈愛に満ちあふれ……、まるで宗教画から抜け出してきた聖女のようだった。

「ノワール黒、参ったよ。どうやら、魔法衛え士じ隊たいが勝利をおさめたらしい。アンジェロのやつめ、口ほどにもない」

　ノワールと呼ばれた女は、にこっと笑みを浮かべた。男なら、誰だれもが虜とりこになってしまうだろう、優しく温かみのある笑みだった。

「あら。やはり、あの三人組は一筋縄ではいきませんわね」

「またあいつらか……」

「ええ、例の暴れん坊だわ。他ほかにはもう、骨のある連中はいませんもの。彼らがいる限り、完全に魔法衛士隊の息の根を止めることは難しいようね」

　まるで、姉が弟の活躍を喜ぶような顔だった。

「お前が貸してくれた“〝木で偶く”〟も、役に立たなかったようだな」

「あら！　もうお使いになられたの？　せっかちなこと！」

　その目が、軽い光を帯びた。エスターシュ大公は、首を振った。

「もちろん、誰にも正体は話しておらぬ。騎士の一人として隊に紛れ込ませたのだ。実験の意味もあったのでな」

「まったく。何にお使いになるかと思えば……。言ったではありませんか。“〝木偶”〟は集団で使ってこそのもの。一匹向かわせたところで、ものの役には立ちませぬと」

「わかっておる」エスターシュ大公は苦い顔で言った。

「でもすごいわ！　彼らのような人たちを、英雄と呼ぶのですわ！」

　とても楽しそうな調子で、ノワールは言った。

「随分と気に入っているようだな」

「ええ。わたし、あの人たちが大好き。あれだけの腕を持ちながら、未いまだに魔法衛え士じ隊たいにしがみついているんですもの。他ほかの人たちは、とっくに隊を見捨てて逃げ出したというのに」

「わからんやつらだ。もう少し目端を利かせれば、もっとマシな人生を歩めるだろうに……」

「好ましいじゃありませんか。損得だけでははかれない、大事なものがあるのですわ。殿方はそうあらねばいけません」

　ノワールは、コロコロと楽しげに笑う。

「だが、どうやらあいつらだけではなさそうだったぞ」

「と言いますと？」

「どうやらあの三人組の他に、見習いの少年が一人いたらしい。そいつが、あのアンジェロを倒してのけたという話だ」

「まあ！　なんて少年でしょう！　アンジェロさんをやっつけるなんて！　会ってみたいものだわ！」

　無邪気に喜ぶノワールを見て、エスターシュ大公は苦笑した。

「まったく。お前はどちらの味方かわからんな」

「なにをおっしゃいますの。わたくしは大公さまのお味方ですわ。ただ、楽しみはまた別のお話……、それだけに過ぎませんの」

「これは遊びではないのだ。とにかく、早くユニコーン一角獣親衛隊を正式な近この衛え隊たいにせねばならぬ」

　エスターシュ大公は、隣に座る女を、ちらっと横目で見つめた。

「おれはせっかちだからな。ノワール、そなたに頼みたい」

「わたしは、“〝事故”〟に見せかけたり、誰だれかを煽あおって乱闘に見せかけたり、なんてできませんわよ。なにせ不器用ですので」

　さらりと、まるで街女のように邪気のない調子で、ノワールは怖いことを言ってのけた。

「かまわぬ。時間が惜しい。やり方は任せるが、絶対に失敗してはならぬ」

「計画には、常に“〝齟そ齬ご”〟という名の神の気まぐれがつきまとうものですわ。人の身で完かん璧ぺきを求めるなど、出すぎた真ま似ねと申すもの」

「でも、お前ならやり遂げよう」

　隣に座る女が、このハルケギニアで三本の指に入るほどに恐ろしい人物であることを知っているエスターシュ大公は、そう言った。

「あらあら。なんだか、買いかぶられておりますわね」

　どこまでも楽しそうな声で、ノワールは言った。



    

  
    
      


第七章　三騎士とカリン、謁えつ見けんを賜たまわる





　アンジェロたちユニコーン一角獣親衛隊と決闘を行い、そして祝勝会で酔いつぶれたサンドリオンがカリンにキスをかました晩の翌朝……。

　痛む頭を押さえて、サンドリオンは立ち上がり、居間へと向かう。昨晩は、駆けつけた宮廷からの使いに祝勝会が解散させられたあと、サンドリオンは帰ってきてすぐにベッドにもぐりこんだのだった。

　居間では、カリンが黙々とパンをかじっている。昨晩は、あれ以来、サンドリオンが何を言っても口をきいてくれなかった。

「よ、よお……」

　気まずげに、サンドリオンは挨あい拶さつした。すると、カリンは唇を噛かみ、こぶしを膝ひざの上で握り締めて、頬ほおを染めた。

　やばい……、カリンのやつ、おれを同性愛者だと思ってる……、とサンドリオンは誤解した。警戒されてる。まあ、昨晩の自分を見れば、それもしかたないだろう。

　とにかく誤解を解かなければ。

「なあカリン。あのな？　昨晩はほんとうに酔っ払っててすまんことをした」

「…………」

　無言でカリンはパンをかじる。そして、顔をずらす。

「おれは確かに女嫌いだが……、だからといって男が好きなわけじゃないからな。それはわかってくれ」

　それだけ言うと、サンドリオンはパンを食べ始めた。

「じゃ、じゃあ……」

　カリンは、震えながら尋ねた。

「どうして、あんなことをしてきたんだ？」

　サンドリオンは、なんと答えようか迷った。昔の恋人のことは言う気にはなれない。ましてや、目の前の少年と、夢で見たかつての恋人を間違えたなんて言えない。

「い、いや、ちょっと酔ってて、お前が女に見えたんだ」

「……女嫌いじゃなかったのか？」

「そうだけど……」

「ほんとは女が好きなんだな？　うそつきめ」

　サンドリオンは、困ったように言った。

「……誰だれでもってわけじゃないよ」



　カリンは、ちらっと横目でサンドリオンを見て、頬が染まるのを感じた。

　いきなりあんなことをされたものだから、妙に意識してしまってどうしようもない。

　というか、最後には胸まで触られた。許せない……！　と思うと同時に、怒ることもできない歯がゆさがもどかしい。胸を触られて怒る男はいない。

“〝カリーヌ”〟

　だが、確かにサンドリオンはそう言った。

　もしかしたら……、本当に自分の名前を知っているのだろうか？

　その上で気に入って、ああいう行為に及んだのだろうか。

　でも、そうなると、とっくに女とバレてるということになる……。そしたら、必ず『なんで貴様は男のフリをしてるんだ？』と、尋ねてくるだろう。

　サンドリオンの態度に、自分の正体に気づいた風はない。

　じゃあ、やっぱり他ほかの女の名前……？

　そこまで考え、自分がそんなことに頭を悩ませていることに怒りを覚える。どうでもいいじゃない、そんなこと！

　カリンは、ぷいっときびすを返すと、出仕するために部屋を出た。

「お、おい！　おれも行く！」

　慌てた様子のサンドリオンも、あとに続いた。



　さて、ジェーヴル殿の屋敷に到着した二人には、驚くべき話が待っていた。いきなりヴィヴィアンに呼び出され、夢のような話が伝えられたのである。

「なんですって？　陛下に拝はい謁えつッ！」

　さすがのサンドリオンも、驚いた声をあげた。隣には、到着するなりやはり呼び出されたバッカスとナルシスの姿も見えた。

　一様に、緊張した面持ちである。無理もない。一介の騎士風情が、フィリップ三世陛下じきじきの謁えつ見けんを賜たまわるなど、そうそうないことである。

「そうだ。なんでも昨晩の一件についてお話があるそうだ」

　カリンは青くなった。もしかしたら、大公殿下の親衛隊と決闘なんかしたことで、陛下のお怒りに触れてしまったのだろうか？　サンドリオンも、当惑した表情を浮かべている。

　そんな二人を見て、ヴィヴィアンは苦い顔になった。

「まったく……。お前たちは。だから自重せよと言ったではないか」

　もしかしたら、自分たちのしたことで、この場にいる全員が責を負うとも限らない。カリンは一歩進み出ると、大声で告げた。

「決闘は、わたくしが申し込んだんです！　ほかの三人は、巻き込まれるかたちで参加しただけです！　非を問うなら、わたくしめにお願いいたします！」

　すると、ヴィヴィアンは微笑を浮かべた。

「そのことは、陛下に直接申し上げろ。まあ、そう硬くなるな。済んでしまったことはしかたない。わたしは陛下の気性はよく知っている。もしかしたら、面白いことになるやもしれぬ」



　四人とヴィヴィアンは、王宮から遣わされた馬車で、宮廷へと向かった。

　カリンはもう、気が気ではない。これで、自分の運命が決まるのである。もしご不興をこうむることにでもなれば……、破滅ではないか。

　初めて見る“〝王宮”〟に、カリンは羨せん望ぼうと不安が混じった視線を向けた。門をくぐると、広い前庭があった。植木や生垣が、騎士やドラゴンのかたちに綺き麗れいに刈り込まれている。円形の馬車寄せの真ん中には、リズミカルに水を噴き出す噴水池があった。

　王宮は見上げるほどに大きく、威容を持って存在している。壁面からは、トリステイン王家と縁の深い“〝水”〟が、いく筋も流れ出て、噴水へとつながっていた。

“〝水”〟の宮殿……、と、カリンはそんな感想を抱いた。馬車を降りると、四人は謁えつ見けん待合室へとは通されずに、執務室の裏口と思おぼしき場所に案内される。

　背の低い扉をくぐり抜けると、秘密の小部屋のような場所へと出た。緞どん子すが壁に幾重にもかかり、椅い子すがいくつか。そして、小さな文ふ机づくえがあった。どれも宮殿にふさわしい、贅ぜいを凝らしたものばかり。

　どうやらヴィヴィアンはここに何度か来たことがあるらしく、落ち着いた表情を浮かべている。カリンは、喉のど元もとまで心臓がせりあがってくるような息苦しさを覚えた。

　とにかく、自分の運命はこれからの数十分にかかっている。ご不興をこうむっていたとしても、とにかく堂々とだけはしていようと、胸をそらせてみた。

　隣を見ると、バッカスとナルシスも緊張しきっているようだった。サンドリオンはいつもとあまり変わらない顔である。

　そして、唐突にそのときはやってきた。緞子が引かれ、王さまが姿を見せたのである。

　生まれて初めて見るフィリップ三世だった。

　憧あこがれていた“〝英雄王”〟の姿は、想像していたのと同じように、美男子でがっちりとした偉丈夫だった。その背後には、僧服を纏まとった黒髪の冷たそうな若い男が控えていた。

　フィリップ三世は、射すくめるような目で、四人をゆっくりと眺め回した。もうそれだけで、カリンは緊張で死にそうになった。

「ヴィヴィアン、困った暴れん坊とは、こいつらのことか？　可哀かわい想そうなユニコーン一角獣親衛隊の連中を、四人も痛めつけた暴れん坊とは」

　厳しい声で、フィリップ三世は尋ねた。想像していたより、少し甲高い声だった。もうその一言で、カリンは地獄へと突き落とされたような気持ちになった。

「そうでございます。陛下」

　落ち着いた声でヴィヴィアンが答えると、フィリップ三世は眉まゆをひそめた。

「なんというやつらだ！　我が近この衛え隊たいに所属しながら、恩ある大公の親衛隊に乱暴を働くとは！　さあ、大公殿に謝罪したまえ。その上で、罰を受けるんだな」

　カリンなどは、もう真っ青だった。王さまを怒らせてしまった！

　だが、サンドリオンが進み出て、謝罪の言葉を口にしようとしたとき、カリンは先ほどのヴィヴィアンの言葉を思い出した。

“〝陛下に直接申し上げろ”〟

　カリンは、サンドリオンを制した。

「カリン？」

　そして、勇気を出して堂々と胸を張って言った。

「罰は、ぜひともこのわたくしめにお与えくださいますよう！　決闘を申し込んだのは、このわたくしです！　他ほかの三人は、わたくしに付き合ってくれただけです！」

　若く美しい騎士の、堂々とした様子に、フィリップ三世はもうたまらなくなったらしい。必死に取りつくろっていた仮面が崩れ落ち、思わず感嘆の叫びを漏らした。

「なんとも立派な若者ではないか！　大公、どうだ、このような立派な若者に、罰を与えたいというのかね？　ん？　どうなんだ？」

　大公、その言葉で、カリンは目の前にいる黒髪の若い貴族が、宰相であるエスターシュ大公殿下であるとあたりをつけた。

　今現在、自分の目の前には、王国の一、二位の人物がいるのだった。カリンは大公に深々と頭を下げた。

「殿下の護衛士に傷をつけたことを、深くお詫わび申し上げます」

　すると、大公はつまらなそうに鼻を鳴らした。カリンから顔をそらすと、フィリップ三世に向き直る。

「もとより、罰を与えるつもりなど毛頭ありませぬ。騎士同士のいざこざに、口を挟むなど、野暮と申すもの。だいたい、謝罪をさせるから、とわたくしをここにお呼びになったのは陛下ではありませんか」

「ということは、これで手打ちということで、よろしいのだな？　なに、余は自分の近この衛え隊たいだからと、贔ひい屓きをするつもりはまったくないのだよ。そんなことをしたら、皆に示しがつかないからね」

「すべては陛下の御意のままに。では、わたくしは所用がありますゆえ、これにて」

　と、にべもない様子で大公は去っていく。

　どうやら危機は逃れたらしい、とカリンはほっと胸を撫なでおろした。ヴィヴィアン以下、バッカスたちもその様子。

　さて、大公の姿が消えると、フィリップ三世の態度が急変した。嬉うれしげに、そこらじゅうを跳ね回ると、

「おい！　余の勇者たち！　その決闘の様子を語ってくれ！」

　と、夢中になって話を聞きたがった。

　そんな王さまの様子に、カリンたちは唖あ然ぜんとした。四人が決闘時の様子を語りだすと、フィリップ三世は微に入り細に入り、詳しく聞きたがった。

　どうやら、いつも大公にやり込められている王さまは、その親衛隊を自分の近衛隊がやっつけたことが嬉しくてたまらぬ様子だった。先ほどの怒った態度は、つまり演技だったのだろう。話を聞くたびに、戦場を駆けずり回った昔を思い出すらしく、まるで子供のように夢中になって聞き入るのだった。

　中でも気に入ったのは、カリンがアンジェロを倒したくだりだった。

「おお！　ほんとにきみが、あのアンジェロを倒してのけたのか！」

「そうでございます、陛下。この者、いまだ若輩なれど風魔法の扱いに長たけ、空を華麗に舞いながら、アンジェロを散々に斬きりまくったとか……」

　ヴィヴィアンが、まるで見てきたように言った。

「余も風が得意だ。なるほど、勇者の系統だな！」

　そう王さまに褒ほめられ、カリンは嬉うれしさでいっぱいになった。

　まさか、自分が王さまに褒められるなんて……。

「いいかね、余の勇者たち。きみたちのような強くて若い貴族が、余はだいすきだ。いつまでも友だちでいてくれ。頼むよ」

　そう言うと、フィリップ三世は、一人一人に手を差し出した。王さまの手に接せつ吻ぷんできる名誉など、そうそうないので、隊員たちは緊張しながら手の甲に唇をつける。

「きみたちは勇気のほどと、余に対する忠誠を示したのだから、これをとっておきたまえ」

　フィリップ三世は小姓を呼んで、何やら皮袋を一つ、カリンに手ずから与えた。

　中を見ると、手の切れそうな金貨がずっしりと詰まっていた。

　カリンは深々と頭を下げる。

「さて……、ではそろそろ次の用事もあるから……、余は行かねばならん。おおそうだ！」

　そこで何か思いついたように、フィリップ三世は再び小姓を呼んだ。

「マリアンヌを呼べ」

　すると、小姓に連れられて十二、三歳ほどの利発そうな少女が現れた。栗くり色いろのまばゆい髪に、大粒の瞳ひとみ。だが、一目で彼女がただの少女ではないことが見て取れる。その仕草には、生まれつき他人に傅かしずかれることが当たり前だった者特有の、丁寧な慇いん懃ぎんさというものがあふれていた。

「父上、お呼びになりまして？」

　裾すそを持ち、少女はうやうやしく一礼する。隣のナルシスが、小さな声でうめきをあげた。

「……マリアンヌ姫殿下だ」

　うわ、とカリンは悲鳴をあげそうになった。彼女こそが、フィリップ三世陛下の一粒種、目に入れても痛くないほどに可愛かわいがっているという、マリアンヌ姫殿下だった。

「……お美しい」

　と、バッカスが夢見るような口調で呟つぶやく。今にも這はい蹲つくばりそうな勢いだったので、カリンはその足を踏んづける。

　確か、御年十三歳になられるはずだが、その美しさは群を抜いていた。彼女はそこで、騎士たちに気づくと、にっこりと微笑ほほえんでみせた。

「父上、この方たちは？」

「今日からお前の護衛を務めることになった騎士たちだよ」

　その言葉に、隊員たちは顔を見合わせた。

　自分たちが、姫殿下の護衛を務めるだって？

「きみたちは、現在再編中だろう？　余の護衛を任せるわけにはいかぬが、姫の警護程度なら務まろう」

　それから、マリアンヌに向き直る。

「娘や、お前は警護の騎士が欲しいと言っていたではないか」

「ええ。だってわたくし、あのエスターシュが嫌いなんだもの。だからあの親衛隊も嫌い。そばに来られるだけでぞっとするわ。生意気にユニコーン一角獣などに跨またがって！　だいたい、ユニコーンを使っていいのは、わたくしだけではありませんか。どうして父上は、それをお認めになるのですか？」

　はっきりとものを言う姫だった。

　確かに、ユニコーンは王国の姫のみが、馬車などに使用することになっている。だが、エスターシュはその親衛隊をつくるにあたり、騎乗用の幻獣としてユニコーンを使用できるようフィリップ三世に求めた。

　エスターシュ大公の功績を考えると、フィリップ三世はそれを認めざるを得なかったのだった。

「いろいろとあるのだ。そのうちにお前にもわかろう」

「ほんとにいやなやつ！」

「そういうことを大きな声で言ってはいけないよ。宰相殿は、余と祖国のために働いてくださっているのだからね」

　マリアンヌは、騎士たちを見つめた。

　カリンに気づき、その頬ほおが見る見るうちに染まっていく。とんでもない美少年に見えるカリンは、どうやらマリアンヌのハートをわしづかみにしたようだ。

　カリンに近づくと、マリアンヌは首をかしげた。

　名乗れ、のサインだった。

「カリン・ド・マイヤールと申します。姫殿下の警護の任をいただき、光栄至極に存じます」

　真面目まじめな顔で、カリンは言った。

「すてき！　カリン殿とおっしゃるのね！　なんて美しい護衛士かしら！　わたし、気に入ったわ！　父上、ありがとうございます！」

　満面の笑みになって、マリアンヌは言った。

「そのカリンは、未いまだ見習いの身分ですが、このような大任を与えてよいものでしょうか？」

　ヴィヴィアンが言うと、フィリップ三世は頷うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あのアンジェロめを倒してのけたのだろう？　実力があるならば、問題はなかろう。姫の警護を務めれば、出世も早いぞ。そのうちに正騎士として取り立てよう。勤務に励んでくれ」

　王さまにそう言われ、カリンはもう、天にも昇るような気持ちだった。この瞬間、自分の出世が約束されたのだ。

「は！　はいッ！　一命に代えましても！」

「ババババ、バッカスと申しますッ！　この上なき名誉をありがとうございます！」

　とうとう感極まったバッカスが、姫の足元に跪ひざまずく。すでに泣いていた。普通なら驚くところだが、マリアンヌはさすがに一国の姫だけあって、動じない。にっこりと笑って、

「よろしくお願いいたしますわ」と言ったのだった。



    

  
    
      


第八章　サンドリオンの過去





　マリアンヌ姫殿下の警護任務を授かってからというもの、カリンの得意っぷりは絶頂に達していた。

　なにせ、今にも潰つぶれそうな魔法衛え士じ隊たいだったのだから、隊員たちはカリンを散々に持ち上げる始末。そのうちにカリンも、その持ち上げに気をよくしたのか、徐々に自信ありげな態度になっていった。

　サンドリオンは、どうにもそれが心配でならなかった。確かに才能はあるし、戦いのセンスもある。

　だが……、若さからくる経験のなさが、どうにも危なっかしくてならなかった。自分と決闘したときもそうだし、こないだのアンジェロとの一戦もそうだ。

　もし、おれが助けなかったら、あいつは命を落としていた。

　それに、気になることがひとつあった。あのカリンは、決闘の前に必ず、ぺろりと左の掌てのひらを舐なめる。それをすると、それまで年相応に震えていたりするのがピタリとおさまる。

　なんの呪まじないか知らないが、妙に気にかかる仕草だった。

　とにかく今のところ、警護任務自体はまったく難しいところはない。王宮に向かい、王女のあとをくっついて回るだけだ。

　戦が起こりそうな気配はなし、エスターシュ大公の手腕のおかげで市民たちから不満が出ているわけでもない。したがって危険なところはないのだが……。



　今日もマリアンヌ王女は、街の散歩にカリンを指名した。この王女、とにかくお忍びで出歩くのが大好きなのだった。

　幾人かの護衛を連れ、ぶらぶらと街を歩く。変装も得意だった。まるで街娘のような格好をして、髪型を変えると、生きつ粋すいのタニアっ子のように見えた。

　ちょっと離れて、サンドリオンとカリンはそのあとをついていく。王女はまるで子犬のように、あちらこちらと駆けずり回るので、気が気ではない。

　そのうちに、王女はあまり感じのよくない場所に入り込みそうになり、サンドリオンが近づいて耳打ちした。

「殿下。こちらはあまり品のいい場所ではありませんゆえ……」

　するとマリアンヌは、にっこりと笑ってカリンの腕をつかんだ。

「カリンがいるから大丈夫ですわ」

「え？」

　無邪気な顔で、マリアンヌはカリンの顔を覗のぞき込んでくる。

「どんな敵が来たって、カリンならやっつけてくれるもの。そうでしょう？」

　するとカリンは、胸を張って応こたえるのだった。

「当然です。姫殿下」



　任務を終え、家に帰ったサンドリオンはカリンに苦い顔で言った。

「お前、あんまり調子にのるなよ」

「どういう意味だ？」

「あんな場所に王女を連れていって。もしものことがあったらどうするつもりだ？」

「そんじょそこらのやつに、ぼくが負けるもんか」

　意地を張って、カリンは言った。

「普通なら、まだ騎士見習いの身分で、王女の護衛を任されるなんてありえないんだ。慎重にすぎるってことはないんだ。気をつけろ」

　そう言われ、カリンは、ぐぐぐ、と悔しげに顔を伏せる。



　サンドリオンの不安はもう一つあった。

　あの日アンジェロたちと決闘した晩に、胸を刺さしても平気な顔で動き回っていた騎士の話を誰だれも信じてくれないことだった。あれから、ヴィヴィアン殿に頼んでユニコーン一角獣隊をそれとなく調べてみたが、ペドロとかいうあの騎士は、あの夜以来隊に戻っていないという。

　どう考えても怪しい。

　何かある。

　だが、それを言っても『酔っ払いのたわごと』として片付けられてしまう。それがちょっとせつないのだった。



　カリンはカリンで、そんなサンドリオンに不満があった。偉そうなことを言う割には、相変わらずの酒びたり。そして酔いつぶれると、カリンをどっかの“〝カリーヌ”〟と間違える。

　今晩も、そいつをサンドリオンはやらかしたのだった。

　いつものように、深夜になると酔いつぶれたので、カリンはサンドリオンをベッドまで運んでやった。

　すると、例によってサンドリオンは、

「カリーヌ……」などと言い始めた。

　またか、とカリンは冷たい目でにらんだ。

「いったい誰なんだ。そいつは」

　わたし？　それとも別の誰か？

　気になってしかたない。

「おい、なんでその名前を知っている？」

　思わず、そんな質問が口をついた。すると、サンドリオンは、

「すまない……」

　と、上気した声で謝ってきた。

「な、なんで謝るんだ。どうしてその名前を……」

　そう言おうとした口が、唇でふさがれようとした。思わず引き離す。

「お前……、いったい……」

「許してくれ……」

「ば、ばか……、謝るぐらいならするな」

　震えながらそう言うと、サンドリオンに抱きすくめられた。

「……カリーヌって、誰だれなんだ？」

　返事はない。

　う。となると、やっぱりわたしなんだろうか？

「な、なんでこんなことをするんだ」

　思わず、そう尋ねていた。自分を軽くあしらった男。それほどの実力を持ちながら、こんな風に酒びたりの男。人を小ばかにしたような態度の、いけすかないやつ……。

　それが、まるで子供のように無防備に、自分に抱きついてくる。

「……お前は、ぼくの正体を、知っているのか？」

「……知ってる」

　え？　知ってる？

　じゃあ、やっぱり、バレてた？

　どうして？

　も、もしかして……、こいつ、わたしが寝ている隙すきに……。

　カリンの頭の中を妄想が駆け巡った。

　酔ったサンドリオン、バカみたいに綺き麗れいなわたしの性別気になる。

　わたし、熟睡中。

　そっと手が伸び、服を……。

「！」

　ゆ　る　せ　な　い

「こ、このぉ……、変質者が……。腐ったオーク鬼の成れの果てがぁ……」

　ぴりぴりと怒りでカリンは震えた。殴って蹴けり上げて魔法をかけて、熱くして冷たくして風魔法で切り刻んでやる！　と思ったが、

「どこにも行かないでくれ……、おれが悪かった」

　と、泣きそうな声で言われ、カリンの手が止まった。

「そ、そんな声で言うな」

　酔いで濁った目の情けない男。

『どこにも行き場所はない』と、言っていた。

「……だ、誰にも言うなよ。……ぼくのことを」と言ったら、こくりと頷うなずいた。なんだか、子供のように無邪気なそんな態度を見ていると、怒りも失うせていく。

　すると、不意に唇がふさがれる。

　もがもが、とカリンは暴れようとした。だが、サンドリオンのキスは巧みだった。舌が口の中をまさぐるたびに、カリンの身体からだから力が抜けていく。

　そのうちに全身から力が抜け、がくっとカリンはベッドの上に横たわった。

「だめ……」と、小さな叫びが口から漏れる。そして、サンドリオンがのしかかってくる……。思わずカリンは目をつむった。とゆーか魔法で吹き飛ばしてやる、蹴けり上げてやる、殴ってやると思うのだが、どうにも手が動かない。

　かといって、こんな風に襲われるなんていやだ。だいたい、自分はサンドリオンのことを好きでもなんでもない。いつもいきなりこんなことをされて、身体が驚いて抵抗できないだけだ。

　思わず泣きそうになった瞬間……。

「ぐぅ……」

　と、寝息が聞こえてきた。

　自分に覆いかぶさったまま、寝息なんか立ててる。

　顔を真っ赤にしたカリンは、ぽかぽかとサンドリオンの頭を殴りつけた。酔いのせいか、それでも、サンドリオンは目覚めなかった。

　そして、朝起きるとサンドリオンは昨晩のことをけろっと忘れているのだった。まさか、この間の祝勝会のように、自分が毎晩酔っ払ってカリンを抱きしめたりしていることなど気づいてもいないのだろう。

　でも、ほんとに自分の正体を知ってて、酔って我を忘れて抱きついてくるんだろうか？　それとも……、やはり自分とは別の誰だれかのことなんだろうか？

　どうにも気になり、カリンはバッカスとナルシスの二人に尋ねてみることにした。



「カリーヌって知ってるか？」

　ヴィヴィアン殿の屋敷で、サンドリオンがいない隙すきを狙ねらい、カリンはそう尋ねてみた。

「誰だそれは？」　バッカスが言った。

「……夜な夜な、サンドリオンがその名前を呟つぶやくんだ」

「ふむ。女の名前だな。とりあえず、女じゃないのか？」

「そりゃそうだろう」

　すると、ナルシスがもう少し突っ込んだ答えをよこした。

「昔の女の名前だろう」

「そ、そうなのか？」

　ふむ、と首をかしげ、ナルシスが言った。

「そういや、あいつが魔法衛え士じ隊たいに入った理由をちらっと聞いたことがあるな……。あいつも酔っていたから、話したことなど覚えちゃいないだろうが」

「聞かせてくれ」

　夢中になって言うと、

「なんでも、結婚を約束した恋人に裏切られ、家を出たとかなんとか……。ボクもくわしくは知らんがね」

　カリンは、それを聞いて、なんて情けないやつだ、とこぶしを握り締めた。

　魔法衛え士じ隊たいに入隊した理由が、恋人にフラれたから、なんて！

　わたしのことを未熟だなんだなんてよくも言えたものだ。

　そして、“〝カリーヌ”〟が自分ではなく、他ほかの女だと知ったら、怒りがメラメラと湧わいてきた。いや、うすうすとはそうじゃないかとは思っていたが、それが事実だと突きつけられると、怒りもひとしおだった。

　他の女と間違えて、キスまでして、胸まで触ったのだとしたら……。

　ゆ　る　せ　な　い

　そんな間違いで、自分の初めてのキスが汚されるなんて！　いや、色恋などにうつつを抜かすことなどありえないと思っている以上、汚される汚されないはどうでもいいのではあるまいか？　と思ったけれども、腹が立つものはしかたがなかった。

　だが、いざ怒りをぶつけて何になろう？

　どうして怒るんだ。キスしたことは謝るが、男だろう？　気にするな、とでも言われれば、それでオシマイなんじゃないか。

　そう考えると、文句を言うこともできず、カリンは一人怒りを悶もん々もんとためざるを得ないのだった。

　さて、そんな風にしていると、ヴィヴィアン殿がやってきて、カリンたちを呼んだ。

「カリン、ナルシス、バッカス、そしてサンドリオン！　いるかッ！」

「は、はいっ！」

　三人は直立した。

「姫殿下の使者より、連絡があった。お前たちは明日、姫殿下の付き添いで、ドーヴィルへと向かえ」

　ドーヴィルとは、海にほど近い保養地だった。ここから馬で三日ほど離れた場所にあった。

「ドーヴィル？　いったいまた、何しに？」

　バッカスが尋ねると、

「御旅行だそうだ。さて、お忍びゆえ、幻獣の使用はまかりならぬ。馬を使え。指揮はサンドリオンが取れ。そのようにやつに伝えろ。以上」

　それだけ伝えると、ヴィヴィアンはさっさと戻っていく。旅行の付き添いまで命じられるとは！　それだけ信頼されているんだ！　とカリンは胸が熱くなった。



　家に帰ってその話を報告すると、開口一番サンドリオンは言った。

「ようし。おれが指揮官か。では一番最初の命令だ。お前はここに残れ」

「な！　な！　なんだと！　どうしてだ！」

「こないだも言っただろう？　お前はまだ経験が浅い。小旅行ともなれば、付きっきりで警護をしなくちゃいけないんだ。何かあってからじゃ遅い」

「警護ぐらいできる！　ばかにするな！」

「ばかになんかしてないよ」

　サンドリオンは、困ったような声で言った。さて、どう言えばこの生意気な騎士見習いに言い聞かすことができるんだろう、と頭を悩ませる。

　しかたなしに、はっきりと告げた。

「いやな予感がするんだ」

「いやな予感？」

「ああ。こないだの、ペドロとかいう騎士……。胸を貫いたのに、ぴんぴんしてやがった。魔法衛え士じ隊たいが、こんなに早く骨抜きになったのも、なにか関係してるんじゃないかってな」

　カリンは、呆あきれて言った。

「だから、酔っ払って……」

「違う」

　強い調子で、サンドリオンは言った。

「そうじゃない。酔って見間違えたわけじゃない。何かがおかしい。きっと、何かよからぬことをたくらんでいるやつがいる……。そいつらにとって、魔法衛士隊は邪魔なんだ。きっとな。つまり陰謀だ。半人前のお前には、荷が重過ぎる」

「だから、じっとしてろっていうのか？　冗談じゃない！」

　そうまで言われ、カリンはとうとう頭にきた。まったく、こいつはいつまで自分を半人前扱いするんだろう？　夜な夜な、あんなことをするくせに！　他ほかの女と間違えて！

「あのなあ、どっちが半人前だ」

「なんだよ」

「お前、毎晩ぼくに何をしているのか知っているのか？」

　サンドリオンの顔が青くなった。

「だから、それは謝って……」

「あの祝勝会の晩だけじゃないぞ」

　その頬ほおが赤くなる。

「うぞぉ」

「嘘うそじゃない。ほんとだ。どうせ酔って覚えてないんだろう。この飲みすけ！」

「す、すまん……」

　恥ずかしげに、サンドリオンは頭を下げる。

「お前、信じられないことをするんだぞ。こう、抱きしめてきて、手なんかこんな感じに動いてだな！」

　しゃべるほどに腹が立ってきたらしい。カリンの身体からだがわなわなと震え始める。

「……でも、お前、抵抗すればいいじゃないか」

　サンドリオンが気まずそうに言ったら、

「お前の力が強くてダメなんだッ！」

　ほんとは力が入らないからだが、それを言ったら何かが終わる気がしたので言えなかった。

　そして、ついつい勢いにのってしまったようだ。

　今日ナルシスから聞いたことを、カリンはぽろっと言ってしまった。

「まったく！　昔の女を忘れられんほうがよっぽど半人前だ！　カリーヌっていうんだろう？　その女！　裏切られたくせに、未いまだに未練たらたらと！」

「ナルシスか？　余計なことを話しやがって……」

　疲れた声でサンドリオンは言った。

「まったく、どんな風に裏切られたんだ？　そこまで忘れられないからには、よほどのことだろう」

　するとサンドリオンは、ため息をつくように言った。

「裏切られてなんかいない」

「どういう意味だ？」

「裏切ったのはおれだ」

「じゃあ、謝ってくればいい」

「もうこの世にはいないんだ」

　カリンは絶句した。

「…………」

　サンドリオンは落ち着いた声で言った。

「どうしておれが……、お前を見てて危なっかしく思うか教えてやろうか？」

「…………」

「昔のおれと、お前はそっくりだからだ。若くて、自分がなんでもできると思ってて……、世の中に怖いものなんかなにもないと思ってる。“〝夢”〟さえあれば、なんでもできると思っていやがる。おれもそうだった。あの日まではね」

　そう、とサンドリオンは思った。

“〝あの日”〟

　自分がカリーヌを失った日。

「聞きたいか？」

　カリンは、こくりと頷うなずいた。サンドリオンは、ゆっくりと話し始めた。



　おれがお前より、二つばかり年上のころ、おれにはカリーヌっていう恋人がいた。おれはその土地の領主さまの息子で、彼女は流れの芸人の娘だった。

　普通ならありえない恋だ。でも、おれは彼女の優しそうな笑顔と、綺き麗れいなブロンドに参ってしまった。

　おれの求愛を、彼女はなんなく受けてくれた。こっちが貴族さまってこともあるが、それだけじゃない。彼女は純粋におれを愛してくれた。

　おれたちは付き合い始めた。といっても、人に言える恋じゃない。こっそりと……、森の中で逢あい引びきを繰り返すだけの、些さ細さいな恋だった。

　でも、そんなことは長続きしない。すぐに両親にバレて、おれたちは別れさせられそうになった。若かったからな、おれは全部捨てるつもりで彼女と逃げ出した。

　当然のように追っ手がかかった。

　手て練だれの騎士が十人近く。逃げられるもんじゃない。

　すぐに追いつかれ、彼女は捕まってしまった。



　そこでサンドリオンは、こぶしを握り締めた。見るからにつらそうだった。



　騎士の一人が、彼女の手をつかみ、連れて行こうとした。おれは何人もの騎士に囲まれ、身動きが取れなかった。ここで別れ別れになったら、もう二度と会えない。

　そう思ったら、呪じゆ文もんを唱えてた。自信はあった。おれだって、相当な使い手ともてはやされていたからな。数十メイル離れていようが、カリーヌの手をつかむ騎士の手を、魔法の矢で貫くぐらい、なんでもないと思ってた。

　でも、それはおれの自うぬ惚ぼれだった。緊張してたのか、プレッシャーで手元が狂ったのか、今となってはわからない。いや、単純に未熟だったんだろう。



　サンドリオンは、どこかに感情を置き忘れた声で、呟つぶやくように言った。



　騎士の手を貫くはずだった魔法の矢はカリーヌの胸を貫いた。



「見事なぐらい、ぐっさりとね。即死だ。得意がってた水魔法も、カリーヌを救ってはくれなかった」

　何も言えずに、カリンは立ち尽くした。サンドリオンは淡々と言葉を続けた。

「あとを追う資格さえ、恋人をこの手にかけたおれにはない。ヴァルハラで、いったいなんと言って彼女に詫わびればいいんだ？　どうだ、灰をかぶったような人生を歩むのが似合いの男のできあがりだ」

　カリンは唇を噛かんだ。目の前の、飄ひよう々ひようとした男に、そんな過去があったなんて。サンドリオンは、どこまでも真面目まじめな顔で言った。

「お前はたいしたもんだ。カリン。お前ほどの風魔法の使い手は、見たことがない。でも、だからこそ言うんだ。もっと慎重になれ。自惚れるな。勇気と無謀は違うんだ」

　よくわからない。

　未いまだ子供の自分には、サンドリオンの痛みが、悲しみがわからない。

“〝最愛の人をこの手にかける”〟

　それが、どういったことなのか、カリンにはわからなかった。

　カリンは、こぶしをぐっと握り締めた。気づくと、涙が目からあふれている。

「……わたしも、連れてってくれ」

　サンドリオンはため息をついた。わかった、と言うと、カリーヌの頭を撫なでた。

「お前、優しいんだな。大物になるよ。でも、危険を感じたら下がれ。おれの指示に従うんだ。いいな？」

　こくりと、カリーヌは頷うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


第九章　ドーヴィルの対決





　ドーヴィルは、人口が二百人ほどの小さな街だ。

　本来、“〝大海”〟に面したその街は、貝と魚を獲とって暮らすしかない、寂れた土地だった。だが、その海は夏になると海流の影響で七色に輝き、その美しさを一目見んと集まった観光客であふれるので、街は潤っていた。

　初夏の今、街は夏の間だけ営業する宿の準備に追われていた。

　そんなときに、その男女はふいっと現れたのである。

　一人は、背の高いがっちりとした身体からだつきの貴族。

　もう一人は、金髪がまばゆい修道服の若い女。

　なかなか見ない組み合わせだったので、街の人々は注目した。一人の老人がにこやかな顔で近づき、貴族に挨あい拶さつした。

「ごきげんよう。旦だん那な様。さて、海が虹にじ色になるのはもうちょっと先ですが……」

　その胸が、突然突き出された杖つえに貫かれる。ゆっくりと、笑顔のまま老人は地面に転がった。一瞬遅れて、それを見ていた女が悲鳴をあげる。

　悲鳴で叫ぶ胸が、真っ赤に染まる。貴族が、魔法の刃やいばを飛ばしたのだ。逃げ惑うドーヴィルの民を、貴族の男は無表情に殺していく。

　さんさんと太陽が照りつける中での殺さつ戮りくは、どこか芝居のようで現実感がなかった。パニックが街全体を包むのに、それほど時間はかからなかった。

　街から逃げ出そうとした人々は、そこに杖を持った貴族が立っていることに気づき、助けを求めた。

「騎士さま！　街に人殺しが！　お助けください！」

　しかし、返事は魔法だった。すべての街道の出口はふさがれ、ドーヴィルの民は一人、また一人と数人の貴族によって、倒されていく。

　街の人間すべてが殺されるのに、二時間ほどかかった。



「よっと」

　屋敷の裏の茂みに隠れた男を見つけ出し、エア・スピアー風槍で串くし刺ざしにしたアンジェロは、後ろでじっと殺戮を眺めていたノワールに向き直る。

「これでいいのかい？　修道女さんよ」

　苦々しい顔だった。ノワールは、にっこりと笑みを浮かべた。

「ええ」

「しかし、恐ろしい女だな。おれも軍人はなげえが、こんなのは初めてだ。街一つの人間を殺してしまえ、なんてな」

「人を殺すことは嫌い？」

　そう尋ねられ、アンジェロは頷うなずいた。

「あたりめえだろ。人殺しが好きなやつなんているかい」

「でも、殺したのね」

「おめえがやれって言ったんじゃねえか。そうしたら、あいつらに絶対に勝たせてやるって……」

　顔をゆがませながらアンジェロは言った。その目には怒りと悔しさが入り混じった、鈍い光が宿っている。

「殺人への抵抗より、悔しさがまさったということかしら？」

「おうよ。あのサンドリオンと、あの生意気な騎士見習いの小僧……。あいつらを殺せるなら、悪魔にだって魂を売ってやる」

　するとノワールはどこまでも慈悲深い顔になって言った。

「わたしは“〝悪魔”〟じゃないわ」

「おいおい。街一つの人間をぶっ殺せ、なんて言うやつが、悪魔じゃなくってなんなんだ？」

「だって、彼らは永久の命を得たんだもの。つらい現世を離れ、何も悩みのない場所へたどり着くことができたんだもの」

「けっ。よく言うぜ。まったく、尼さんの言うことにゃついていけねえ」

「ほら。あなたもこの地獄から救い出してあげるわ」

　そう言うと、ノワールは両手をアンジェロの頬ほおに当てた。

「なんだよ。祝福なら間に合ってるぜ」

　そう呟つぶやいた瞬間だった。アンジェロの身体からだに電流のような衝撃が走った。

「んがッ！」

　身体に何本もの落雷を受けたように、アンジェロは痙けい攣れんした。パチパチと火花がはぜ、髪が焦げる香りが辺りに漂う。そして、その皮膚の色が、ピンク色に染まっていく……。

　目を裏返し、事切れたアンジェロは地面へと崩れ落ちる。

「まったく……、この世は地獄ね。いつもわたしはそう思うわ」

　ノワールは、倒れたアンジェロの上に手をかざした。

　すると……、驚くことに、むくり、とアンジェロの身体が起き上がる。そして、杖つえを握るとノワールの前に向き直った。

「わたしたちの“〝王国”〟へようこそ。アンジェロさん」



　カリンたちは、マリアンヌ姫殿下を真ん中において、トリスタニアの街を出発した。マリアンヌは、例によって目立たぬ格好。田舎貴族のお嬢さんといった出いで立たちだった。カリンたち魔法衛え士じ隊たいの面々も、隊員とわかるマントは羽織っていない。ただの騎士といった風情である。

　バッカスとナルシスは陽気に騒ぎ、マリアンヌはすぐに馬から下りて道草を食う。まるでお祭り騒ぎの中、カリンとサンドリオンだけが、少し緊張した面持ちで後ろからついていく。

　お前ら、浮かない顔だなあ、とバッカスにからかわれたが、昨日の告白が耳にこびりつき、どうにも騒ぐ気分になれないカリンだった。

　マリアンヌは、そんなカリンがちょっと不満な様子で、しきりに纏まとわりついてくる。

「どうしたの？　カリン。つまらなそうだけど」

「そんなことはありませぬ」

「いいえ。つまらなそうよ。わたしといっしょに出かけるのが、あまり楽しくないの？」

「まさか」

　まだ十三歳だというのに、マリアンヌは妙に男の気を引くしぐさに長たけていた。コケットとでもいうのだろうか。魅力的な流し目を送ったり、微笑ほほえんでみたり。並の男ならそれだけで参ってしまうだろうが、カリンは女である。

　どうにも自分の魔法がきかないので、マリアンヌはますますなんとかこの騎士見習いを振り向かせてやると、躍起になるのだった。



　先ほど立ち寄った街で、マリアンヌは昼食の際にテーブルの下から手を伸ばし、隣に座ったカリンの手を握ってみた。カリンはしかたなく、単純に握り返してやったのだが……。

　それで調子に乗ったらしい。マリアンヌは、その晩に宿泊した宿で、カリンに本の朗読を命じた。カリンはしかたなく承知した。

　夜にカリンが王女の部屋に向かうと、まずマリアンヌは、このように夜中に部屋に呼び出したことを、絶対に誰だれにも言うなと念を押した。宮廷でこんなことをしたら大変である。夜中に若い騎士を呼びつけたりしたことがバレたら、自分もカリンも大目玉を食らうだろう。

　カリンは、マリアンヌの部屋の真ん中にあった椅い子すに座ると、詩集を朗読し始めた。マリアンヌはうっとりとして、カリンの美声に聞き入った。カリンは声色が得意で、その気になれば少年のような声を出すことができた。でなければ、こんな美び貌ぼうで男装など不可能だったのであるが……。

　そのうちにマリアンヌは、うっとりした顔でカリンを見つめ、

「あなたって、ほんとうにその詩集から抜け出てきたみたいに綺き麗れいね。おどろいちゃう」などとのたまいはじめた。

「光栄に存じます」と、あまり光栄に感じられない声で言うものだから、マリアンヌはますます参ってしまう。

「これから行くドーヴィルの街はね、海がとっても綺麗なのよ。まだ、色鮮やかではないけれど……、光の加減で七色に光るの」

　マリアンヌは、『姫のほうがお可愛かわいいです』とか、そんな返事を期待した。だが、返ってきたのは、

「それは実に楽しみですね」という、にべのないもの。

　さすがにその気の利かなさに、マリアンヌはむくれてみせた。どのような野暮でも、こういうときは世辞の一つは言うものだ。だが、カリンときたら油断なく身構え、何か一いつ朝ちようことあらば、杖つえを抜かんとばかりに椅い子すに浅く腰掛け、目を辺りに光らせている。

「わたくし、ほんとうはあなたと二人きりで来たかったの」

　と、十三歳のマリアンヌにしては、まさに勇気を振り絞った一撃を繰り出したが、カリンからは、

「わたくし一人では、殿下の警護は務まりませぬ」と、悔しそうな声が返ってきた。

「務まるわ。だって、あなた、お強いのでしょう？」

「わたくしなどは、ただ若いばかりの青二才です。でも……」

「でも？」

「いずれは単独でも殿下の警護が務まるほどの腕前になりたいと思っております」

　まっすぐにマリアンヌを見つめ、どこまでも真面目まじめな声で言うものだから、マリアンヌの胸は高鳴った。すっと手を差し伸べると、カリンは立ち上がり、見事なしぐさでその手に接せつ吻ぷんする。マリアンヌはさらに勇気を出して、足を滑らせた振りをして、その腕の中に飛び込んでみた。華きや奢しやな腕にもかかわらず、カリンはマリアンヌを支えた。子猫のように小さいマリアンヌだから、なんとか支えきれたようなものの、もう少し成長したらいっしょになって倒れてしまったのではないか？

　うっとりと自分を見上げてくるマリアンヌを見てカリンは、

“〝どうしよう”〟と、内心冷や汗を流した。

　マリアンヌは可愛かわいい。こうカリンの目から見ても、少女の可か憐れんさと、芽生え始めた大人おとなの色気が交じり合い、なんだかすごいことになっているのがわかる。

　そしてどうやら、自分に好意を抱いているようだ。色恋にうといカリンにだって、さすがに転んだ振りをして抱きついてこられれば、どんな気持ちを自分に抱いているかわかる。

　でも。でもね。わたし、女なので……。その愛情、お受けするわけに参りませんの……。

　かといって性別を明かすこともままならず、カリンはどうにもこうにも困ってしまうのだった。

「あなた、恋人は？」

　そう尋ねられ、カリンは返答に窮きゆうした。

“〝いない”〟といったら、さらに求愛のアピールをされてしまうのだろうか。かといって“〝いる”〟といえば嘘うそになる。

　困ったカリンは、「修行中の身ですから」と、若武者振りをアピールすることにした。

「そんなに美しいのに？」

　驚いた顔でマリアンヌが言うと、カリンは微笑を浮かべた。

「色恋にうつつを抜かしている暇はありませぬ」

「では、わたくしにも可能性があるということね？」

　マリアンヌは目をつむって唇を突き出した。王女の唇は、ぽってりと赤く色づき、可か憐れんな花びらのようだった。でも、カリンにはまったくそういう趣味はない。

　その額ひたいにキスをして、

「そろそろご就寝のお時間です。殿下」とカリンは困った声で言った。

　さすがにマリアンヌはすねると、

「では、お下がりなさい」と、顔をそらしてベッドにもぐりこむ。

　一礼して部屋を出ると、ナルシスがにやにやしながら突っ立っていた。

「よう色男。どうだった？　姫殿下のお味は？」

「バカを言うな」と、カリンは憮ぶ然ぜんとして答える。

「しかし、我らが姫もお年とし頃ごろというわけか……。姫殿下の心をがっちりつかめば、出世も早いぞ。きみ」ナルシスにそう言われたが、カリンは首を振った。

「実力が伴わなければ、出世など意味ないよ」

　隣ではバッカスが泣きながら床の上をのた打ち回っていた。

「ああ！　ああ！　うらやましいなあ！　ああ！　ああ！　どうして殿下はこのオレをお選びにならなかったんだろう！　ああああ！」

「サンドリオンは？」と、尋ねると、「階下にいる」と言われた。



　酒でも飲んでいるのか？　と心配になったが、違った。椅い子すに座り、怪しいものが入ってこないか、入り口をじっと見張っているのだった。

　カリンが隣に腰を下ろすと、

「姫殿下は？」と尋ねてきた。

「お休みになられた」

「そうか」と答えて、再び入り口に目を向ける。

「参ったよ。姫殿下、どうやらぼくに夢中のようだ」

「それは大変な名誉だな」サンドリオンは笑った。

「笑い事じゃないよ」カリンが憮然とした声で言うと、

「いいじゃないか。せいぜい、おままごとのお相手を務めて差し上げろ」

「そう簡単に言うがな、きみ」

「ふざけてなんかいないぜ。いずれ姫殿下は、どこかの国の王族に娶めとられる身……。それまでの短い間、恋だって楽しみたいじゃないか」

「そう言うきみはどうなんだ？」

　サンドリオンは首を振った。

「おれはもう、無理だ。誰だれも愛せない」

「……そうか」

　カリンは、そんなサンドリオンに見張りを代わろうと言った。

「そろそろ酒を飲みたいだろう？」

「驚いたな！　おれに『飲んでいい』と言ったのは、きみが初めてだぜ」

　それでもサンドリオンは立ち上がらない。入り口を見つめ続けている。

「やはり、何かあるのかな」心配そうな声で、カリンは言った。

「わからん。杞き憂ゆうならばいいがね。ただ、魔法衛え士じ隊たいが存在することで困る連中がいるってのは、確実だろうな。そいつらにとって、この小旅行はチャンスだ」

「もし、そんなことになったら、ぼくがみなの盾になる。その隙すきに姫殿下をお守りして、逃げるんだ。いいな？」

　無理を言って連れてきてもらった以上、そのぐらいのことはするつもりだった。もし、そんなことになったら自分は震えて動けないだろうが……、なに、左の掌てのひらを舐なめれば大丈夫だ。サンドリオンやアンジェロに後れをとったのは、油断していただけだ。

　一生懸命に自分にそう言い聞かせながらカリンが言うと、サンドリオンは笑った。

「笑うな。ぼくはきみの言うとおり未熟者だ。そのぐらいしかできない」

「きみには無理だよ」

「んな！　子ども扱いするな！　大丈夫！　勇気さえあれば、なんとかなる！」

“〝勇気”〟

　その言葉を聞いて、サンドリオンは笑みを浮かべた。

「左の掌を舐めて、か。なんの呪まじないだ？　あれは」

　カリンの頬ほおが熱くなる。まあ、隠すつもりもなかったが……。

「……ぼくの左手には魔法がかかってるんだ。あの仕草をすると、勇気が出る。怖いものがなくなるんだ。だから、なんだってできる。今までは油断してただけだ。だから……」

「そいつが問題なんだ」

　真面目まじめな声でサンドリオンは言った。

「なんだって？」

「そりゃあ、ただの思い込みだ。自分には“〝できる”〟って、背伸びをさせるだけの、つまらぬ思い込みさ」

　カリンの顔色が変わる。

「な！　ふざけるな！　騎士にとって何より大事なのは勇気だ！」

「騎士にとって何が必要なのかは知らんが……、今みたいに誰だれかを守らねばいけない任務のときに何より必要なのは“〝臆おく病びようさ”〟だよ。何があるかわからない。どこから誰が襲ってくるのかわからない。そういうときには、臆病なカメみたいに頭を引っ込めて、周りを冷静に観察して判断するんだ。じゃないと、取り返しのつかないことになる。にせものの勇気なんか、邪魔なだけだ」

　サンドリオンの言葉の意味がわからなかったカリンは、言葉を荒らげた。

「ぼくの勇気は本物だ！　あの騎士様がくれた、本物の“〝勇魔気法”〟なんだ！」

　するとサンドリオンは、カリンの左手を取った。しばし目をつむり、首を振った。

「お前の左手には、魔法なんかかかってないよ。そいつは、ただの“〝暗示”〟だな」

「な、なんだって？」

「おれは“〝水”〟の使い手だから、身体からだのどこにどんな魔法がかかっているのかすぐわかる。お前の左手はまっさらだ。どこにも魔法なんかかかってない。誰だれが言ったのかは知らんが、おそらく子供のお前を勇気づけるつもりで言ったんだろうな」

　カリンは呆ぼう然ぜんと左手を見つめた。今まで頼りにしてきた、騎士様からもらった“〝勇気”〟がニセモノだったなんて……。

「そんな……」

　呆然と左手を見つめるカリンに、サンドリオンは言った。

「はっきり言うぞ。お前はただ、“〝勇気がある”〟と思い込んで、のぼせあがってただけだ。だからあんな無茶ができたんだ。でも、実力が伴っていないから、おれやアンジェロに後れをとったんだ」

「…………」

　押し黙ってしまったカリンに、サンドリオンは言った。

「自分の中の“〝恐怖”〟から目をそらすな。しっかりと向き合え。それができないと、おれみたいに取り返しのつかないことになるぜ」

　悩み始めたカリンを見て、サンドリオンは微笑ほほえんだ。

「お前はいいやつだな。きっと、立派な騎士になるよ。でも、だからこそおれみたいにはなってほしくないんだ」



　一行がドーヴィルの街に到着したのは、その翌日……、出発してちょうど三日目の午後だった。

　街並みが見えると、まずはバッカスが歓声をあげた。

「うおい、田舎街にしてはきれいな街だな！」

　マリアンヌは馬に拍車を入れると、真っ先に駆け出した。

「姫殿下！　お待ち！　お待ちを！」

　そのあとをナルシスが追いかける。

　しかし、どうにも様子がおかしい。昼間にもかかわらず、通りには人っ子一人歩いていない。

「どうしたのかしら」

　マリアンヌは首をかしげた。

「なんだ、どこかでお祭りでもやってるのか？」

　バッカスがとぼけた声で言うと、マリアンヌが言った。

「いつも使っている宿に行ってみましょう」

　マリアンヌ御ご用よう達たしの宿は、見晴らしのいい丘の上にある瀟しよう洒しやな建物だった。一行は、玄関前の小さな馬周りで馬から下りると、そこの杭くいに手綱を結ぶ。

　マリアンヌは、それを見届けもせず、手綱を放ほうると宿の中に飛び込んでいこうとする。

「姫殿下。お待ちを。わたくしが見てまいります」

　サンドリオンはマリアンヌを制すると、扉を押して中へと入った。まるで夜明けの聖堂のように、中はしーんとしている。

「おいーい、誰だれか！　いないか！」

　そう声を上げたが、返事はない。サンドリオンは、玄関ホールを過ぎ、厨ちゆう房ぼうを覗のぞいてみた。そこも無人だった。

　なんだかイヤな予感がしたサンドリオンは、外に出て、みなに告げた。

「様子がおかしい。誰もいない」

　サンドリオンのその声で、マリアンヌは不安げな顔になった。

「いったい、どういうことでしょう」

　そのとき、宿の裏手からカリンの声が聞こえた。

「おーい！　きてくれ！」

「どうした！」

　そこは厩うまやだった。カリンが指差すほうを見ると、血らしきものが厩の壁にべったりとついていた。

「いやぁああああああああ！」

　マリアンヌはそれを見ると、卒倒する。その身体からだをサンドリオンが慌てて支えた。

「とりあえず引き返そう。この街はなんだか危険だ」

　カリンがそう提案したが、遠くを見やりサンドリオンが言った。

「……どうやら遅かったようだな」

　丘の下から、たくさんの人間がこちらに向かってくるのが見えた。

　歓迎してくれるといった雰囲気ではない。槍やりや銃や剣、それにクワや棍こん棒ぼうまで……、手にそれぞれ得物を持ち、ゆっくりと歩いてくる。

　反対側へと回ってみたが、そちらのほうからも、たくさんの人間が丘を上ってきていた。やはり、手にはさまざまな武器を握り締めている。

　丘の上にぽつんと建ったこの宿は、百人以上の人間に、四方を囲まれたようだった。

「なんなんだこいつらは……」

　バッカスはそう言うと、前に進み、大声をあげた。

「おい！　お前たち！　オレたちをどうするつもりだ！　こちらにおられるのは、やんごとないお方だぞ！　なんのつもりか知らんが、ふざけたまねをするとただではおかんぞ！」

　バッカスの声にもまったく動じずに、得物を持った人間たちは近づいてくる。

「あいつら、兵隊でもごろつきでもないぞ。たぶん、この街の住人だ」

　なるほど、老若男女がそろっている。着ているものも、普通の服だ。ただ、一様に顔に生気がない。焦点の定まってない視線で、こちらへと歩いてくる。

「それ以上近寄るなら、容赦はせんぞ！」

　バッカスがそう怒鳴ると、先頭の一団が銃を構えた。

「バッカス！　伏せろ！」

　サンドリオンが怒鳴ると同時に、銃声が響いた。

「うわっ！」

　思わず頭を抱えてうずくまったバッカスの頭上を、何発もの弾が飛んでいく。

「貴様ら！」

　怒ったナルシスが、呪じゆ文もんを唱えた。土ど礫れきがこぶし大の大きさの砲弾へと硬化し、銃を構えた男たちを襲う。

　狙ねらい過あやまたず、“〝土弾ブレツド”〟が男たちの胸を直撃する。ぼごっ！　と胸に大きな穴が開いた。

「な、なんだと？」

　ナルシスは、唖あ然ぜんとして男を見つめた。なんと、“〝土弾ブレツド”〟で胸に大穴が開いたのにもかかわらず、倒れもせずに歩いてくるではないか。

「どうなってるんだ……」

　サンドリオンは、仲間たちに告げた。

「とりあえず建物の中に入ろう」



　サンドリオンたちは、宿に入ると玄関に鍵かぎをかけた。

「いったい、どうなってるんだ！　なんだあいつらは！　どうしてオレたちを襲う！」

「普通じゃないぜ」

　焦った声で、ナルシスが言った。

「こないだの決闘で、おれが相手をしたのと同じやつだな。胸をぐっさり刺さしたのに、ぴんぴんしていた」サンドリオンが冷静な声で言った。

「いったいどんな魔法を使ったら、そんな芸当ができるんだ！」

　バッカスが叫ぶ。サンドリオンは首を振った。

「とにかく今は、そんなことを考えている場合じゃない。この街から脱出しよう」

「“〝フライ飛行”〟で逃げるか？」

　カリンが提案した。

　サンドリオンは、ナルシスに目配せした。

「偵察を頼む」

　頷うなずくと、ナルシスは呪文を唱えて窓から浮き上がった。すると……、一斉に射撃音が響いた。

「くっ！」

　ナルシスは高度を下げた。

　その瞬間、森の中から魔法の矢が飛んできた。慌てて、ナルシスは窓をくぐって戻ってくる。

「どうやらメイジまでいるみたいだぜ」

「となると空は使えんな」と、サンドリオンが言った。悠長に飛ぶメイジなど、飛び道具のいい的だ。飛んでいる間は他ほかの呪じゆ文もんを唱えることもできない。魔法と銃弾で蜂はちの巣になってしまう。

「どうする？　サンドリオン」

　カリンが焦った顔で尋ねる。

　近づいてくる街の住人たちの一人が、燃え盛る松明たいまつを持っているのを見て、サンドリオンはすばやく決断した。

「ナルシス、ゴーレムを使って十秒稼いでくれ。その隙すきに馬に乗り込み、街を抜ける。先頭はバッカス。ゴーレムを出したら、ナルシスは姫殿下を抱えてバッカスに続け。カリンはナルシスをサポートしろ。しんがりはおれだ」

　三人の動きはすばやかった。

　ナルシスが呪文を唱えると、金色に光るゴーレムが現れ、馬をつないだ方向とは逆のほうへと駆け出していく。そちらに向けて銃声が鳴った。真しん鍮ちゆうのゴーレムに何発も弾が当たって、鈍い音が響く。

　上ってくるドーヴィルの民の注意が、そちらにそれた。

「いまだ！」

　バッカスが先頭を切って駆け出した。そのあとに、マリアンヌを抱えたナルシスが続く。次はカリンだ。サンドリオンが最後に、油断なく杖つえを構えて飛び出した。

　ナルシスのゴーレムが、住人たちの注意を引いている間に、四人は馬に跨またがった。

　街へと下る道が、空いた隙をつき、バッカスは馬に拍車を入れた。四人は一直線になって駆け出した。

　何人かがこちらに気づき、行き先を変える。

　バッカスが杖を振ると、杖の先から炎が伸び、向かってきた住人たちがその炎に包まれた。

　木の陰から矢をつがえた猟師らしき男たちが姿を見せた。

「カリン！　風魔法だ！」

　ナルシスが怒鳴る。カリンは“〝ウィンド風”〟を唱えた。猛烈な烈風が、カリンたちの周囲を覆い、飛んできた矢をそらした。

　次に銃声が響く。どこかに銃を持った住人が隠れていたようだ。鉛の弾までは、風では防げない。カリンたちの周囲に、次々と着弾する。バッカスの肩から血がしぶいた。

「バッカス！」

「なに、かすり傷だ！　このまま駆け抜けるぞ！」

　どうやら頑丈な身体からだを盾にして、一気に街を抜ける腹積もりのようだ。

　四騎は街を貫く街道へ躍り出た。住人はほとんどが宿の周りに集まっていたらしく、わずかな人影しかない。

「このまま駆け抜けるぞ！」

　だが、そうはいかなかったようだ。

　背後から、猛烈な勢いで駆けてくる一騎があった。

「追われてる！」カリンが叫んだ。

　こちらはナルシスが気絶したマリアンヌを抱えている。早駆けができない！

　このままでは、追いつかれてしまう、というとき……。

　最後尾のサンドリオンが、手綱を引いて馬の首をめぐらせた。

「サンドリオンッ！」

　カリンも叫び、思わず馬首を翻ひるがえそうとした。だが、サンドリオンは短く叫んだ。

「来るなッ！」

「で、でもっ！」

　そうカリンがためらった瞬間、サンドリオンは魔法を飛ばした。カリンの跨またがった馬の尻しりに、氷の矢が浅く突き刺ささる。驚いた馬は、首を返すのをやめて、まっすぐに走り続けた。

「サンドリオンッ！」

　再び叫んだが、ナルシスに怒鳴られる。

「いいからあいつに任せろ！　ボクたちは姫殿下の護衛をしてるんだ！　忘れたのか！」

　カリンは歯を食いしばると、手綱を握り締めた。

「くそッ！」



　三騎が、無事に街道を駆けてゆくのをちらっと見つめたサンドリオンは、再び正面に向き直り、前から駆けてくる騎士に対たい峙じする。

　騎士は、帽子をかぶっていた……、が、その下に覗のぞく顔を見たとき、サンドリオンは一連の事件のなぞに、少し近づいた気がした。

「……アンジェロ」

　それは、ユニコーン一角獣親衛隊のアンジェロだった。

　だが……、いつもとわずかに雰囲気が違う。顔に生気がない。先ほど見たこの街の住人のように。そして、この前胸を貫いたペドロのように。

　サンドリオンは杖つえを引き抜き、“〝水鞭ウオーター・ウイツプ”〟を繰り出した。しなる水の鞭むちが、四方八方からアンジェロを包み込み、串くし刺ざしにした。

　しかし、それでもアンジェロの勢いは止まらない。まったく表情を変えずに、サンドリオンめがけて突っ込んできた。

　大きな、槍やりのような杖に風の刃やいばを纏まとわりつかせ、それをサンドリオンめがけて叩たたきつける。

　咄とつ嗟さに馬から飛び降り、身をかわす。勢い余ったアンジェロの“〝ブレイド”〟は、サンドリオンの馬を両断した。なんとも恐るべき威力の“〝ブレイド”〟だった。

　あいつに、普通の魔法は利かない。蜂はちの巣にしてやれば、動きも止まるかもしれない。でも、それまでに精神力が尽きてしまう。

　サンドリオンは、同じように“〝ブレイド”〟を唱えた。

　馬を巡らせると、アンジェロは再び杖つえを構え、突進してきた。

　身体からだを貫いた“〝水鞭”〟の感触によって、アンジェロの身体の中をめぐる水が尋常でないことにサンドリオンは気づいていた。

　その感触は、死体のものだった。あいつは生きちゃいない。

　じゃあ、どうして動いてるんだ？

　なんらかの魔法には違いない。

　でも、そんな魔法は見たことも聞いたこともない。

「とにかく、お前はもう、生きてはいないんだよな」

　生きている間は、何かと自分に突っかかってくるイヤなやつだったが……。こうやって死してなお、己に挑んでくる姿を見ると、何か寂しい気持ちになった。

　アンジェロは“〝ブレイド”〟のかかった杖を振り下ろした。サンドリオンはステップでかわす。そして、一気に懐ふところにもぐりこみ、深々と胸を貫いた。

　そのまま、脇わきの下へと切り裂く。

　それでもアンジェロは動いた。半分ほど斬きられた上半身を、ぶん！　と振り回し、なおもサンドリオンを傷つけようとする。身体の各部分だけでも、どうやら動くのだろう。炎で燃やしつくすのが手っ取り早いが、あいにくサンドリオンは炎が得意ではない。

　サンドリオンは再び、“〝水鞭”〟を唱えた。だが、今度の“〝鞭むち”〟はいつもと形が違った。それぞれが紙のように薄く、まるで鋭利な剃刀かみそりのようだった。

　アンジェロの杖を避けると同時に、それをアンジェロの身体に絡みつかせる。

「うらむなよ。アンジェロ」

　絡みついた剃刀のような“〝水鞭”〟が、アンジェロの身体をバラバラに切り裂いた。腕や足が、胴体がぐしゃっと地面に落ち、動かなくなった。

　だが、危機が去ったわけではない。

　いつしか、宿の近くにいた住人たちが、現れていた。街道の前後を挟み、ゆっくりとサンドリオンに近づいてくる。

　どうやらこれまでのようだ。

　先ほどのアンジェロ戦で、ほとんど精神力は使い果たしてしまっていた。武器を持ったほとんど不死身の軍団を相手にして、囲みを突破できるわけはない。

　それでも、恐怖はなかった。

　近づいてくる住人たちに、サンドリオンは奇妙な親近感を抱いた。思えば、おれも似たようなもんじゃないか。生きていながら、自分はずっと死んでいたようなものだ。

　希望もなく、夢もない。生きる目的もなければ、誰だれに必要とされていたわけでもない。最後の最後で、あいつらの役に立てた。

　それにしても、いったい誰がアンジェロやここの住人を、生ける屍しかばねへと変えたのだろう？

　それがわからないのが、唯一の心残りだった。

「やっと、お前の元にいけるな。カリーヌ……」

　サンドリオンがそう呟つぶやいたときだった。住人の群れを割って、一人の女が姿を見せた。まばゆい金髪に、優しそうな笑顔を浮かべた修道服の女……。

　サンドリオンは、自分がとうとうおかしくなったのだと思った。

　そんなはずはない。

　ここに“〝彼女”〟がいるわけがない。次に、よく似た人物だろうか、と考えた。

　違う。見まごうはずはない。間違いなく、彼女は……。

“〝ノワール”〟は、サンドリオンを見つめ、にっこりと微笑ほほえんだ。サンドリオンの記憶と、その笑顔が強烈に結びつく。

　三年前、それを見るだけで、夢見ごこちになった美しい姿。

　片時たりとも忘れることのなかった、その微笑み……。

「お久しぶりね。ピエール」

　自分のその名前を知るものは、この世にはほとんどいない。そのうちの一人が、この……。

「カリーヌ？　きみなのか？」

　ぼんやりとした声で、サンドリオンは呟いた。目の前の出来事が信じられなかった。

「そうよ。三年ぶりかしら。なんだか大人おとなびたみたいね」

　喜びと、驚きが入り混じった。サンドリオンは思わず駆け寄って抱きしめたい衝動にかられる。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、動き出そうとしたその足が止まる。

　自分は……、カリーヌをこの手で埋めたはずだ。間違いない。あの森まで遺体を運び、泉のほとりに小さな墓を作った。

「どうしたの？　久しぶりに会ったというのに……」

「……お前は誰だれだ？」

「カリーヌよ。いやだ。なんて怖い顔」

　ノワールはコロコロと楽しげに笑う。

「彼女は死んだはずだ」

「生き返ったの。……というより、生まれ変わった、というべきかしら。でも、わたしは何にも変わってないわ。昔のままよ。あなたのことを、愛しているわ」

「お前もアンジェロや、ここの住人たちと同じだ。ろくでもない魔法でつくられた、生ける屍しかばねだ」

　ノワールは、サンドリオンに近づいた。びくっとサンドリオンは震えた。でも……、動けない。そんなことはありえない、と理性は判断するのに、感情がいうことを聞かない。

　ノワールはサンドリオンの頬ほおに手を伸ばして、触れた。

「これが死体の手？」

　ノワールの手は温かく、血が通った人間のそれだった。その温かみに触れると、サンドリオンはもう何も考えられなくなった。

　胃の底から熱い塊がせりあがる。

「そんな……。まさか……、そんなはずはない……」

「目の前の現実を受け入れて。それだけが真実よ」

　現実。そう、現実なのだ。現に目の前に、彼女はいる。こうやって、抱きしめることもできる……。彼女をぎゅっと抱きしめると、喜びが心を覆い包んでいく。

「ずっと会いたかった」

「わたしもよ」

「あ、謝りたかった……」

「気にしないで」

「すまない。手元が狂ったんだ。許してくれ……」

「いいじゃない。もう済んだことよ」

　ノワールは、サンドリオンの頭をかき抱いた。

　サンドリオンの鼻び腔こうを、懐かしい香りが突き刺さす。彼女の香りだ。太陽の暖かさを香りにしたような、やさしい、懐かしい香り……。

「会いたかった。とても……、とても会いたかった」

　頬をその顔に寄せると、長い金髪が頬をくすぐった。

「くすぐったいよ。くすぐったくて、涙が出るよ」

「わざとやっているのよ」

「そうだったね」

　ノワールは、慈愛に満ちた笑顔を浮かべ、呟つぶやくように言った。

「わたしがここにいるのを、あなたが忘れてしまわないようにね」



　街を抜けたところで、カリンは馬を止めた。

　バッカスたちも立ち止まる。

「どうした！　カリン！」

「ここまで来ればもう大丈夫だろう。姫殿下をよろしく頼む」

　その言葉でカリンが何をするのか悟った二人は、

「待て！　今から行っても遅い！」

「お前まで死んじまうぞ！」

「まだあいつが悔しがる顔を見ていない！」

　カリンはそう叫ぶと、ドーヴィルの街へ向けて、駆け出した。駆けるカリンは、大声で叫んだ。

「なによ……。かっこつけて！　命と引き換えに、みんなを逃がせば贖しよく罪ざいになるとでも思ってるんじゃないでしょーね！　それこそ思い込みだわ！」



　ノワールは、サンドリオンの頭をやさしく撫なでながら、呟くように言った。

「ねえピエール。わたしたちといっしょに来ない？」

「……どこに？」

「わたしたちの王国によ」

「王国？」

「そうよ。わたしは今、王国をつくるために働いているの」

　王国？

　サンドリオンはそこで、自分たちの周りにうごめく、ドーヴィルの住人たちの存在を思い出した。いずれも生気を失った顔で、佇たたずんでいる。

「おれも……、彼らと同じ姿になるのかい？」

「違うわ。あなたはこんな“〝木で偶く”〟ではなく……」

　ゆっくりと、サンドリオンはノワールから身を離した。

「ピエール？」

「……きみは誰だれなんだ？」

　泣きそうな声で、サンドリオンは言った。目の前の“〝現実”〟は、もう一つあったことを思い出したのだ。今、目の前にいるのはカリーヌ。それは間違いない。

　でも、彼女のしていることはなんだ？

　生ける屍しかばねを作り出す。

　悪魔も恐れるような、邪悪極まりない所業だった。サンドリオンの知るカリーヌは、こんなことができる人間ではなかった。

　もしや……、自分の放った魔法で命を失ったカリーヌは、何か邪悪な魔法で蘇よみがえったのではないだろうか？　そんな魔法は聞いたこともないが……。

　それが一番近いような気がした。

　目から涙があふれた。

　もしそうだとしたら……、おれはどれだけの罪をおかしたのだろう？

　最愛の女性を殺してしまったばかりでなく、悪魔にしてしまった。

　がっくりと、サンドリオンは膝ひざをついた。

「……許してくれカリーヌ」

「どうして謝るの？」

「おれのせいで、お前は……」

　するとノワールは、サンドリオンに近づき、その頬ほおに手を伸ばした。

「苦しいのね？　わたしが連れてってあげる。苦しみのない世界へ。悩みのない世界へ。優しさと、愛だけがすべてを支配する場所へ……」

　ノワールが触れた部分に、電流のような痛みが走る。

“〝おれは死ぬ”〟

　彼女に、何があったのかはわからない。いったい、どのような陰謀が進んでいるのかもわからない。仲間たちとももう二度と会えない。

　死んだとばかり思っていた昔の恋人に、わけがわからぬまま、殺されて死ぬ。

　でも、彼女と同じ場所に行けるのなら、それは幸せなんじゃないだろうか。

「カリーヌ……」

　涙を流しながら、最後の時を受け入れようとしたそのとき……。

　サンドリオンの身体からだは、猛烈な“〝風”〟に吹き飛ばされ、地面に転がった。

「その名前を気安く呼ぶな。うっとうしい」

　舌打ちとともに、怒りを含んだ甲高い声が響く。

　サンドリオンは目を開いた。

　まず、飛び込んできたのは、桃色のブロンドだった。風に煽あおられ、色鮮やかに輝いている。背筋を伸ばし、サンドリオンの前に立つその姿はまるで、幼いころに見た、宗教画の中の聖女のようだった。

「カリン」

　ぼんやりした声でそう呟つぶやくと、カリンはサンドリオンを怒鳴りつけた。

「誰だれが未熟者だって？　勇気と無謀を履き違えてるのはいったいどっちだ？　おいッ！」

　サンドリオンは立ち上がろうとした。だが……、身体を鈍い痺しびれが包んでいる。先ほどのノワールの魔法が原因だった。あのまま、魔法をかけられ続けていたら、自分は……。

「ぼくが引き返してこなかったら、お前は死んでたんだぞ！」

「あら。ピエール、お友達？　紹介してちょうだい」

　まるでどこかの屋敷のサロン社交場のように、ノワールは言った。カリンは杖つえを構える。

「ピエールって誰だれだ？」

「わたしの恋人よ。でも、今は随分と変な名前を名乗っているのね。“〝サンドリオン灰かぶり”〟ですって？　染めてるの？　その髪？　名前に合わせて？　あなた、昔からそういう冗談が好きだったわね」

　愛いとしそうな声で、ノワールは言った。

「お前……」

　その言葉で、カリンは目の前の修道女の正体に気づいた。

　もしかして、この女……、サンドリオンのかつての恋人？

　でも確か、死んだはずでは？

　ノワールのほうでも、カリンの正体に気づいたらしい。

「あなた……、もしかして彼の恋人？　わたしにとられるのがイヤで引き返してきたのかしら？」

　カリンは、ドーヴィルの住人たちを従えた目の前の金髪の女を見み据すえた。黒い修道服に身を包んだその姿は、敬けい虔けんな修道女のようだった。慈愛に満ちた雰囲気さえ、漂わせている。

　だが、その纏まとった慈愛と裏腹に、この女は、街一つを死者の軍団に変えた。その上、彼女自身も死んだはずなのに、今こうして目の前で微笑ほほえんでいる。

　その優しそうな笑みの下に隠れているのは、邪悪としか形容できない何か……。

“〝何なの？　この人……”〟

　怖い。

　心臓をわしづかみにされるような恐怖に、カリンの全身が震えだした。

　正体がわからない相手ほど怖いものはない。幼いころに見た、“〝竜の足跡”〟の底のような、深い闇やみと、目の前の女が重なった。

　恐怖にカリンは押しつぶされそうになった。思わず左手に“〝勇気”〟と書きたい衝動にかられる。

　思わず、掌てのひらに人差し指が伸びる……。

「……くっ」

　だがその瞬間、サンドリオンの言葉が蘇よみがえる。

“〝自分の中の“〝恐怖”〟から目をそらすな”〟

　カリンは左手を下ろした。

　彼女には、勇気を振り回すだけじゃ勝てない。きっと……。

　震えるまま、カリンはノワールをにらみつける。

　怖くて怖くてたまらなくて、思わず目から涙がこぼれた。嗚お咽えつが、カリンの喉のどから漏れる。

「ひっぐ、えっぐ……、ぐずっ……」

　みっともなくしゃくり上げながらも、カリンは杖つえを握り締めた。

　そして、ノワールに対たい峙じする。

「あらあら。泣いちゃって。そんなに怖いのかしら。何も怖いことなんかないのに。おばかさんね」

「怖いわよッ！　あったりまえじゃないの！　あんたみたいにわけのわかんない女、怖くないわけないじゃないッ！」

　泣きながら、カリンは叫んだ。すでにもう、男言葉を取り繕う余裕もない。

「逃げろ！　カリン！」

　取り乱したカリンに、サンドリオンは叫んだ。

「うるさいわねッ！　いいから黙って見てなさいよッ！　別にあんたを助けるつもりじゃないんだから！　ほっといたら目覚めが悪いでしょッ！　なによえらそうに！　どんだけわたしが苦労したのかも知らないで！　無謀だなんだって！　魔法の勇気に頼って何が悪いの？　しかたないじゃない！　だって、だってわたしは……」

　カリンは、呪じゆ文もんを唱えた。単純なウィンドだったが、その威力は常じよう軌きを逸いつしている。

　吹きすさぶ風に煽あおられ、ノワールの修道服が舞う。

「いやだ、すごい顔。そんなに怒らないで。美しい顔が台無しだわ」

　ノワールはどこまでも楽しげな微笑を浮かべると、ついっと後ろに下がった。その周りを、ドーヴィルの民が取り囲む。

　その数は百以上。

　銃や弓矢を構えるのが見えた。

“〝あいつら怖い。きっとかなわない”〟

　カリンは呪文を唱えると、すばやく跳躍した。倒れたサンドリオンの元に、一息で飛ぶと、その身体からだを抱えて飛び上がる。

　手近な屋敷の裏に、カリンは逃げ込んだ。

「お、おい……、カリン。逃げろ。おれは置いていけ」

「うるさい！　ちょっと黙ってて！　考え事してるんだから！」

　カリンは恐怖でパニックになりそうな心を抑え込み、必死になって考えた。

　身体が痺しびれて、身動きがままならないサンドリオンを連れて逃げ出すのは不可能。

　となると、あいつらをなんとかしなければならない。

「あの人たち……、操られているだけ？」

　するとサンドリオンは首を振る。

「いや……、生命の気配は感じられない。たぶん、死体が何かよからぬ魔法で動いてるんだろう」

　カリンは、ぎりっと唇を噛かんだ。

　あいつら……、といっても、彼らに罪はない。ただ、日常生活を送っていただけだ。それが無残にも奪い取られ、あんな女の言いなりになって、自分たちを襲っている……。

　悲しくて、悔しくて、カリンは涙をこぼした。

　その涙が、カリンから恐怖を洗い流していく。怖がってなんかいられない。パニックになってる暇もない。自分は彼らの霊に、勝利を捧ささげねばならない。

　カリンは杖つえを握り締めると、顔を持ち上げた。もう、その目から涙はこぼれていない。

「カリーヌ……。どうして……。いったい何があったんだ！」

　そう呟つぶやくサンドリオンを、カリンはにらんだ。

「サンドリオン。よく聞いて。あの女はあなたの昔の恋人じゃないわ。別の何かよ。わかってるわね？」

「……わかってる」

「わかったなら、まずは自分の傷を癒いやしてちょうだい。そのぐらいならできるでしょ」

　あれだけの死体の群れ。一度死んでいる以上、魔法でバラバラにしなければ、その息の根は止められない。でも、あれだけの数を、魔法でバラバラにするなんて無理だ。精神力が尽きてしまう。

　そのとき、サンドリオンが、唱える“〝癒しヒーリング”〟の呪じゆ文もんが聞こえた。



　



　その瞬間、カリンは、はっと気づく。

　極限状態でもパニックに陥おちいることなく、自分の中の臆おく病びようさとしっかり向き合ったカリンの精神が、閃ひらめきを与えてくれたのだろうか。

　とにかく、カリンの中にとある考えが芽生えたのだ。

　何かよからぬ力？

　ドーヴィルの民が、“〝生”〟とは逆の力で動いているのだとしたら……。

「サンドリオン。あなた“〝癒し”〟を大量に唱えられるだけの精神力は残ってる？」

「水があれば、なんとか」

「この近くに大量に水がある場所は……」

「海岸がある」

「よし。そこまで駆けるわよ」

　カリンとサンドリオンは、屋敷の裏から飛び出すと、手薄だった海岸の方向へと駆け出した。

「そちらは海よ。行き止まりだけど、どうするつもりかしら？」

　ノワールの声が響いたが、カリンは何かを確信した顔で走った。



　二人は海岸に到着した。

　目の前には、鮮やかな青い海が広がっている。思えば、自分たちはマリアンヌがこの海を見たがったから、この街までやってきたのだった。

　でも、今その海は茫ぼう漠ばくと広がり、自分たちの退路をふさいでいる。

　サンドリオンは、息を切らしながらカリンに尋ねた。

「もう逃げられないぜ。どうする気だ？」

「“〝癒しヒーリング”〟よ」

　サンドリオンは、呆あきれた声で言った。

「おいおい、敵を癒いやしてどうするんだ」

「違う。あいつらは、よくわからないけど、なんらかの邪悪な魔法で動いてるんでしょ？　その魔法はたぶん、“〝癒し”〟で払うことができるんじゃないかしら。さっき、実際にあなたは身体からだに流されたその魔法を“〝癒し”〟で払ったじゃない」

　サンドリオンは、はっとした顔になった。

「なるほど。試す価値はありそうだな」

「ごちゃごちゃやってる暇はないわ。いい、今からわたしが海水をすくい上げる。その海水に、あなたは“〝癒し”〟をかけて。“〝水”〟系統は水に宿るんでしょ。“〝風”〟が風に宿るように。そうでしょ？」

　サンドリオンは頷うなずいた。

「でも、向こうは百人以上いるぜ。そいつら全部に水をぶっかけることなんかできるのか？」

「わたしの“〝風”〟を甘くみないで」

　カリンは、そう言うと短く呪じゆ文もんを唱えた。



　



　そして杖つえを回転させるように振った。

“〝ストーム”〟

　単純な、竜巻を作り出す呪文だった。だが、その威力が違う。

　全高二百メイルにも達しようかという、巨大な空気の渦が、杖の先から膨れ上がる。猛烈な勢いの風が、サンドリオンの頬ほおを叩たたく。渦の中心にいなければ、吹き飛ばされてしまうところだ。

　なんなくその“〝風”〟を操るカリンは、まさに風の申し子だった。風を従え、君臨する……、伝説の“〝風ジ王ン”〟のような、その姿……。

　サンドリオンは、呪文を唱えるのも忘れ、しばしその姿に見入ってしまった。

「早く“〝癒し”〟を唱えて！」

　サンドリオンは慌てて、“〝癒し”〟を唱える。そばにある大量の“〝海水”〟が、詠唱をサポートしてくれた。生命誕生の場所とも言われる海水は、それ自体が良質な“〝水”〟の触媒だ。消耗した精神力を、豊富な海水が補う。



    

  
    
      



    

  
    
      　風の申し子は、その巨大な“〝竜巻”〟を、無造作に海に放ほうり込んだ。膨大な量の海水が空に巻き上げられ、太陽の光を受けて七色に輝いた。

　飛び散る海水が、サンドリオンの頬ほおを叩たたいた。

“〝水”〟を感じるたびに、サンドリオンはいつも思う。



“〝水が好きだ”〟



　水はおれを癒いやしてくれる。でも、それだけだ。救いはしない。

　おれを救ってくれるのは……。

　この心にかかった“〝灰”〟を払ってくれるのは……。

「今よ！　“〝癒しヒーリング”〟をこの水にかけて！」

　浜辺に現れたドーヴィルの民を見て、カリンが怒鳴る。

　サンドリオンは、竜巻に舞い上げられた大量の海水めがけて、“〝癒し”〟を放った。命の力を与えられた海水は、さらに力強く輝いた。

　カリンは、癒しがかかった海水が多量に含まれた竜巻を、集まりつつあるドーヴィルの民めがけて……、というより、ドーヴィルの街めがけて放った。



“〝木で偶く”〟に変えたドーヴィルの民の後ろから、浜辺へと向かうノワールの目に、巨大な竜巻が飛び込んできた。

「あら……、なにあれ？　竜巻？　いやだ、すごい大きさじゃない」

　見る見るうちに竜巻は膨れ上がり、ドーヴィルの民を包み込んだ。すると……、“〝木で偶く”〟に変えた住人たちが、ばたばたと倒れていく。

「どうしたのかしら」

　竜巻は街の上空まで達し、まるで雨のように海水をばらばらと降らせた。その水に触れ、ノワールは理解した。

“〝癒しヒーリング”〟だ。

　あの二人は、海水に“〝癒し”〟を宿らせ、巨大な竜巻を使ってシャワーのように自分たちの頭上から降りかけたのだった。

「なるほど。よく考えたじゃない。今日はわたしの負けね」

　そうにっこりと笑うと、ノワールはくるりと身体からだを翻ひるがえさせた。その周りに、どこからか現れた数人のメイジが、影のように付き従う。

　鼻歌でも歌うような調子で、ノワールは浜辺とは反対側へ歩いていく……。



　糸の切れた人形のように倒れたドーヴィルの民を見て、サンドリオンは安あん堵どのため息を漏らした。隣ではカリンが、ぜぃぜぃと息を荒らげて、砂浜に倒れこんだ。

　慌てて駆け寄る。

「おいカリン！　大丈夫か！」

　抱え起こして、“〝癒し”〟を唱えようとした。だが、次の瞬間、カリンの口からは寝息が聞こえてきた。おそらく精神力を使い果たしたのだろう。

　その寝顔は美しく、あどけない。あんな巨大な竜巻を作り出したとは、とても思えない。

　見ていると……、サンドリオンの心に何か予感めいたものが生まれた。

　そう思うと、この未いまだ幼い顔をした風使いが……。

　サンドリオンは顔を赤らめた。



　しばらくそんな風に見つめていると、カリンが目を開いた。

「う……」

「大丈夫か？」

「街の人たちは？」

「……動かなくなった」

「そう」とカリンはしめやかに目を閉じた。サンドリオンも、しばし目を閉じて、罪なき被害者のために、祈りを捧ささげた。彼らはこの街に住んでいた、という理由だけで、動く死体に変えられた。彼らの運命を考えれば、自分の運命など、子供のままごとのようなものだ。

「あの女は？」

「……何もしてこないところをみると、姿を消したようだな」

　サンドリオンが答えると、カリンはその頬ほおを叩たたいた。

「な、なにすんだよ！」

「ばか！　わたしのことなんかほっといて、あとを追いかけなさいよ！」

「そ、そうはいかん」

「どうして？」

「心配だからだ」

　真面目まじめな顔でそう言われ、カリンは頬を染めた。

　その瞬間、気づく。

　あ……、わたし、もしかして女言葉を使ってた？

　やばい。バレてしまったのだろうか。

　ごまかすように、カリンは言った。

「昔の恋人だからって、情けをかけたんじゃないだろうな？」

「……それは違う」

　首を振って、サンドリオンは言った。どうやら、気にもしていないようだ。それどころじゃなかったのだろう。わずかに胸を撫なでおろし、カリンは言った。

「バッカスたちに合流するぞ。まだ終わったわけじゃないんだ。トリスタニアに、無事にマリアンヌ姫殿下を送らねばいけないからな」



　サンドリオンは頷うなずいて、海を見つめた。何事もなかったかのように寄せては返す海を見ていると、それまで抑えていた激情がこみ上げてくる。

“〝昔の恋人”〟

　どうして？　生きていたのか？　まさか……。

　でも、現実としてカリーヌは自分の目の前に現れた。

　残酷な悪魔へと姿を変えて……。

　何があったのかはわからない。ただ、その一端を、自分が担っていることだけは間違いない。

　この手で、彼女を倒す。

　それしかない。それしか、この街の死者たちを慰める方法はない。

　サンドリオンはそう決心した。

　でも……、そう決心しても、目からは涙がこぼれた。こんなかたちで“〝再会”〟するなどとは、夢にも思わなかった。これ以上、悲しいこと、つらいことが想像できない。

　最愛の人間が、最悪の悪魔に成り果てていたなんて……。

　ぼろぼろと、とめどなく涙があふれた。

　まるで子供のように、サンドリオンはこぶしを握り締めて泣いた。彼女に殺された人々が哀かなしかった。悪魔になってしまったカリーヌが哀しかった。



　ひたすら涙を流すサンドリオンを見て、カリンはなんともいえない気持ちになった。ちょっと前までは、図太い酒びたりのろくでなしと思っていたが……、それは違う。

“〝彼も……、ただの弱い人間なんだ”〟

　弱くて、倒れそうなのに、誰だれにも支えてもらえなかったから、ただ一人で酒を飲んでいた。“〝灰かぶりサンドリオン”〟、と名乗り、すべてを諦あきらめていた。

　だが、今は違う。

　涙を流しながらも、その目には何かを決心した光が宿っていた。きっと、今の出来事で、サンドリオンの中でも、何かが変わったのだろう。

　自分と同じように。

　たぶん、サンドリオンの未来には、あの女との対決が待ち受けている。

　巧みな杖つえの使い手。

　戦闘のエキスパート。でも、きっと彼は一人では戦えない。誰かの協力が必要だ。

　カリンは、サンドリオンの腕を握ると、立たせてやった。

「立て。ほら行くぞ」



    

  
    
      
エピローグ





　つい先日、泊まったばかり宿場町につくと、そこではバッカスやナルシスが、近隣の領主や貴族を集めて軍勢を作っているところだった。

「おい！　あいつら生きてたぞ！」

　無事に現れたカリンとサンドリオンを見て、三人は大変に喜んだ。マリアンヌはカリンに抱きつき、「よくぞご無事で……」と、泣き崩れる。

　サンドリオンは、三人にことの次第を説明した。アンジェロに襲われたこと。そして、死んだはずの昔の恋人がどうやら糸を引いていたこと……。

「アンジェロだって？」

　ナルシスとバッカスが、驚いた顔になった。

「ということは……」

「たぶん、背後にはユニコーン一角獣親衛隊が絡んでるんだろう」

「あいつら……、オレたちに何か恨みでもあるのか？」

「というより、魔法衛え士じ隊たいに存在してもらっちゃ困るんだろうさ」

　サンドリオンがそう言うと、二人は顔を見合わせた。

「すると、オレたちの隊から人が減っていった一連の事件は……」

「まあ、まず間違いなくやつらの仕業だろうな。というより、宰相殿のご意向なんだろうさ」

　宰相、エスターシュ大公。トリステインの、もう一人の王さま……、と呼ばれるほど、権勢をほしいままにしている大人物である。

　その大公が、自分たちを消そうとしている？

　二人は、青い顔になった。

「とにかくこいつは根が深い。ヴィヴィアン殿に相談して、今後の対応を考えたほうがいい」

　こくりと、二人は頷うなずいた。バッカスが集めた貴族たちを指揮して、ドーヴィルを偵察しに出かけた。



　王女が襲われたということで、トリスタニアからは竜騎士隊までもが飛んでくる騒ぎになった。

　集まった近隣の貴族や竜騎士隊とともに、再びドーヴィルへと赴おもむくと、やはり街の住人は全滅していた。いずれもが、魔法によって殺されていた。

　事件の検分をしていると、竜騎士の一人が伝書を携えてやってくる。

「魔法衛え士じ隊たいの、サンドリオン殿ですか？」

「そうだ」と、頷くと、

「いち早く王宮に赴き、事件について報告されたし、とのことです」

　サンドリオンたちは、王女を護衛して、とりあえずトリスタニアに帰京することになった。危険な目にあったのが、他ほかならぬ王女その人だったので、大量の護衛がついた。

　なんとフィリップ三世は、娘の警護に一個連隊までよこしたのである。

　マリアンヌ姫殿下は、特別に用意された馬車に乗り、空を竜騎士に守られ、前後を数百人からの兵士に挟まれ、しずしずと街道を行くことになった。

　まるで戦でも始まったような物々しさであった。



　トリスタニアへ向かう帰り道……。

　馬車のそばに控えたサンドリオンにナルシスは近づくと、顔を寄せて囁ささやいた。

「……なあサンドリオン。ほんとか？」

「何がだ？」

　きょろきょろと周りを見回したあと、ナルシスは言いにくそうに言葉を続けた。

「……お前の昔の恋人が、あの街の民を操っていたって」

　きっぱりと、サンドリオンは言った。

「ああ。間違いない」

「……それ、黙っておいたほうがいいぜ」

「どうしてだい？」

「お前の立場が、悪くなる。下へ手たしたら、関係していると思われて、牢ろう屋やに入れられるかもしれないぜ」

　サンドリオンは、首を振った。

「ちゃんと言うさ。隠し立てすることじゃない」

「おい！　きみのためを思って言ってるんだぜ！」

「それはありがたいがね。おれはもう逃げないよ」

　そう、とサンドリオンは思った。

　おれは逃げない。自分の運命から。犯した過あやまちから……。

　あの日、カリーヌを誤って魔法で貫いたときに、こうなることが決まっていたというなら……。自分にはすべてを知る義務がある。

　そして、それを解決する義務が。

　それが自分の運命というなら、まっすぐに見つめ、臆おく病びようなぐらい慎重になって、それでも逃げ出さずに戦おうじゃないか。

「相手はあの大公殿下なんだろ？　どんな手を使ってくるかしれたもんじゃない。まったく、命がいくつあっても足りないぜ」

　うんざりした声で、ナルシスが言った。

「なんなら降りてもいいんだぜ」

「ばか言うない。乗りかかったフネだ。最後まで付き合ってやるよ。あいつも同じ気持ちだろうさ」

　眠そうな顔で馬に揺られているバッカスを指差し、ナルシスは言った。

「なんとかなるよ」

「どうして？」

　サンドリオンは、目の前で馬に揺られる、小さな背中を見つめて言った。

「おれたちには、“〝風”〟がついてる」

　そのとき、なぜか目の前をゆくカリンと、幼いころに見た宗教画の聖女がダブる。わずかに胸を高鳴らせ、サンドリオンは思った。

“〝水”〟はおれを癒いやす……。おれは水使いだからな。

　でも、それだけだ。

　何も変えてはくれなかった。

　もしかしたら、おれの心にかかった灰を振り払うのは……。こいつの“〝風”〟かもしれない。

　サンドリオンは、先ほどのカリーヌの口調を思い出す。見事な女言葉だった。

　必死になると、ああいう言葉遣いになるのか？　こいつは……。

　こいつもしかして……、実は……。

　サンドリオンの頬ほおが、徐々に赤くなる。



　前を行くカリンは、激しい後悔にさいなまされていた。

　先ほど、左手に“〝勇気”〟と書かなかった自分は褒ほめていい。

　でも、でも……。

　ばりばり女言葉使ってたじゃないの！

　ああ、とカリーヌは首を振る。

　最悪だわ。

　もしかしたら、バレたかも……。とにかく女とバレたら、隊にはいられない。こんな大変なときなのに、手柄を立てるチャンスなのに、なんとしてでもクビだけは勘弁願いたい。

　でも、さっきのサンドリオン、恋人の出現でわれを忘れてたし、大丈夫よね、とちらっと後ろを見ると、なんだか頬ほおを赤くして、こっちに近寄ってくる。

　そんな顔を見て、カリンも顔を赤らめた。

　やばい。もしかして、女だってバレた？

　サンドリオンは、カリンのそばに馬をつけると、囁ささやくように言った。

「カリン。その……、さっきのことなんだが」

「な、なんだ？　言ってみろ」

「いやな？　お前の口調のことなんだが……。女言葉だったな」

　カリンはがっくりと肩を落とした。

　やっぱり、気づいてたんだわ。そりゃそうよね。当たり前よね。あんだけわめき散らしたんだもの……。これで終わりだわ。わたし、クビだわ。

　と、そんな風にどんよりしていると、

「安心しろ。誰だれにも言わん」

「え？」

「お前にはお前に事情があるんだろう。それに、人の“〝趣味”〟にけちをつけるつもりもないしな」

　趣味？　どゆこと？　とカリンがおろおろしていると、サンドリオンは小さく言った。

「しかし……、驚いたよ。お前がその、“〝オカマ”〟だったなんてな」

「…………」

「一瞬、女かもなんて思ったが。いくらなんでもそんなに胸の薄い女はいないし……。なんだ？　どうした？」

　サンドリオンは、カリンの肩が震えているのに気づいた。ぴりぴりと震え、カリンの周りを風が回り始めた。

「お、おい？　なんだよ？　どうして怒るんだよ？　誰にも言わないって！　おいこら！」

「ぼくはオカマじゃな―――――――――――いッ！」

“〝烈風”〟が吹いた。

　サンドリオンの身体からだは、高く空に浮いた。
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　この『烈か風ぜの騎士姫』は、男装の美少女が女の子だってばれちゃいけない！　と、男だったらしなくてもいい苦労に振り回されながら、恋と冒険に巻き込まれていくファンタジーロマンです。

　何せ女の子とばれるわけにはいかないので好きになっても気持ちを伝えられない。男装の美少女の言えない気持ちを想像しただけでもうたまりませんね（俺おれが）。かわいいかっこいい、略してカワカッコ美少女の冒険にお付き合いくだされば幸いです。

　さて、物語の世界を考えるときに、ぼくは一つの石膏像を想像します。ひとつの物語内では、通常その一方向からしか書けませんが、石膏像はたとえば、上や下、左右の方向から見た顔というものが存在します。

　別方向からの切り口で”〟世界”〟を見せることができたら嬉うれしいです。

　そしてそれをナビゲートし、物語を引っ張っていくのはもちろん男装の美少女！　男装という文字は、宝塚を引き合いに出すまでもなく、それ自体がロマンです。なにせ男装少女は普通の女の子服着るだけで、ドラマになります。ずるいです。そんな男装少女、うまく書けたでしょうか。よろしくです。





　さて、今回も素敵なイラストありがとうございますの兎うさ塚つかさん。いつもギリギリのスケジュールでお願いしているのに、素晴らしいクオリティでありがとうございます。ヤマグチは大おお阪さかに足を向けて寝られません。編集のＳさんＭさん。苦労をおかけしてすいません。そして読者の皆さん。ほんとにありがとうございます。

　これから広がっていく、カリンやサンドリオンたちの活躍、冒険にお付き合いくださいますよう、お願い申し上げます。
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